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一
　
は
じ
め
に

（
一
）　

研
究
の
目
的

　

要
旨
で
概
要
を
述
べ
た
よ
う
に
本
稿
は
、
塩
田
章
氏
（
一
九
一
〇
〜
一
九
八

一
）
旧
蔵
中
勘
助
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
五
）
直
筆
句
稿
の
翻
刻
及
び
確
認
を

通
し
て
、
中
勘
助
の
俳
句
、
特
に
静
岡
時
代
の
俳
句
（
一
部
分
）
に
つ
い
て
解

題
を
付
し
、
そ
の
評
価
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
中
勘
助
の
俳
句
は

生
前
刊
行
の
単
行
本
『
白
鳥
の
話
』（
角
川
書
店
、
一
九
五
一
）・『
藁
科
』（
山

根
書
店
、
一
九
五
一
）・
日
記
体
随
筆
「
樟
ケ
谷
」・「
羽
鳥
」・「
帰
京
」・「
随
筆
」

等
、
岩
波
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』〈
第
一
五
巻
・
第
一
六
巻
〉「
書
簡
」
に
記

録
さ
れ
た
よ
う
に
静
岡
時
代
に
作
句
が
始
ま
っ
た
。
現
在
の
時
点
で
、
表
１

及

び
巻
末
表
２

の
通
り
初
出
28
句
及
び
既
出
717
句
（
一
部
二
重
季
語
に
よ
る
重
複

有
）、
計
約
745
句
の
存
在
が
確
認
で
き
た
。

　

新
堀
氏
及
び
木
内
の
執
筆
分
担
に
関
し
て
は
、
新
堀
氏
が
「
三
（
二
）
塩
田

章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
詞
書
」、「
四　

幻
の
中
勘
助
直
筆
句
稿
『
鶴
』
に

つ
い
て
」、「
五　

塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
「
鶴
」
解
題
（
新
堀
邦
司

中
勘
助
の
静
岡
時
代
の
俳
句
に
つ
い
て

│ 

塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
「
鶴
」
を
中
心
に 

│
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要
旨
：

　

二
〇
二
一
年
、
中
勘
助
と
師
弟
関
係
を
築
い
た
塩
田
章
氏
の
次
男
塩
田
惠
氏
宅
に
お
い
て
、
塩
田
章
氏
が
戦
後
、
ボ
ル
ネ
オ
島
よ
り
復
員
時
（
一
九
四
六
年
四
月
末
）
に
静

岡
で
中
勘
助
よ
り
渡
さ
れ
た
中
勘
助
直
筆
句
稿
が
発
見
さ
れ
、
静
岡
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
中
勘
助
の
静
岡
滞
在
時
期
、
即
ち
第
二
次
世
界
大
戦
激
戦
期
及
び
戦
後
間
も
な
い
時

期
に
お
け
る
中
勘
助
の
生
活
や
心
情
、
死
生
観
、
創
作
を
知
る
う
え
で
、
大
変
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。
本
稿
で
は
資
料
寄
贈
者
で
あ
る
塩
田
惠
氏
及
び
現
資
料
管
理
者
で

あ
る
静
岡
市
の
許
可
を
取
り
、
塩
田
章
氏
長
女
北
村
順
氏
と
俳
友
で
あ
る
俳
人
の
新
堀
邦
司
氏
の
協
力
を
仰
ぎ
、
中
勘
助
句
稿
の
背
景
を
解
説
の
上
、
句
稿
を
翻
刻
し
、
中
勘

助
句
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
中
勘
助　

塩
田
章　

静
岡　

短
詩
型
文
学　

俳
句
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氏
に
よ
る
）」
を
担
当
し
、
木
内
が
「
要
旨
」、「
一　

は
じ
め
に
」、「
二　

方

法
」、「
三　

塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
に
つ
い
て
」、「
六　

塩
田
章
氏

旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
『
鶴
』
解
題
（
木
内
に
よ
る
）」、「
七　

お
わ
り
に
」

表
１

及
び
表
２

責
任
編
集
を
担
当
す
る
。

（
二
）　

先
行
論
文

　

現
在
、
中
勘
助
の
俳
句
は
角
川
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』、
岩
波
書
店
版
『
中

勘
助
全
集
』「
書
簡
」
及
び
「
樟
ケ
谷
」「
羽
鳥
」
等
日
記
体
随
筆
作
品
を
通
し

て
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、俳
句
に
関
す
る
論
考
は
全
体
と
し
て
少
な
い
。

　

中
勘
助
が
芭
蕉
の
俳
句
「
梅
が
香
や
し
ら
ら
お
ち
く
ぼ
京
太
郎
」（『
続
芭
蕉

俳
句
研
究
』
第
一
頁
）
を
巡
り
盟
友
小
宮
豊
隆
に
「
こ
の　

し
ら
ら　

で
大
分

苦
労
し
て
ゐ
る
や
う
だ
が
、
も
う
今
は
用
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
古

今
著
聞
集
和
歌
の
と
こ
ろ
に
左
の
や
う
に
出
て
ゐ
る
」（
一
九
二
九
年
一
一
月

九
日
付
書
簡
）
と
助
言
を
与
え
、
小
宮
豊
隆
著
『
芭
蕉
俳
諧
研
究
』
シ
リ
ー
ズ

（
岩
波
書
店
、
一
九
二
九
〜
一
九
三
三
）『
芭
蕉
の
俳
句
』（
岩
波
書
店
、
一
九

三
三
）『
芭
蕉
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
）
を
旧
蔵
書
に
有
す
る
こ
と

か
ら
、
連
歌
を
俳
諧
の
母
体
と
し
て
位
置
付
け
た
芭
蕉
の
考
え
に
鑑
み
、
中
勘

助
の
俳
句
に
関
す
る
先
行
論
考
に
先
ん
じ
て
「
沼
の
ほ
と
り
」「
し
づ
か
な
流
」

等
の
日
記
体
随
筆
作
品
に
収
録
さ
れ
た
中
勘
助
の
短
歌
に
関
す
る
論
考
に
つ
い

て
触
れ
る
の
が
本
来
の
順
序
と
考
え
る
が
、
本
論
で
は
塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助

句
稿
を
主
に
資
料
と
し
て
扱
う
関
係
上
、
次
に
は
俳
句
に
関
す
る
論
考
に
の
み

焦
点
を
あ
て
時
系
列
に
て
触
れ
る
。

① 

稲
森
道
三
郎
「
四 

服
織
の
文
学 

Ⅵ
俳
句
」『
服
織
の
中
勘
助
』（
私
家
版
、

一
九
五
六
・
一
二
）

　

出
版
当
時
、
生
存
し
て
い
た
中
勘
助
に
取
材
し
て
作
句
の
背
景
事
情
を
記
し

た
論
考
。
冒
頭
に
「
白
鳥
の
話
」『
東
海
人
』〈
第
二
巻
第
五
号
〉
掲
載
随
筆
中

の
「
黄
河
の
堤
を
き
つ
た
や
う
に
滔
滔
と
し
て
と
め
ど
な
い
」「『
ふ
と
』
で
あ

る
と
同
時
に
、
多
少
の
参
考
書
の
手
引
き
の
ほ
か
は
歌
や
詩
、
文
章
の
場
合
と

同
じ
く
全
く
指
導
者
な
し
の
自
分
流
儀
ゆ
ゑ
見
る
人
が
見
れ
ば
黄
河
を
そ
の
ま

ま
古
く
且
つ
濁
っ
て
ゐ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」（
昭
和
十
八
年
八
月
二
十
日
）

の
文
章
を
引
用
し
、
作
句
が
静
岡
に
お
い
て
始
め
ら
れ
た
こ
と
を
解
説
し
て
い

る
。
中
勘
助
が
初
め
て
俳
句
を
作
品
と
し
て
公
刊
し
た
の
が
『
新
生
』
で
あ
り

「
仏
陀
の
夢
」
と
題
し
た
十
句
を
発
表
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
。

②
赤
羽
淑
『
中
勘
助
の
俳
句
』『
文
芸
研
究
』〈
第
四
三
集
〉（
一
九
六
五
・
三
）

　

角
川
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
収
録
の
中
勘
助
の
静
岡
時
代
の
俳
句
を
主
と

し
て
取
り
挙
げ
、「
か
れ
を
俳
人
と
呼
ぶ
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
又
、
俳
句

は
余
技
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
あ
く
ま
で
も
詩
人
と
し
て
の
中

勘
助
の
詩
心
の
表
現
形
態
の
一
つ
と
し
て
中
勘
助
の
俳
句
を
位
置
付
け
て
い

る
。
中
勘
助
の
俳
句
を
「
故
人
へ
の
思
慕
」・
戦
時
下
、
老
境
期
に
お
け
る
「
悲

哀
・
寂
寥
・
陰
惨
」・「
人
と
の
交
渉
」・「
自
然
と
の
交
渉
」・「
浪
漫
的
幻
想
」・

「
童
話
的
俳
句
」
に
分
類
し
、
更
に
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
の
句
と
比
較
し
た
。

③ 

角
川
源
義
「
中
勘
助
さ
ん
の
俳
句
」『
俳
句
』〈
十
四
巻
六
号
〉（
一
九
六
五
・
六
）

　

中
勘
助
生
前
に
本
人
編
集
で
出
版
さ
れ
た
角
川
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
収

録
句
に
関
連
し
、
戦
後
の
奈
良
・
京
都
を
旅
行
し
た
際
の
句
日
記
「
古
国
の
詩
」

中
の
句
を
文
人
俳
句
、
抒
情
性
俳
句
と
記
し
、
静
岡
時
代
の
日
記
体
随
筆
「
樟

ケ
谷
」
中
の
句
を
疎
開
生
活
が
現
れ
た
句
、「
落
人
」
と
し
て
の
自
覚
を
記
す

句
、
静
岡
の
自
然
描
写
に
す
ぐ
れ
た
句
、
敗
戦
を
予
感
さ
せ
る
老
残
の
句
の
四

種
に
分
類
し
て
解
説
し
て
い
る
。

④
村
山
古
郷
「
中
勘
助
の
俳
句
」『
文
人
の
俳
句
』（
桜
楓
社
、
一
九
六
五
）
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「
転
地
療
養
か
た
が
た
の
疎
開
地
で
、
小
説
も
書
け
ず
詩
作
に
耽
る
こ
と
も

で
き
な
い
時
に
で
き
出
し
た
俳
句
で
あ
る
」
と
志
し
て
作
句
し
た
も
の
で
は
な

く
そ
の
時
の
環
境
と
境
涯
に
よ
っ
て
自
然
発
生
的
に
で
き
た
も
の
と
し
て
解
説

し
た
。
そ
の
俳
句
の
傾
向
と
特
長
と
し
て
「
自
然
の
風
景
、
身
近
な
事
象
を
風

物
詩
的
に
静
か
に
穏
や
か
に
詠
ん
だ
平
明
な
句
」、「
非
現
実
的
な
空
想
の
俳

句
」
と
大
別
し
、
前
者
を
中
勘
助
俳
句
の
本
領
と
位
置
付
け
た
。
三
好
達
治
の

中
勘
助
詩
評
「
中
さ
ん
の
詩
は
静
か
で
穏
や
か
」
と
そ
れ
が
重
な
る
こ
と
に
言

及
し
た
。

⑤
石
塚
友
二
編
『
文
人
俳
句
歳
時
記
』（
生
活
文
化
社
、
一
九
七
〇
・
四
）

　

中
勘
助
句
、
三
八
句
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
書
中
、
村
山
古
郷
「
文

人
俳
句
の
展
望
」
で
は
中
勘
助
の
俳
句
を
「
至
純
流
麗
に
し
て
散
文
詩
の
よ
う

な
文
章
に
俳
句
的
風
趣
を
点
綴
す
る
と
い
っ
た
俳
句
で
あ
る
」
と
評
し
た
。

⑥ 

清
見
北
斗
「
中
勘
助
」〈
鑑
賞
・
文
人
の
俳
句
・
⒑
〉『
ゆ
く
春
』〈
七
〇
・
四
〉

（
一
九
九
七
・
四
）

　

中
勘
助
の
俳
句
六
句
を
挙
げ
「
惜
辞
・
結
構
な
ど
の
均
整
が
と
れ
、
内
的
リ

ズ
ム
や
イ
メ
ー
ジ
の
鮮
明
さ
申
し
分
な
く
、
む
し
ろ
出
木
す
ぎ
の
感
な
し
と
せ

ず
、
一
定
の
粛
然
た
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で
、
消
音
の
世
界
が
展
開
す
る
清
高
な

世
界
を
示
し
て
い
る
。
季
語
も
十
分
に
血
肉
化
し
、
季
重
な
り
等
と
い
う
評
も

不
要
の
力
を
備
え
て
い
ま
す
。
内
田
百
閒
と
別
な
面
か
ら
専
門
俳
人
的
力
量
を

感
じ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
」
と
称
賛
す
る
。

⑦
新
堀
邦
司
「
中
勘
助
と
俳
句
（
１

）」『
日
矢
』（
二
〇
一
七
・
一
）

　

中
勘
助
が
俳
句
を
始
め
た
理
由
に
つ
い
て
「
戦
時
下
に
お
い
て
執
筆
活
動
が

思
う
と
お
り
に
運
ば
な
か
っ
た
こ
と
」「
静
岡
の
田
園
生
活
が
勘
助
本
来
の
詩

心
を
一
層
豊
か
に
満
た
し
た
こ
と
」「
俳
句
好
き
の
友
人
に
よ
る
影
響
」
と
挙

げ
、
塩
田
章
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
触
れ
た
。「
和
歌
の
影
響
の
色
濃
い
俳
句

も
い
い
が
、
豊
か
な
田
園
と
友
人
と
の
交
流
を
詠
ん
だ
挨
拶
句
も
味
わ
い
深

い
」
と
評
し
た
。

⑧
新
堀
邦
司
「
中
勘
助
と
俳
句
（
２

）」『
日
矢
』（
二
〇
一
七
・
二
）

　

中
勘
助
の
作
句
と
俳
句
鑑
賞
に
影
響
を
与
え
た
塩
田
章
以
外
の
人
物
と
し
て

稲
森
道
三
郎
を
挙
げ
稲
森
と
の
交
流
を
解
説
し
た
。
ま
た
中
勘
助
の
生
涯
に
お

い
て
詠
ん
だ
約
七
百
の
俳
句
を
㊀
詩
歌
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
万
葉
の
世
界
の

句
、
㊁
静
岡
の
田
園
を
詠
ん
だ
句
、
㊂
愛
す
る
者
の
死
を
悼
ん
だ
句
、
㊃
親
し

い
人
へ
贈
っ
た
挨
拶
句
」
の
四
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し
た
。

⑨
新
堀
邦
司
「
中
勘
助
と
俳
句
（
３

）」『
日
矢
』（
二
〇
一
七
・
三
）

　

⑦
で
示
し
た
四
ジ
ャ
ン
ル
の
内
、
㊂
㊃
に
該
当
す
る
代
表
句
を
、
推
敲
の
過

程
、
そ
の
句
に
ま
つ
わ
る
人
間
交
流
（
吉
見
祐
作
・
塩
田
章
・
稲
森
道
三
郎
）

を
解
説
し
、「
俳
句
が
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
が
勘
助
の
晩
年
に
ど
れ
ほ
ど
豊
か

な
彩
り
を
添
え
た
か
」
と
い
う
人
間
・
中
勘
助
の
生
涯
に
お
け
る
俳
句
の
位
置

づ
け
に
言
及
し
た
。

二
　
方
法

　

新
資
料
で
あ
る
塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
の
翻
刻
を
行
っ
た
上
で
、

新
堀
氏
及
び
木
内
が
背
景
事
情
等
解
説
の
後
に
解
題
を
付
す
。

三
　
塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
に
つ
い
て

（
一
） 　

塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
封
筒
・
詞
書
・
あ
と
が
き
（
塩
田
章

氏
直
筆
資
料
・
静
岡
市
所
蔵
資
料
）
封
筒
縦
23
㎝
×
横
12
㎝
白
地
に
黒
墨

毛
筆
・
詞
書
及
び
あ
と
が
き
縦
９
㎝
×
横
21
㎝
白
地
に
黒
墨
毛
筆
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（
二
） 　

塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
詞
書
・
あ
と
が
き
（
塩
田
章
氏
直
筆

資
料
・
静
岡
市
所
蔵
資
料
）
翻
刻
、〔　

〕
が
な
い
①
〜
④
の
翻
刻
は
新

堀
氏
及
び
木
内
に
よ
る
翻
刻
に
お
い
て
共
通
し
た
部
分
で
あ
る
。

①
写
真
一
葉
目

中
勘
助
先
生

自
筆
句
集

雀
の
子

　

保
存

②
写
真
二
葉
目

中
勘
助
先
生
句
集　

鶴

句③
写
真
三
葉
目

鶴
に
寄
せ
て

南
か
ら
か
へ
つ
て

先
生
に
逢
ふ

先
生
余
に

句
を
示
し
て

評
せ
よ
と
言

ハ
る　

先
生
に

【
新
堀
氏
翻
刻
】　

非
ざ
れ
ば
生
れ　
　
【
木
内
翻
刻
】　

非
ざ
れ
バ
生
れ

ざ
る
の
句
也

【
新
堀
氏
翻
刻
】　

野
趣
上
　々
【
木
内
翻
刻
】　

野
趣
点
々

④
写
真
四
葉
目

都
雅

【
新
堀
氏
翻
刻
】　

こ
れ
多
し　
【
木
内
翻
刻
】　

こ
れ
先

生
の
風

格
な
り

句
集
に

匂
ふ
も
の

ハ
こ
の
風

格
な
り

【
新
堀
氏
翻
刻
】　

鶴
と
ハ
余　
【
木
内
翻
刻
】　

鶴
ト
ハ
余

が
つ
け
し
題

【
新
堀
氏
翻
刻
】　

な
り

⑤
写
真
五
葉
目

【
全
体
木
内
翻
刻
】

　
　
　
　

麥
生

　

あ
と
が
き

因
み
に
先
生
は

俳
号
を
杓
子
と

申
さ
る
俳
句
つ
く

ら
れ
は
じ
め
し
こ

ろ
の
す
ま
ひ
の

庭
に
杓
子
菜

あ
ま
た
つ
く
り

あ
り
た
る
に
よ
る

と
い
ふ
先
生
の

飄
逸
さ
も
偲
ば

れ
て
興
深
し
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（
三
） 　

塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
（
中
勘
助
直
筆
資
料
・
静
岡
市
所
蔵

資
料
）
縦
９
㎝
×
横
21
㎝
の
罫
線
入
り
用
紙
両
面
に
黒
ペ
ン
書
き
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表
２

と
の
照
合

翻
刻
句

『
中
勘
助
全
集
』
照
合

類
似
句

『
中
勘
助
全
集
』
照
合

1

夏

１

３

・
１

０

６

牡
丹
い
け
て
夏
の
雲ク
モ

湧
く
伏ふ

屋や

哉や

牡
丹
い
け
て
夏
の
雲
わ
く
伏
屋
か
な

⑩
５

２

⑭
藁
科

2

夏

１

０

７

牡
丹
ち
れ
ま
昼
の
夢
の
白
妙
に

ぼ
た
ん
散
れ
真
昼
の
夢
の
し
ろ
た
へ
に

⑩
５

２

⑭
藁
科

3

冬

１

３

・
８

７

鐘
を
献
じ
て
冴
え
き
る
除
夜
の
声
き
か
ん

⑨
１

９

０

・
２

９

１

⑭
藁
科

4

秋

３

８

み
そ
ぎ
し
て
よ
せ
く
る
秋
の
声
き
か
ん

み
そ
ぎ
し
て
寄
せ
く
る
秋
の
声
き
か
ん

⑨
１

７

８

・
２

９

０

⑭
藁
科

5

季
語
な
し

山
か
げ
や
夜
半
に
米
ひ
く
音
す
な
り

6

秋

１

０

８

野
の
露
は
み
な
君
に
供
へ
ん
魂
ま
つ
り

⑨
１

７

７

・
２

９

０

⑭
藁
科

7

秋

６

０

夕
月
や
も
ら
ひ
湯
に
く
る
春
日
巫
女

ゆ
ふ
月
や
も
ら
ひ
湯
に
く
る
春
日
巫
女

⑨
１

８

６

・
２

９

０

⑫
２

４

⑭
藁
科

8

秋

１

８

８

ど
ん
栗
の
猪
口
を
か
ぶ
り
て
踊
ら
ば
や

⑨
１

８

９

・
２

９

１

9

秋

３

９

天
髙
し
九
方
皐
馬
を
見
つ
け
た
り

天
高
し
九
方
皐
馬
を
見
つ
け
た
り

⑨
１

８

９

・
２

９

０

⑭
藁
科

10

季
語
な
し

５

堯
の
牛
鼻
の
み
な
め
て
ゐ
た
り
け
り

尭
の
牛
鼻
の
み
な
め
て
ゐ
た
り
け
り

⑨
１

８

９

・
２

９

１

⑭
藁
科

11

秋

１

６

鶴
か
う
か
う
と
夢
を
横
ぎ
れ
り
今
朝
の
秋

鶴
か
う
か
う
と
夢
を
横
ぎ
れ
り
け
さ
の
秋

⑨
２

７

・
２

９

０

⑩
２

８

⑭
藁
科

12

季
語
な
し

南
海
に
骸
骨
を
め
き
戰
へ
り

13

秋

１

１

７

星
滿
天
雲
の
ゆ
く
べ
き
道
も
な
し

星
満
天
雁
わ
た
る
べ
き
道
も
な
し

⑨
１

９

０

14

秋

２

２

７

さ
し
と
ほ
す
鎧
の
下
の
野
菊
か
な

刺
し
と
ほ
す
鎧
の
下
の
野
菊
か
な

⑨
１

８

９

15

秋

１

３

５

せ
き
れ
い
に
生
れ
て
き
し
は
誰
や
ら
ん

⑨
４

６

16

季
語
な
し

２

住
み
わ
び
ぬ
暮
山
の
雲
と
な
ら
ば
や
な

⑨
１

０

６

・
２

９

１

17

秋

５

８

山
峽
は
つ
き
に
あ
ふ
れ
て
鷺
の
声

山
峡
は
月
に
あ
ふ
れ
て
鷺
の
声

⑨
３

６

・
２

９

１

18

秋

８

８

た
を
た
を
と
竹
を
曳
き
ゆ
く
や
露
の
朝

た
を
た
を
と
竹
を
ひ
き
ゆ
く
や
露
の
朝

⑨
４

５

・
２

９

１

⑭
藁
科

19

夏

１

２

１

比
良
比
叡
若
葉
影
さ
す
鳰
の
海

ひ
ら
比
叡
わ
か
葉
影
さ
す
鳰
の
海

⑨
１

８

５

⑭
藁
科

20

秋

１

８

６

ど
ん
栗
が
背
く
ら
べ
し
た
ら
か
は
い
か
ろ

⑨
１

８

９

21

夏

７

９

石
川
に
ご
り
す
く
ふ
翁
暮
れ
に
け
り

石
川
に
鮔
す
く
ふ
翁
暮
れ
に
け
り

⑨
２

９

０

表
１

凡
例　
「
表
２

と
の
照
合
」
欄
及
び
「『
中
勘
助
全
集
』
照
合
」
欄

「
表
２

と
の
照
合
」
欄　

夏
１

３

・
１

０

６　

表
２

に
お
け
る
夏
季
語N

o.13

及
びN

o.106

と
同
一

「『
中
勘
助
全
集
』
照
合
」
欄　

⑨
１

９

０

・
２

９

１　

岩
波
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
第
九
巻p.190

及
びp.291

に
同
一
句
が
あ
る
。

№
欄
網
掛
け
二
六
句
は
岩
波
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』〈
第
一
四
巻
〉
未
収
録
（
木
内
初
見
）
句
。

（
四
）　

塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
（
中
勘
助
直
筆
一
六
三
句
）
翻
刻

　

後
ほ
ど
、
岩
波
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
既
出
句
と
の
照
合
を
行
う
関
係
上
、
一
覧
表
（
表
１

）
を
作
成
し
た
。
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22

季
語
な
し

１

さ
す
ら
ふ
や
恋
に
も
古
き
奈
良
の
京

⑨
１

８

６

⑫
２

５

⑭
藁
科

23

春

１

４

７

袖
ふ
る
は
藤
の
花
か
や
奈
良
の
京

⑨
１

８

６

・
２

９

０

⑭
藁
科

24

夏

１

２

５

若
葉
し
て
比
叡
い
つ
ぱ
い
の
日
の
光

⑨
１

８

５

・
２

８

９

⑭
藁
科

25

秋

７

ま
た
ひ
と
り
ど
こ
へ
行
く
ら
ん
秋
の
道

ま
た
ひ
と
り
ど
こ
へ
ゆ
く
ら
ん
秋
の
道

⑮
３

１

３

昭
二
〇
・
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

26

秋
・
冬

秋
２

２

０

・
冬
２

７

山
家
し
ぐ
れ
て
け
づ
る
牛
蒡
の
か
を
り
か
な

山
居
し
ぐ
れ
て
け
づ
る
牛
蒡
の
か
を
り
哉

⑨
２

２

３

⑭
藁
科

27

春

１

亡
き
人
の
琴
の
そ
ら
音
や
夜
半
の
春

⑨
２

２

３

⑭
藁
科

28

秋

１

５

９

う
れ
柿
を
烏
も
ち
去
る
時
雨
か
な

⑨
２

２

７

⑭
藁
科

29

秋

１

２

７

・
１

６

２

ひ
よ
鳥
の
熟
柿
を
つ
つ
く
し
づ
か
な
り

⑨
２

２

８

30

冬

３

０

人
の
世
を
し
ぐ
れ
て
や
れ
し
旅
の
笠

⑨
２

２

９

⑭
藁
科

31

秋

３

７

伯
牙
が
断
つ
絃
の
響
（
や
）
秋
の
声

伯
牙
が
た
つ
絃
の
ひ
び
き
秋
の
声

⑨
２

３

４

32

季
語
な
し

１

５

霹
靂
と
な
ら
ば
や
ア
ツ
ツ
落
つ
る
日
に

霹
靂
と
な
ら
ば
ア
ッ
ツ
落
つ
る
夜
に

⑨
２

３

４

33

夏

５

３

影
や
人
わ
が
名
教
へ
よ
羽
拔
け
鳥

影
や
人
わ
が
名
を
し
へ
よ
羽
ぬ
け
鳥

⑨
２

３

４

34

新
年

１

な
に
も
な
き
元
日
も
な
し
日
向
ぼ
こ

な
に
も
な
き
元
日
も
よ
し
日
向
ぼ
こ

⑨
２

４

９

35

季
語
な
し

１

７

荒
潮
や
し
ば
し
入
日
を
ふ
き
返
す

荒
潮
や
し
ば
し
入
日
を
ふ
き
か
へ
す

⑨
２

５

８

⑭
藁
科

36

秋

４

８

月
叫
ぶ
よ
は
も
ああ

ら

ん

る
ら
ん
ア
ツ
ツ
島

月
叫
ぶ
夜
は
も
あ
ら
ん
ア
ッ
ツ
島

⑨
２

５

９

37

秋

６

９

宵
闇
や
髑
髗
経
よ
む
紀キ

路ヂ

の
山

⑨
２

６

４

⑭
藁
科

38

季
語
な
し

１

９

わ
が
骨
に
独
鈷
も
ら
う
て
別
る
る
や

⑨
２

７

３

⑭
藁
科

39

春

耳
遠
し
初
鶯
も
ほ
の
か
な
り

40

春

５

・
９

４

鶯
に
小
袖
か
さ
ば
や
春
夜
寒

⑨
３

４

１

⑪
１

７

６

・
⑭
藁
科

41

季
語
な
し

２

０

黒
潮
か
血
汐
岸
を
打
つ
硫
黄
島

黒
潮
か
血
し
ほ
岸
を
打
つ
硫
黄
島

⑨
３

２

０

42

秋

１

４

８

亡
き
母
が
添
乳
に
く
る
夜
き
り
ぎ
り
す

亡
き
母
が
添
乳
す
る
夜
や
き
り
ぎ
り
す

⑨
３

２

０

43

季
語
な
し

２

１

わ
ら
し
な
や
夢
を
流
し
て
石
の
音

⑨
３

２

７

⑫
２

３

７

44

季
語
な
し

敗
残
の
月
に
国
あ
り
島
四
つ

45

季
語
な
し

２

８

風
に
ち
れ
む
そ
ぢ
の
砂
絵
青
や
赤

⑨
４

０

２

46

季
語
な
し

２

９

凶
凶
と
月
に
叫
べ
鷺
は
と
り
山

凶
凶
と
闇
に
叫
べ
鷺
は
と
り
山

⑨
４

０

２

47

冬

１

２

５

石
の
こ
ろ
も
に
山
茶
花
ち
り
ぬ
地
藏
尊

石
の
こ
ろ
も
に
山
茶
花
ち
り
ぬ
地
蔵
尊

⑨
４

０

２

48

秋

１

７

８

猿
こ
猿
こ
布
子
と
か
へ
ん
木
の
実
酒

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

49

冬

１

９

秋
風
に
干
さ
ば
や
う
き
世
か
く
れ
簔

木
枯
に
干
さ
ば
や
う
き
世
か
く
れ
蓑

⑨
４

２

０

50

冬

１

３

８

黒
土
に
よ
き
句
を
か
か
ん
葱
の
筆

黒
土
に
よ
き
句
か
か
ば
や
葱
の
筆

⑩
４

０

51

春

４

６

・
１

５

９

西
吹
く
な
老
い
に
つ
め
た
し
野
び
る
つ
み

こ
ち
吹
く
な
老
い
は
冷
た
し
野
蒜
つ
み

⑩
５

２
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52

冬

７

５

好
き
し
父
を
偲
び
て
む
せ
ぶ
干
葉
の
飯

⑮
３

６

０

昭
二
一
・
四
・
一

六
稲
森
道
三
郎
宛

53

春

４

３

朧
夜
の
君
鸛
に
似
て
怨
じ
け
り

朧
夜
の
君
鸛
に
に
て
怨
じ
け
り

⑨
１

８

８

54

春

３

５

鐘
の
音
や
霞
に
沈
む
東
大
寺

鐘
の
音
や
霞
に
し
づ
む
東
大
寺

⑨
１

８

６

・
２

９

０

⑭
藁
科

55

春

４

２

飛
鳥
び
と
に
恋
せ
ん
奈
良
の
朧
月

飛
鳥
人
と
恋
を
せ
ん
奈
良
の
朧
月

⑨
１

８

６

・
２

９

０

⑭
藁
科

56

夏

１

１

５

春
日
若
葉
巫
子
は
白
絹
甘
き
酒

春
日
若
葉
み
こ
は
白
絹
あ
ま
き
酒

⑨
１

８

６

・
２

９

０

⑭
藁
科

57

春

１

６

３

を
だ
ま
き
の
三
輪
に
は
ひ
め
し
恋
の
酒

⑨
１

８

６

・
２

９

０

⑭
藁
科

58

夏

９

７

虎
に
ね
て
豊
干
は
蚤
に
く
は
れ
け
り

⑨
１

８

９　

２

９

０

⑭
藁
科

59

冬

９

７

諸
行
無
常
茶
釡
は
一
夜
狸
な
り

⑨
１

８

９

・
２

９

１

60

秋

７

８

吹
き
ふ
き
て
蟬
の
殻
ふ
く
や
秋
の
風

⑨
１

８

９

・
２

９

０

⑭
藁
科

61

冬

１

１

２

壞
の
劫
の
里
に
き
て
鳴
け
閑
古
鳥

壊
の
劫
の
里
に
き
て
鳴
け
寒
苦
鳥

⑨
１

７

６

・
２

９

１

⑭
藁
科

62

秋

５

６

ひ
と
つ
家
の
ひ
と
つ
砧
に
月
一
つ

ひ
と
つ
や
の
一
つ
砧
に
月
ひ
と
つ

⑨
１

９

０

・
２

９

１

⑭
藁
科

63

春

１

６

４

鼻
た
か
と
酒
汲
ま
ん
月
の
木
の
芽
漬

鼻
高
と
酒
く
ま
ん
月
の
木
の
芽
漬

⑨
１

９

９

⑭
藁
科

64

秋

１

１

６

浅
間
は
煙
蓼
科
は
雲
鳥
わ
た
る

浅
間
は
け
む
り
蓼
科
は
雲
鳥
わ
た
る

⑨
２

０

４

65

秋

吹
き
な
び
け
浅
間
の
野
草
秋
の
風

66

冬

５

０

ひ
と
り
碁
や
笹
に
粉
雪
の
つ
も
る
日
に

独
り
碁
や
笹
に
粉
雪
の
つ
も
る
日
に

⑨
２

０

４

⑫
２

４

８

⑭
藁
科

67

秋

７

９

吹
く
風
を
友
か
や
秋
に
生
き
の
こ
る

⑨
２

０

６

68

春

５

１

八
幡
舩
押
し
あ
ぐ
る
春
の
潮
か
な

八
幡
船
押
し
あ
ぐ
る
春
の
潮
か
な

⑨
２

０

６

69

秋

２

２

８

裸
に
て
焰
と
化
す
や
曼
珠
沙
花

裸
に
て
焰
と
化
す
や
曼
珠
沙
華

⑨
２

０

６

⑭
藁
科

70

季
語
な
し

１

１

こ
け
し
に
は
親
兄
弟
も
な
か
り
け
り

⑨
２

０

６

⑭
藁
科

71

秋

２

７

を
さ
の
風
身
に
し
む
越
の
夜
寒
か
な

⑧
１

９

⑨
２

０

９

⑭
藁
科

72

夏

１

３

１

卯
の
花
や
小
鮎
さ
ば
し
る
細
流
れ

う
の
花
や
小
鮎
さ
ば
し
る
ほ
そ
流

⑨
２

０

９

73

秋

２

３

２

露
草
の
な
か
に
結
ば
ん
小
さ
き
庵

つ
ゆ
草
の
な
か
に
む
す
ば
ん
小
き
庵

⑨
２

１

０

74

季
語
な
し

１

２

米
足
ら
ず
そ
ば
ひ
く
臼
の
重
さ
哉

米
足
ら
ず
蕎
麦
ひ
く
臼
の
重
さ
か
な

⑨
２

１

２

⑭
藁
科

75

秋

８

４

千
竿
の
竹
吹
き
た
む
る
野
分
か
な

万
頃
の
竹
ふ
き
た
む
る
野
分
か
な

⑨
２

１

２

76

秋

５

７

山
姥
に
蹴
ら
れ
て
い
で
し
峰
の
月

山
姥
に
蹴
ら
れ
て
で
た
り
峰
の
月

⑨
４

０

２

77

冬

９

９

狸
な
く
夜
を
夢
に
笑
ふ
か
惠
心
堂

狸
な
く
夜
を
夢
に
笑
ふ
か
恵
心
堂

⑨
４

０

２

⑫
７

３

⑭
藁
科

78

秋

５

３

月
や
鐘
茶
粥
に
や
す
る
奈
良
の
宿

月
や
鐘
茶
粥
に
や
す
る
奈
良
の
坊

⑨
４

０

２

⑫
２

４

⑭
藁
科

79

季
語
な
し

３

０

湖
に
鐘
つ
き
落
す
比
叡
の
寺

湖
に
鐘
つ
き
お
と
す
比
叡
の
寺

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

80

冬

６

４

や
よ
笠
を
千
鳥
に
か
せ
や
磯
吹
雪

⑨
４

０

２

⑭
藁
科
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81

秋

５

５

比
叡
の
峰
風
吹
き
あ
げ
し
二
日
月

日
枝
の
峯
風
ふ
き
あ
げ
し
二
日
月

⑮
３

３

７

昭
二
〇
・
一
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

82

季
語
な
し

さ
す
ら
ふ
や
老
い
の
竹
杖
細
き
道

83

秋

１

３

４

山
寺
の
石
の
苔
は
む
ひ
た
き
か
な

山
寺
の
石
の
苔
は
む
ひ
た
き
哉

⑨
４

０

２

84

秋

８

２

山
姥
の
木
の
葉
の
衣
秋
の
風

山
姥
の
木
の
葉
の
こ
ろ
も
秋
の
風

⑨
４

０

１

85

季
語
な
し

３

２

う
き
雲
の
袖
ふ
る
夢
の
わ
か
れ
哉

う
き
雲
の
袖
ふ
る
夢
の
別
れ
か
な

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

86

夏

６

機
を
た
つ
や
親
子
の
え
に
し
短
夜
に

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

87

春

３

０

貴
妃
が
肌
に
珊
瑚
汗
ば
む
暮
の
春

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

88

春

１

０

９

や
ど
か
り
の
身
に
つ
く
殻
も
な
か
り
け
り

⑨
２

０

６

89

春

９

２

雁
風
呂
や
煙
に
む
せ
ぶ
鳥
の
影

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

90

季
語
な
し

５

２

木
枯
の
鳥
み
な
黒
く
く
れ
に
け
り

や
ま
里
の
鳥
み
な
黒
く
く
れ
に
け
り

⑩
３

８

３

91

夏

１

３

９

若
竹
に
小
さ
き
姫
も
や
柴
屋
寺

若
竹
に
ち
さ
き
姫
も
や
柴
屋
寺

⑨
３

４

２

⑩
２

８

92

秋

１

２

６

ひ
よ
鳥
と
の
ぞ
い
て
き
た
り
柴
屋
寺

⑨
２

３

６

⑭
藁
科

93

秋

２

８

秋
ふ
け
て
土
に
こ
ろ
が
る
羽
虫
哉

秋
ふ
け
て
土
に
こ
ろ
が
る
羽
虫
か
な

⑨
４

０

０

94

春

１

４

９

君
が
門
こ
ぶ
し
花
さ
く
う
す
月
夜

⑨
４

０

３

95

夏

１

１

０

虻
の
寐
て
音
な
き
す
も
ヽ
月
夜
哉

虻
の
ね
て
音
な
き
杏
月
夜
か
な

⑨
４

０

０

⑭
藁
科
⑮
３

５

０

昭
二
一
・
三
・

五

96

秋

１

０

６

身
う
ち
み
な
佛
に
な
り
て
草
の
市

身
う
ち
み
な
仏
に
な
り
て
草
の
市

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

97

春

１

０

１

囀
り
や
朝
け
の
裾
野
二
千
町

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

98

春

７

春
の
星
昔
西
施
が
ふ
く
み
玉

春
の
星
む
か
し
西
施
が
ふ
く
み
玉

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

99

冬

３

４

訪
れ
し
清
女
が
傘
に
霰
哉

お
と
づ
れ
し
清
女
が
傘
の
霰
か
な

⑨
４

０

１

100

季
語
な
し

２

５

白
妙
の
あ
う
ら
つ
め
た
き
絵
踏
か
な

た
め
さ
る
る
あ
う
ら
冷
た
き
踏
絵
か
な

⑨
３

３

９

⑭
藁
科

101

春

１

６

１

み
な
か
み
は
鶴
の
乙
女
か
流
れ
芹

⑩
３

９

102

季
語
な
し

都
人
に
家
づ
と
に
せ
ん
奈
良
の
月

103

冬

１

１

７

鮟
鱇
が
河
豚
に
戀
す
る
小
泥
海

鮟
鱇
が
ふ
ぐ
に
恋
す
る
小
泥
海

⑨
４

０

１

⑭
藁
科

104

冬

８

・
１

２

３

年
の
瀬
に
侘
助
笑
み
て
戀
し
け
り

年
の
瀬
に
侘
助
ゑ
み
て
恋
し
け
り

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

105

春

温
泉
や
（
春
の
湯
や
）
刺
青
に
し
み
る
肌
ざ
は
り

106

秋

１

７

８

猿
こ
猿
こ
ぬ
の
こ
と
か
へ
ん
木
の
実
酒

猿
こ
猿
こ
布
子
と
か
へ
ん
木
の
実
酒

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

107

冬

３

４

訪
れ
し
清
女
が
傘
に
霰
か
な

お
と
づ
れ
し
清
女
が
傘
の
霰
か
な

⑨
４

０

１

108

冬

朧
月
夜
お
き
そ
め
し
炬
燵
う
つ
く
し
霜
の
朝

109

季
語
な
し

ひ
き
と
む
る
小
式
部
が
袖
の
匂
ひ
か
な
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110

春

７

春
の
星
む
か
し
西
施
が
ふ
く
み
玉

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

111

季
語
な
し

う
ら
ら
か
や
井
筒
の
友
が
振
の
袖

112

春

春
の
灯
に
舞
衣
う
つ
る
樂
屋
か
な

113

秋

１

０

６

身
う
ち
み
な
佛
に
な
り
て
草
の
市

身
う
ち
み
な
仏
に
な
り
て
草
の
市

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

114

夏

１

１

０

虻
の
ね
て
音
な
き
杏
月
夜
か
な

⑨
４

０

０

⑭
藁
科
⑮
３

５

０

昭
二
一
・
三
・
五

115

春

５

０

農ノ
ウ

鳥ト
リ

に
勇
む
や
田
子
の
粟
田
ま
き

⑨
４

０

０

⑭
藁
科

116

春

板
台
の
笹
葉
に
匂
ふ
櫻
鯛

117

春

１

４

６

君
が
門
こ
ぶ
し
花
さ
く
う
す
月
夜

⑨
４

０

３

118

春

１

１

６

桃
、
菜
の
花
、
千
ヶ
寺
ま
ゐ
り
鈴
の
音

桃
菜
の
花
千
ヶ
寺
ま
ゐ
り
鈴
の
音

⑨
４

０

０

119

季
語
な
し

１

０

３

河
童
煮
る
ふ
ご
を
唐
箕
が
く
ふ
夜
か
な

河
童
煮
る
ふ
ご
を
唐
箕
が
く
ふ
夜
哉

120

春

６

亡
き
人
の
か
た
み
の
珊
瑚
春
浅
し

亡
き
人
の
か
た
み
の
珊
瑚
春
あ
さ
し

⑨
３

９

９

⑭
藁
科

121

季
語
な
し

山
鳥
に
い
つ
な
れ
そ
め
し
横
河
寺

122

季
語
な
し

あ
だ
波
の
よ
せ
て
悲
し
き
か
た
し
貝

123

冬

１

１

短
日
の
芋
を
洗
う
て
く
れ
に
け
り

短
日
の
芋
を
洗
ひ
て
暮
れ
に
け
り

⑨
４

０

０

124

春

１

２

８

古
の
（
千
年
の
）
夢
に
花
ち
る
奈
良
の
京

千
年
の
夢
に
花
ち
る
奈
良
の
京

⑩
３

８

３

125

秋

５

３

月
や
鐘
茶
粥
に
痩
す
る
奈
良
の
宿

月
や
鐘
茶
粥
に
や
す
る
奈
良
の
坊

⑨
４

０

２

⑫
２

４

⑭
藁
科

126

季
語
な
し

３

０

湖
に
鐘
つ
き
落
す
比
叡
の
寺

湖
に
鐘
つ
き
お
と
す
比
叡
の
寺

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

127

春

１

１

７

夢
殿
を
花
に
埋
め
よ
飛
鳥
風

夢
殿
を
花
に
埋
め
よ
あ
す
か
風

⑨
４

０

０

⑭
藁
科

128

冬

６

４

や
よ
笠
を
千
鳥
に
か
せ
よ
磯
吹
雪

や
よ
笠
を
千
鳥
に
か
せ
や
磯
吹
雪

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

129

春

４

９

南
無
佛
と
魔
道
を
ゆ
け
ば
土
ふ
る
や

南
無
仏
と
魔
道
を
ゆ
け
ば
霾
る
や

⑨
４

０

０

⑭
藁
科

130

秋

５

５

日
枝
の
峰
風
ふ
き
あ
げ
し
二
日
月
？

日
枝
の
峯
風
ふ
き
あ
げ
し
二
日
月

昭
二
〇
・
一
二
・
一
三

131

秋

１

３

４

山
寺
の
石
の
苔
は
む
ひ
た
き
か
な

山
寺
の
石
の
苔
は
む
ひ
た
き
哉

⑨
４

０

２

132

秋

１

８

９

ど
ん
栗
の
ま
ろ
び
お
ち
た
る
筧
か
な

⑨
４

０

１

⑭
藁
科

133

季
語
な
し

う
た
て
世
に
生
死
一
重
の
紙
芝
居

134

夏

１

１

８

鹿
な
く
や
奈
良
の
若
葉
の
う
す
月
夜

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

135

季
語
な
し

２

９

凶
凶
と
闇
に
叫
べ
鷺
羽
鳥
山

凶
凶
と
闇
に
叫
べ
鷺
は
と
り
山

⑨
４

０

２

136

季
語
な
し

月
に
思
ふ
奈
良
の
戀
や
ら
八
瀬
の
戀

137

季
語
な
し

２

８

風
に
ち
れ
む
そ
ぢ
の
砂
繪
青
や
赤

風
に
ち
れ
む
そ
ぢ
の
砂
絵
青
や
赤

⑨
４

０

２

138

秋

１

１

４

鹿
な
い
て
月
に
浮
ぶ
か
東
大
寺

昭
二
十
・
十
一
・
十
五
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139

冬

人
は
み
な
無
間
に
堕
ち
て
冬
の
月

140

夏

炎
天
や
ミ
イ
ラ
魂
を
ま
つ
五
千
年

141

秋

８

２

山
姥
の
木
の
葉
の
こ
ろ
も
秋
の
風

⑨
４

０

１

142

季
語
な
し

３

２

う
き
雲
の
袖
ふ
る
夢
の
別
れ
か
な

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

143

夏

６

機キ

を
断
つ
や
親
子
の
え
に
し
短
夜
に

機
を
た
つ
や
親
子
の
え
に
し
短
夜
に

⑨
４

０

２

⑭
藁

144

春

３

２

ひ
と
つ
鳥
の
な
き
つ
づ
け
た
る
日
永
か
な

ひ
と
つ
鳥
の
啼
き
つ
づ
け
た
る
日
永
か
な

⑨
４

０

２

145

冬

５

０

独
り
碁
や
小
笹
に
雪
の
つ
も
る
夜
に

独
り
碁
や
笹
に
粉
雪
の
つ
も
る
日
に

⑨
２

０

４

⑫
２

４

８

⑭
藁
科

146

春

１

３

４

友
禅
や
祇
園
櫻
の
夕
ま
ぐ
れ

友
禅
や
祇
園
ざ
く
ら
の
夕
ま
ぐ
れ

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

147

春

３

０

貴
妃
が
肌
に
珊
瑚
汗
ば
む
暮
の
春

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

148

春

１

０

９

や
ど
か
り
の
身
に
つ
く
殻
も
な
か
り
け
り

⑨
２

０

６

※
本
表
88
の
句
と
重
複

149

春

花
ち
る
や
石
の
地
藏
も
衣
が
へ

150

冬

１

１

１

幻
の
夜
を
声
つ
ん
ざ
く
や
寒
苦
鳥

⑮
３

３

３

昭
二
〇
・
一
一
・

一
五
松
原
君
子
宛

151

春

花
の
御
寺
に
な
に
を
怒
ら
す
阿
修
羅
王

152

春

９

２

雁
風
呂
や
煙
に
む
せ
ぶ
鳥
の
影

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

※
本
表
89
の
句
と
重
複

153

春

外
ヶ
濱
浮
き
木
に
迷
ふ
雁
の
魂

154

秋

貝
ふ
ろ
に
茸
と
ご
り
を
煮
る
夜
か
な

155

冬

し
の
び
泣
く
う
ぶ
め
も
あ
ら
ん
寒
念
佛

156

春

１

０

０

人
悲
し
命
々
鳥
の
巣
に
孵
り

人
悲
し
命
命
鳥
の
巣
に
孵
り

⑨
４

０

１

157

季
語
な
し

１

６

山
蔭
に
伏
せ
貝
ひ
と
つ
柴
屋
寺

山
か
げ
に
伏
せ
貝
ひ
と
つ
柴
屋
寺

⑨
２

３

６

・
４

０

３

158

冬

雪
女
郎
の
よ
り
そ
ふ
夜
半
や
丁
子
は
づ

159

冬

１

２

５

石
の
法
衣
に
山
茶
花
ち
り
ぬ
地
藏
尊

石
の
こ
ろ
も
に
山
茶
花
ち
り
ぬ
地
蔵
尊

⑨
４

０

２

160

季
語
な
し

遠
つ
あ
ふ
み
風
吹
き
ぬ
け
て
雲
の
波

161

秋

５

０

月
は
す
は
無
間
に
落
ち
て
風
の
音

月
は
す
は
奈
落
に
お
ち
て
風
の
音

⑩
３

８

３

162

秋

５

７

山
姥
に
蹴
ら
れ
て
出
た
り
峰
の
月

山
姥
に
蹴
ら
れ
て
で
た
り
峰
の
月

⑨
４

０

２

163

冬

９

９

狸
な
く
夜
を
夢
に
笑
ふ
か
惠
心
堂

狸
な
く
夜
を
夢
に
笑
ふ
か
恵
心
堂

⑨
４

０

２

⑫
７

３

⑭
藁
科
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四
　
幻
の
中
勘
助
直
筆
句
稿
「
鶴
」
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
中
勘
助
に
は
俳
句
集
が
編
ま
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
本
人
自
筆
の
俳
句
集
が
存
在
す
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
俳
句
集
は
た
っ
た
一
冊
で
、
勘
助
が
そ
れ
ま
で
に
詠
ん
だ
俳
句
の

中
か
ら
自
選
し
た
も
の
で
あ
る
。
俳
句
集
と
い
っ
て
も
、
き
ち
ん
と
し
た
本
の

体
裁
を
整
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
（
詩
華
集
）、
句

稿
と
言
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
俳
句
集
を
保
管
し
て
い
た
の
は
塩
田
章
氏
の
遺
族
で
あ
っ
た
。

　

塩
田
氏
は
「
中
勘
助
文
学
」
の
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
の
一
人
で
あ
っ
た
。
明
治

四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
生
ま
れ
。
勘
助
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
の

生
ま
れ
だ
か
ら
、
二
人
の
年
の
差
は
二
十
五
も
あ
っ
た
。
東
北
の
福
島
県
出
身

の
塩
田
氏
は
実
直
な
顔
立
ち
を
し
て
お
り
、
少
し
も
飾
る
と
こ
ろ
の
な
い
、
天

衣
無
縫
の
人
で
あ
っ
た
。
無
教
会
的
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
特
定
の
教
派
に
属

さ
な
い
独
立
自
給
の
伝
道
者
で
あ
っ
た
。
塩
田
氏
は
こ
よ
な
く
詩
歌
を
愛
し
、

詩
を
つ
く
り
俳
句
を
嗜
み
、
仲
間
た
ち
と
小
さ
な
句
会
を
立
ち
上
げ
て
活
躍
し

て
い
た
。
勘
助
は
自
分
の
懐
に
飛
び
込
ん
で
き
た
塩
田
氏
を
快
く
受
け
容
れ
て

い
る
。
そ
の
証
拠
が
勘
助
が
と
っ
た
行
動
だ
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
九

月
に
勘
助
が
初
め
て
塩
田
家
を
訪
問
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
フ
ァ
ン

が
勘
助
の
住
居
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
は
度
々
あ
っ
た
が
、
本
人
が
フ
ァ
ン
の
家

を
訪
問
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
塩
田
氏
の
家
は
、
多
摩
川
の
中
流
の
狛
江
に

あ
っ
た
。
狛
江
の
農
家
の
納
屋
を
借
り
て
、
こ
こ
を
仮
り
の
住
ま
い
と
し
て
い

た
。
竹
藪
の
隣
に
あ
っ
た
の
で
塩
田
氏
は
こ
の
家
を
「
雀
の
お
宿
」
と
称
し
て

い
た
。
こ
こ
に
塩
田
氏
は
妻
子
と
五
人
で
暮
ら
し
て
い
た
。
貧
し
い
暮
ら
し
ぶ

り
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
そ
れ
ま
で
勘
助
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
家

族
の
温
か
な
団
欒
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
勘
助
は
塩
田
家
の
団
欒
の
一
員
に
加

え
て
も
ら
い
、
い
つ
し
か
、
二
人
は
俳
句
の
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
俳
句

に
寄
せ
る
塩
田
氏
の
熱
い
想
い
に
耳
を
傾
け
、
彼
が
詠
ん
だ
俳
句
に
接
し
て
い

る
う
ち
に
次
第
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

後
に
、
二
人
は
互
い
に
俳
句
作
品
を
披
露
し
合
う
よ
う
に
な
る
。
手
紙
に
添

え
ら
れ
た
二
人
の
俳
句
を
読
む
と
、
相
問
歌
の
よ
う
に
思
え
て
く
る
。

囀
り
や
雀
の
宿
の
宝
子
ら

　

春
の
季
語
「
囀
り
」
を
用
い
て
、
勘
助
が
塩
田
氏
に
賜
っ
た
挨
拶
句
で
あ

る
。
塩
田
氏
は
子
宝
に
恵
ま
れ
、
貧
し
い
な
が
ら
も
家
族
は
仲
睦
ま
じ
く
、
子

ど
も
た
ち
の
声
は
小
鳥
の
囀
の
よ
う
に
い
つ
も
賑
や
か
で
あ
っ
た
。
勘
助
は
塩

田
家
（「
雀
の
お
宿
」）
を
訪
ね
、
子
ど
も
た
ち
と
も
楽
し
そ
う
に
語
ら
い
、
童

心
に
か
え
っ
て
遊
ん
だ
。
右
の
句
か
ら
は
勘
助
が
塩
田
氏
の
子
ど
も
た
ち
と
の

温
か
な
交
流
の
様
子
が
読
者
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

と
こ
ろ
で
中
勘
助
直
筆
句
稿
の
題
名
は
「
鶴
」。「
鶴
」
に
は
百
六
十
三
句
あ

ま
り
の
俳
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
勘
助
が
ペ
ン
を
手
に
し
て
白
紙
の
紙
片
に

一
句
々
々
を
几
帳
面
に
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
句
集
を
手
に
し
た

時
、
新
堀
は
抑
え
き
れ
な
い
感
動
を
覚
え
た
。

　

こ
と
の
経
緯
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

新
堀
の
妹
が
埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
に
住
ん
で
い
て
、
塩
田
章
氏
の
遺
族
と

親
し
い
間
柄
に
あ
る
。
塩
田
章
氏
と
そ
の
妻
玉
は
七
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
た
。

上
か
ら
、
順
（
す
な
お
）、
睦
（
む
つ
み
）、
惠
（
め
ぐ
み
）、
希
（
の
ぞ
み
）、

泉
（
い
ず
み
）、
は
る
か
、
永
（
ひ
さ
し
）
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
賑
や
か
な
「
雀

の
お
宿
」
で
あ
っ
た
。「
雀
の
お
宿
」
が
狛
江
に
あ
っ
た
時
代
か
ら
勘
助
は
塩
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田
家
の
子
ど
も
た
ち
を
実
の
孫
の
よ
う
に
温
か
な
眼
差
し
で
見
守
っ
て
き
た
。

戦
後
、
塩
田
家
族
は
越
生
町
に
移
り
住
む
。
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
秋

に
第
四
子
が
誕
生
す
る
と
塩
田
氏
は
「
希
」
と
命
名
し
た
。
同
年
十
月
に
勘
助

は
次
の
よ
う
な
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

「
お
芽
出
た
う
、
の
ぞ
み
さ
ん
も
い
い
で
す
ね
。
す
な
お
さ
ん
、
む
つ
み
さ
ん
、

め
ぐ
み
さ
ん
、
の
ぞ
み
さ
ん
さ
て
次
は
何
さ
ん
に
な
さ
り
ま
す
か
。」

　

新
堀
の
妹
は
塩
田
章
氏
長
男
の
故
睦
氏
の
家
族
と
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
会
で
親

し
く
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
新
堀
は
妹
を
通
し
て
塩
田
家
の
様
子
を
伝
え
聞

い
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
〇
二
〇
年
八
月
末
に
新
堀
は
妹
と
一
緒
に
塩
田
章
氏

長
女
の
北
村
順
氏
に
お
会
い
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
順
氏
は
越
生
町
の
近

く
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
。
両
親
の
信
仰
を
継
承
し
て
ご
自
身
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

で
あ
り
、
夫
は
聖
公
会
の
牧
師
を
し
て
い
た
。
父
親
の
影
響
を
受
け
て
俳
句
を

趣
味
と
し
て
お
り
、
俳
人
の
大
野
林
火
（
お
お
の　

り
ん
か
）
か
ら
指
導
を
受

け
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
日
は
、
勘
助
の
想
い
出
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
。
話
が
俳
句
に
及
ぶ
と
順
氏
は
勘
助
か
ら
お
宿
に
贈
ら
れ
た
と
い
う
俳

句
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

み
な
か
み
は
鶴
の
乙
女
か
流
れ
芹

　

こ
の
句
は
勘
助
が
越
生
の
塩
田
家
を
訪
ね
た
際
に
、
当
時
、
中
学
生
だ
っ
た

順
氏
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
五
、
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
越
生
の

町
の
外
れ
を
越
辺
川
（
お
っ
ぺ
が
わ
）
と
い
う
清
流
が
流
れ
て
い
る
。
越
辺
川

の
岸
辺
を
散
策
し
て
帰
っ
て
き
た
勘
助
は
短
冊
に
こ
の
句
を
書
い
て
順
氏
へ
の

挨
拶
句
と
し
て
贈
っ
た
。

　

も
と
も
と
、
こ
の
句
は
昭
和
二
十
一
年
の
早
春
に
服
織
村
を
流
れ
る
藁
科
川

を
散
策
し
た
際
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
原
句
は
〈
み
な
か
み
は
鶴
の
乙
女
か

流
れ
芹
〉
で
あ
っ
た
。
勘
助
は
過
去
に
詠
ん
だ
俳
句
に
手
を
加
え
、
折
に
触
れ
て

挨
拶
句
や
贈
答
句
と
す
る
こ
と
を
楽
し
み
の
一
つ
と
し
て
い
た
。
順
氏
が
こ
の

句
は
自
分
の
た
め
に
詠
ま
れ
、
贈
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
と
し
て
も
少

し
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
思
い
、
信
じ
こ
ま
せ
て
し
ま
う
の
も
勘

助
俳
句
の
魅
力
で
あ
る
。
な
お
、
順
氏
も
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
俳
句
を
読
ん

で
い
る
。
そ
の
中
か
ら
「
父
を
偲
ん
で
」
と
前
書
き
し
た
一
句
を
紹
介
し
た
い
。

貧
と
詩
と
父
の
生
涯
葛
湯
吹
く

　

貧
し
さ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
文
学
を
愛
し
、
詩
心
を
失
わ
な
か
っ
た
父
（
章
）

を
偲
ん
だ
句
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
次
の
句
を
。

人
生
の
山
場
ま
だ
あ
り
落
葉
踏
む

　
「
葛
湯
」
も
落
葉
も
季
語
は
冬
で
あ
る
。
父
と
自
分
自
身
の
来
し
方
を
詠
ん

だ
句
は
し
み
じ
み
と
し
て
い
て
味
わ
い
深
い
。

　

順
氏
に
お
会
い
し
て
か
ら
二
ヵ
月
後
の
こ
と
、
あ
る
日
、
突
然
一
冊
の
手
製

の
句
集
（
複
写
）
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
、
勘
助
自
筆
の
句
集
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
句
集
が
勘
助
か
ら
塩
田
章
氏
に
贈
ら
れ
た
の
は
、
彼
が
ボ
ル
ネ
オ
か
ら

帰
還
し
た
翌
年
の
昭
和
二
十
二
年
頃
か
と
思
わ
れ
る
。
心
配
し
て
い
た
塩
田
氏

の
帰
還
を
祝
っ
て
、
そ
れ
ま
で
書
き
た
め
て
い
た
俳
句
の
中
か
ら
自
選
し
た
作

品
を
手
製
の
句
集
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
句
集
を
手
に
し
た
塩
田
氏
が
喜
ん
だ
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こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
習
作
と
は
い
え
、
勘
助
の
上
達
ぶ
り
に
は
目
を
瞠

る
も
の
が
あ
っ
た
。
句
集
に
は
、
ま
だ
、
題
目
が
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

稲
森
道
三
郎
氏
が
中
勘
助
を
鳥
に
た
と
え
て
「
丹
頂
鶴
」
と
呼
ん
で
い
た
よ
う

に
、
孤
高
の
文
学
者
（
詩
人
）
の
勘
助
に
は
「
鶴
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
合
っ

た
。

　

句
集
に
も
鶴
を
詠
ん
だ
一
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

鶴
か
う
か
う
と
夢
を
横
ぎ
れ
り
今
朝
の
秋

　

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
十
日
に
知
人
に
宛
ら
れ
た
手
紙
に
添
え

ら
れ
た
一
句
で
あ
る
。
こ
の
句
は
随
筆
（
日
録
）『
羽
鳥
』
の
中
で
は
〈
鶴
か

う
か
う
と
夢
を
横
ぎ
れ
り
け
さ
の
秋

0

0

0

0

〉（
傍
点
筆
者
）
と
な
っ
て
い
る
。
季
語

は
初
秋
で
は
あ
る
が
、
折
に
触
れ
て
知
人
、
友
人
へ
の
挨
拶
句
と
す
る
の
が
勘

助
の
特
色
で
あ
る
。

五 

　
塩
田
章
氏
旧
蔵
の
中
勘
助
直
筆
句
稿
「
鶴
」
解
題
（
新
堀

邦
司
氏
に
よ
る
）

牡
丹
い
け
て
夏
の
雲
わ
く
伏
屋
か
な

　
「
鶴
」
の
巻
頭
を
飾
る
の
は
「
牡
丹
」
を
詠
ん
だ
初
夏
の
句
で
あ
る
。
こ
の

句
が
詠
ま
れ
た
の
は
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
五
月
十
五
日
。
執
筆
活
動

に
忙
し
く
、
家
に
籠
り
き
り
だ
っ
た
勘
助
は
ひ
さ
し
ぶ
り
に
外
に
出
て
藁
科
川

の
近
く
を
散
策
し
た
。
芽
吹
い
た
ば
か
り
の
木
々
が
眩
し
か
っ
た
。
五
月
の
空

に
浮
か
ぶ
雲
は
早
く
も
夏
め
い
て
い
た
。

　

帰
宅
す
る
と
訪
問
客
の
姿
が
あ
っ
た
。
稲
森
道
三
郎
氏
で
あ
っ
た
。
稲
森
氏

は
手
土
産
に
季
節
の
花
牡
丹
を
二
輪
、
そ
れ
に
蕨
、
山
う
ど
の
精
進
揚
げ
、
わ

さ
び
漬
け
を
持
っ
て
き
て
い
た
。
勘
助
は
こ
れ
ら
の
土
産
を
喜
ん
で
受
け
と
っ

た
。
こ
の
時
、
松
尾
芭
蕉
の
〈
雪
間
よ
り
う
す
紫
の
芽
う
ど
か
な
〉
と
い
う
句

を
思
い
出
し
て
稲
森
氏
に
聞
か
せ
て
い
る
。
早
々
に
帰
ろ
う
と
す
る
稲
森
氏
を

引
き
と
め
、
夫
人
の
和
と
共
に
三
人
で
食
卓
を
囲
ん
だ
。
実
の
家
族
の
よ
う
な

温
か
な
夕
食
の
一
時
で
あ
っ
た
。

　

稲
森
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
美
し
い
牡
丹
の
花
を
活
け
て
詠
ん
だ
の
が
こ
の
掲
出

句
で
あ
る
。
勘
助
は
つ
づ
け
て
次
の
句
を
詠
ん
で
い
る
。

し
づ
が
や
に
貴
妃
お
と
づ
れ
し
牡
丹
か
な

ぼ
た
ん
ち
れ
真
昼
の
夢
の
し
ろ
た
へ
に

良
寛
の
庵
は
う
ど
の
薫
り
し
て

こ
ち
吹
く
な
老
い
は
冷
た
し
野
蒜
つ
み

　

稲
森
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
山
う
ど
の
精
進
揚
を
前
に
し
て
俳
聖
松
尾
芭
蕉
を

想
っ
た
り
、
自
ら
の
住
ま
い
を
良
寛
の
庵
（「
五
合
庵
」）
に
準な
ぞ
らえ

て
、「
牛
ぎ
ゅ
う

鳴め
い

庵あ
ん

」
と
名
付
け
た
り
し
て
、
勘
助
は
詩
歌
の
世
界
に
遊
ん
で
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
、「
鶴
」
句
稿
に
収
め
ら
れ
た
俳
句
の
中
か
ら
代
表
句
を
選
び
、

ジ
ャ
ン
ル
別
に
解
題
を
し
て
い
き
た
い
。

（
一
）　

詩
歌
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
万
葉
調
の
作
品

夕
月
や
も
ら
ひ
湯
に
く
る
春
日
巫
女
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俳
句
を
作
り
は
じ
め
て
間
も
な
い
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
八
月
に
詠
ん

だ
句
で
あ
る
。

　

勘
助
が
奈
良
東
大
寺
の
三
月
堂
に
仮
寓
し
た
の
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

四
月
の
こ
と
。
春
爛
漫
の
古
都
に
滞
在
し
て
歴
史
と
古
典
の
学
び
、
文
学
的
素

養
を
培
っ
た
。
こ
の
時
、
勘
助
は
三
十
四
歳
。
和
辻
哲
郎
の
『
古
寺
巡
礼
』
に

「
Ｎ
君
の
話
」
と
し
て
勘
助
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
二
十
六
年
後
の
昭
和
十
九
年
の
八
月
に
な
っ
て
、
当
時
を
懐
古
し

て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
私
は
奈
良
の
三
月
堂
の
そ
ば
に
仮
寓
し
て
一
日
は
下
調
べ
、
次
の
日
は
休
養

を
か
ね
て
博
文
館
へ
と
い
ふ
や
う
な
し
か
た
で
く
ら
し
た
数
十
日
は
私
に
非
常

に
大
き
な
も
の
を
齎
（
も
た
ら
）
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
は
じ
め
て
身
を

も
っ
て
接
す
る
古
代
の
文
化
に
圧
倒
さ
れ
て
文
筆
の
う
へ
に
は
何
も
残
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
や
う
や
く
今
日
に
な
っ
て
そ
の
昔
こ
の
胸
の
花
園

に
こ
ぼ
れ
た
千
古
の
種
子
が
思
ひ
も
か
け
ず
忽
然
と
詩
歌
の
小
さ
な
華
を
咲
か

せ
た
。
今
が
は
じ
め
の
花
で
あ
る
。」（「
樟
ヶ
谷
」）

　

若
き
日
に
蒔
か
れ
た
詩
歌
の
種
は
長
い
歳
月
を
経
て
芽
を
吹
き
、
美
し
い
花

を
咲
か
せ
た
の
で
あ
る
。
古
都
で
過
ご
し
た
日
々
を
懐
古
し
た
俳
句
は
万
葉
調

の
色
彩
を
帯
び
て
い
て
、
古
代
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
日
に
詠
ま
れ

た
俳
句
は
全
部
で
八
句
。
習
作
と
は
い
え
完
成
度
が
高
い
。

　

掲
出
句
は
「
夕
月
や
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
句
は
「
ゆ
う
月
や
」
と
な
っ

て
い
る
。
詩
歌
の
世
界
で
は
「
月
」
は
秋
を
代
表
す
る
「
天
文
」
と
さ
れ
て
い

る
。「
夕
月
」、「
も
ら
ひ
湯
」、
そ
れ
に
春
日
大
社
に
仕
え
る
「
巫
女
」
を
一
句

の
中
に
収
め
て
美
し
い
世
界
を
創
作
し
て
い
る
。
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
回
想
句
で

あ
る
。

　

他
の
回
想
句
も
古
典
的
で
味
わ
い
深
い
。

さ
す
ら
ふ
や
恋
に
も
古
き
奈
良
の
京

袖
ふ
る
は
藤
の
花
か
や
奈
良
の
京

を
だ
ま
き
の
三
輪
に
は
ひ
め
し
恋
の
酒

三
句
目
は
三
輪
山
を
詠
ん
だ
も
の
。
三
輪
山
は
山
そ
の
も
の
が
神
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
る
。
古
来
か
ら
酒
は
神
に
献
げ
る
神
聖
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
三

輪
山
（
大
神
神
社
）
は
酒
の
神
様
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
新
酒
の
季
節
に
な
る

と
、
三
輪
山
の
ご
神
木
で
作
ら
れ
た
「
杉
玉
」
が
全
国
の
酒
造
所
に
送
ら
れ
る
。

「
三
諸
杉
」（
み
む
ろ
す
ぎ
）
を
は
じ
め
と
す
る
名
酒
は
評
判
が
高
く
多
く
の
人

か
ら
愛
飲
さ
れ
て
い
る
。
勘
助
も
こ
の
酒
に
酔
い
、
古
代
の
美
女
を
想
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
上
五
の
「
を
だ
ま
き
」（
苧
環
）
は
春
の
花
で
あ
る
。
キ
ン
ポ
ウ

ゲ
科
の
多
年
草
の
花
で
、
晩
春
に
う
つ
む
き
か
げ
ん
に
咲
く
青
紫
の
花
が
お
く

ゆ
か
し
く
、
詩
心
を
誘
う
。

夢
殿
を
花
に
埋
め
よ
飛
鳥
風

　

こ
の
句
も
万
葉
調
の
作
品
で
あ
る
。
声
を
出
し
て
読
ん
で
み
る
と
調
べ
の
良

さ
が
わ
か
る
。
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
法
隆
寺
と
満
開
の
桜
を
詠
ん
だ
も
の
。

「
夢
」「
花
」「
飛
鳥
風
」
と
詩
の
題
材
を
揃
え
た
「
三
位
一
体
」
の
句
で
あ
る
。

懐
想
と
い
う
よ
り
も
美
し
い
幻
想
句
。
幻
想
の
世
界
に
遊
ぶ
勘
助
俳
句
の
傑
作

と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。（「
羽
鳥
」
に
収
録
）

　

同
じ
よ
う
な
句
に
、

鹿
な
い
て
月
に
遊
ぶ
や
東
大
寺
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が
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
京
都
の
春
を
詠
ん
だ
句
に
、

友
禅
や
祇
園
桜
の
夕
ま
ぐ
れ

が
あ
る
。
春
に
訪
れ
た
京
都
を
懐
古
し
た
作
品
で
あ
る
。

（
二
）　

転
地
療
養
時
代
（
修
行
時
代
）
俳
句

　

若
き
日
の
勘
助
は
、
療
養
地
や
小
説
の
構
想
を
練
る
目
的
で
寺
院
や
神
社
に

籠
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
は
北
信
濃
の
安
養
寺
や
野
尻
湖
の
琵
琶
島

の
宇
賀
神
社
の
社
務
所
に
籠
っ
て
独
り
静
か
に
身
を
癒
し
作
品
の
構
想
を
練
っ

た
。
翌
年
も
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
琵
琶
島
に
籠
り
、
帰
京
後
は
上
野
寛
永
寺
山

内
の
真
如
院
に
、
三
年
後
（
大
正
三
年
）
に
は
比
叡
山
横
川
の
恵
心
堂
に
仮
寓

し
て
い
る
。

比
良
比
叡
若
葉
影
さ
す
鳰に
お

の
海

　

勘
助
が
横
川
の
恵
心
堂
に
仮
寓
し
た
の
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
六
月
、

三
十
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
『
銀
の
匙
』
の
後
編
（
原
題
『
つ
む
じ
ま
が

り
』）
を
書
い
て
い
る
。

　

当
時
を
回
想
し
て
『
樟
ヶ
谷
』
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
三
十
の
と
き
で
あ
る
。
横
川
へ
は
草
刈
り
の
ほ
か
誰
も
こ
な
か
っ
た
し
、
恵

心
堂
に
は
寺
男
の
爺
さ
ん
の
ほ
か
に
は
人
が
ゐ
な
か
っ
た
。
そ
の
爺
さ
ん
も
山

を
お
り
た
。
あ
る
日
の
散
歩
の
帰
り
門
ま
で
私
を
導
い
た
道
し
る
べ
を
懐
か
し

ん
だ
。
彼
女
は
怖
い
け
れ
ど
も
美
し
い
。」

　

勘
助
を
恵
心
堂
の
門
ま
で
導
い
て
く
れ
た
の
は
斑は
ん

猫み
ょ
うで

あ
っ
た
。
き
れ
い
な

昆
虫
で
あ
る
。
童
心
に
返
っ
て
斑
猫
と
遊
ぶ
勘
助
。〈
斑
猫
と
つ
れ
だ
ち
帰
る

恵
心
堂
〉
と
の
句
を
残
し
て
い
る
。

　
「
比
良
比
叡
」
の
句
の
季
語
は
「
若
葉
」
で
夏
。
下
五
の
「
鳰
の
海
」
は
琵

琶
湖
の
別
称
。「
鳰
」
は
水
鳥
の
「
か
い
つ
ぶ
り
」
の
こ
と
。「
か
い
つ
ぶ
り
」

は
留
鳥
で
湖
や
沼
な
ど
に
棲
む
。
琵
琶
湖
は
夏
冬
を
問
わ
ず
水
鳥
の
姿
が
見
ら

れ
る
が
、「
か
い
つ
ぶ
り
」
が
多
い
こ
と
か
ら
「
鳰
の
海
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

青
葉
若
葉
に
輝
く
山
の
上
か
ら
遙
か
な
琵
琶
湖
を
眺
め
な
が
ら
勘
助
は
詩
心
を

大
い
に
養
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
句
集
に
は
、

若
葉
し
て
比
叡
い
つ
ぱ
い
日
の
光

湖
に
鐘
つ
き
落
と
す
比
叡
の
寺

比
叡
の
峰
風
吹
き
あ
げ
し
二
日
月

な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
三
句
目
の
「
二
日
月
」
は
秋
の
季
語
で
あ
る
。

鹿
な
く
や
奈
良
の
若
葉
の
う
す
月
夜

　

奈
良
の
若
葉
を
詠
ん
だ
俳
句
は
な
か
な
か
趣
が
あ
る
。
寛
永
寺
の
真
如
院
で

の
想
い
出
と
し
て
詠
ん
だ
句
に
は
修
行
時
代
を
想
わ
せ
る
静
か
な
調
べ
が
あ
る
。

独
り
碁
や
笹
に
粉
雪
つ
も
る
日
に

　

各
地
の
寺
に
籠
っ
て
詠
ん
だ
俳
句
は
数
多
く
あ
っ
た
が
、
何
故
か
「
鶴
」
に
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は
こ
れ
ら
の
俳
句
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

療
養
と
い
え
ば
、
比
叡
山
に
籠
る
一
ヵ
月
前
に
長
野
県
の
軽
井
沢
（
追
分
）

で
過
ご
し
て
い
る
。

浅
間
は
煙
蓼
科
は
雲
鳥
わ
た
る

「
鳥
わ
た
る
」（
鳥
渡
る
）
は
秋
の
季
語
。
こ
の
句
が
は
じ
め
て
書
か
れ
た
『
樟
ヶ

谷
』
に
は
〈
浅
間
は
け
む
り

0

0

0

蓼
科
は
雲
鳥
わ
た
る
〉（
傍
点
筆
者
）
と
な
っ
て

い
る
。
同
じ
く
、
軽
井
沢
で
の
詠
に
、

吹
き
な
び
け
浅
間
の
野
草
秋
の
風

が
あ
る
。

（
三
）　

静
岡
の
田
園
生
活
を
詠
ん
だ
俳
句
。

　

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
の
十
月
か
ら
静
岡
県
安
倍
郡
服
織
村
で
四
年
半

に
わ
た
る
田
園
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
。
戦
時
下
と
は
い
え
、
東
京
を
遠
く
離
れ

た
服
織
村
に
は
静
か
な
時
間
が
流
れ
て
い
た
。

　

勘
助
は
和
と
共
に
豊
か
な
自
然
に
親
し
み
、
村
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め

た
。
田
舎
生
活
に
慣
れ
る
と
野
菜
作
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。
家
の
す
ぐ

前
に
杓
子
菜
の
畑
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
自
ら
の
住
居
を
「
杓
し
ゃ
く

子し

庵
」
と
名
付
け
、

俳
号
を
「
杓
子
」
と
し
た
。

　

勘
助
の
俳
句
は
、
こ
う
し
た
心
安
ら
ぐ
暮
ら
し
の
中
か
ら
創
り
出
さ
れ
て

い
っ
た
。

ひ
と
つ
家
の
ひ
と
つ
砧
に
月
一
つ

　

杓
子
庵
で
の
詠
。「
ひ
と
つ
」（
一
つ
）
と
い
う
語
を
三
つ
使
っ
た
句
の
リ
ズ

ム
感
が
心
地
よ
い
。
秋
の
夜
、
遠
く
の
農
家
か
ら
藁
砧
を
叩
く
音
が
聞
こ
え
て

き
た
。
外
に
出
て
み
る
と
清
ら
か
な
月
が
杓
子
庵
を
照
ら
し
て
い
た
。
秋
の
夜

の
光
景
を
と
ら
え
た
み
ご
と
な
一
句
。
さ
な
が
ら
一
篇
の
詩
の
よ
う
で
あ
る
。

西
吹
く
な
老
い
に
つ
め
た
き
の
び
る
つ
み

　

早
春
に
吹
く
東
風
（
こ
ち
）
は
温
か
で
、
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
そ

れ
に
比
べ
て
西
風
は
春
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
に
冷
た
く
吹
き
荒
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
冬
の
間
、
杓
子
庵
に
閉
じ
籠
り
だ
っ
た
勘
助
は
春
の
訪
れ
を
喜
ん
で
戸
外

に
出
て
は
み
た
も
の
の
、
こ
の
日
は
冷
た
い
西
風
の
吹
く
日
だ
っ
た
。
楽
し
み

に
し
て
い
た
、
藁
科
川
原
で
の
野
蒜
摘
み
も
早
々
に
切
り
あ
げ
て
帰
路
に
つ
い

た
よ
う
だ
。
上
五
の
「
西
吹
く
な
」
か
ら
、
残
念
そ
う
な
気
持
が
伺
え
る
。（「
野

蒜
摘
み
」
は
春
の
季
語
）

み
な
か
み
は
鶴
の
乙
女
か
流
れ
芹

　

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四
月
二
日
の
詠
。

　

前
の
句
と
は
違
っ
て
、
こ
の
日
は
山
間
に
ほ
ん
の
り
と
霧
が
た
ち
こ
め
る
暖

か
な
日
で
あ
っ
た
。

　

勘
助
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
藁
科
川
の
峡
に
は
茶
釡
の
蓋
を
と
っ
た
や
う
に
蒸
気
が
た
ち
こ
め
て
ぐ
る
り

の
山
山
が
ほ
ん
の
り
と
霞
ん
で
ゐ
る
。
そ
の
な
か
を
網
み
た
い
に
清
ら
か
に
流
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れ
る
水
。」（『
羽
鳥
（
二
）』）

　

藁
科
川
の
清
流
に
沿
っ
て
散
策
し
て
い
る
と
、
上
流
か
ら
芹
の
葉
が
流
れ
て

き
た
。
芹
摘
み
を
し
て
い
た
誰
か
の
手
か
ら
零
れ
落
ち
た
も
の
な
の
だ
ろ
う

か
。
乙
女
が
落
と
し
た
芹
に
ち
が
い
な
い
。
勘
助
ら
し
い
想
像
で
あ
る
。
春
の

温
か
さ
が
そ
う
し
た
想
像
を
も
た
ら
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
芹
」
は
春
の

季
語
。
早
春
に
ふ
さ
わ
し
い
一
句
で
あ
る
。

　

藁
科
川
を
詠
ん
だ
俳
句
に
次
の
俳
句
が
あ
る
。

わ
ら
し
な
や
夢
を
流
し
て
石
の
音

　

こ
の
句
に
は
季
語
は
な
い
が
、
春
を
想
わ
せ
る
一
句
で
あ
る
。

短
日
の
芋
を
洗
う
て
く
れ
に
け
り

農
鳥
に
勇
や
田
子
の
粟
田
ま
き

山
家
し
ぐ
れ
て
け
ず
る
牛
蒡
の
か
お
る
か
な

な
ど
の
句
も
こ
の
時
代
の
勘
助
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
よ
く
物
語
っ
て
い
て
興
味
深

い
。

（
四
）　

愛
す
る
人
た
ち
へ
の
追
悼
。
生
死
を
見
つ
め
た
俳
句
。

亡
き
人
の
か
た
み
の
珊
瑚
春
浅
し

　

勘
助
は
父
、
母
を
は
じ
め
と
し
て
肉
親
や
愛
す
る
人
た
ち
の
死
に
何
度
も

遭
っ
て
き
た
。

　

と
り
わ
け
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
は
生
涯
で
最
も
悲
し
い
年
で
は
な

か
っ
た
か
。

　

こ
の
年
の
四
月
に
兄
嫁
の
末
子
を
、
七
月
に
は
長
年
わ
が
娘
の
よ
う
に
愛
情

を
注
い
で
き
た
親
友
・
江
木
定
男
の
長
女
妙
子
を
、
さ
ら
に
は
十
月
に
は
兄
の

金
一
を
喪
っ
て
い
る
。
深
い
悲
し
み
の
う
ち
に
『
蜜
蜂
』『
妙
子
へ
の
手
紙
』

を
書
い
て
い
る
。『
蜜
蜂
』
は
中
家
の
重
荷
を
背
負
っ
て
い
る
蜜
蜂
の
よ
う
に

働
き
つ
づ
け
た
末
子
の
死
を
悼
ん
で
書
き
著
し
た
作
品
で
あ
る
。

　

提
出
句
の
「
珊
瑚
」
は
亡
く
な
っ
た
女
性
が
大
切
に
し
て
い
た
簪
の
こ
と
か

と
思
わ
れ
る
。
下
五
の
「
春
浅
し
」
か
ら
、
冷
え
冷
え
と
し
た
寂
寥
感
が
伝
わ
っ

て
こ
よ
う
。

　
「
鶴
」
句
集
に
は
親
し
い
人
た
ち
の
死
を
悼
ん
だ
句
が
た
く
さ
ん
収
め
ら
れ

て
い
る
。

亡
き
母
が
添
乳
に
く
る
花
き
り
ぎ
り
す

み
う
ち
み
な
佛
に
な
り
ぬ
草
の
市

こ
け
し
に
は
親
兄
弟
も
な
か
り
け
り

　

そ
し
て
、
後
に
残
さ
れ
た
者
の
寂
し
い
心
境
を
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

星
満
天
雲
の
ゆ
く
べ
き
道
も
な
し

ま
た
ひ
と
り
ど
こ
へ
行
く
ら
ん
秋
の
道

人
の
世
を
し
ぐ
れ
て
や
れ
し
旅
の
笠
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六
　 

塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
「
鶴
」
解
題 

（
木
内
に
よ
る
）

　

表
１

中
の
六
葉
目
１

３

３

番
目
の
句
「
う
た
て
世
に
生
死
一
重
の
紙
芝
居
」

に
つ
い
て
解
説
す
る
。
こ
の
句
に
は
季
語
は
な
い
。

　

こ
の
句
は
前
出
先
行
論
文
、
①
稲
森
道
三
郎
「
五 

年
譜
│
服
織
の
四
年
半

│
」『
服
織
の
中
勘
助
』（
私
家
版
、
一
九
五
六
・
一
二
）
に
よ
る
と
、
一
九
四

八
年
一
月
に
創
作
さ
れ
『
自
由
詩
人
』〈
一
九
四
八
年
一
二
月
号
に
寄
稿
さ
れ

た
「
詩
二
つ
」
の
一
方
「
こ
ま
」
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
詩
の
背

景
と
し
て
稲
森
家
の
正
月
に
同
年
一
月
三
日
に
呼
ば
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り

つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
日
記
体
随
筆
「
羽
鳥
」
よ
り
分
か
る
。
単
行
本
『
白
鳥
の

話
』
に
も
掲
載
さ
れ
た
。

障
子
ひ
と
へ
の
あ
の
世
と
こ
の
世
（
傍
線
筆
者
）

こ
ま
を
ま
は
せ
や
夢
の
ま
に

西
瓜
ま
は
れ
ば
蜜
柑
も
ま
は
る

ま
は
る
は
ず
だ
よ
独
楽
ぢ
や
も
の

茄
子
は
む
ら
さ
き
赤
と
ん
が
ら
し

き
い
な
瓢
箪
み
そ
を
す
る

さ
つ
さ　

す
ゐ
か　

す
ゐ
か

昭
和
二
三
、
一
、
一
四

　

当
該
句
「
う
た
て
世
に
生
死
一
重
の
紙
芝
居
」
の
第
二
句
「
生
死
一
重
の
」

が
「
障
子
ひ
と
へ
の
」
の
発
想
に
繋
が
っ
た
こ
と
は
言
葉
の
音
を
重
視
し
た
詩

人
中
勘
助
の
特
質
を
考
え
る
と
当
然
と
言
え
よ
う
。
次
に
第
一
句
「
う
た
て
世
」

第
三
句
「
紙
芝
居
」
に
つ
い
て
詩
と
の
関
連
を
確
認
す
る
と
角
川
書
店
版
『
中

勘
助
全
集
』〈
第
一
一
巻
〉
収
録
の
詩
「
紙
芝
居
」
が
浮
か
び
上
が
る
。

節
季
し
は
す
の
寒
空
に

向
う
横
町
の
風
蔭
で

つ
ひ
ぞ
み
か
け
ぬ
飴
屋
さ
ん

子
供
あ
つ
め
て
紙
芝
居

あ
り
や
ー　

じ
ん
じ
ん

ヤ
ツ
と
一
枚
ひ
き
ぬ
け
ば

三
三
九
度
の
場
は
き
え
て

あ
ん
ど
ん
あ
け
る
猫
の
怪

う
き
世
さ
ま
ざ
ま
裏
店
に

親
子
い
く
た
り
日
ぐ
ら
し
の

く
ふ
と
く
は
ぬ
は
う
ら
表

た
だ
一
枚
の
紙
芝
居

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日

（
傍
線
筆
者
）

　

以
上
よ
り
、
中
勘
助
が
「
う
た
て
世
に
生
死
一
重
の
紙
芝
居
」
の
句
を
中
心

に
詩
を
創
作
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
こ
ま
」
に
お
い
て
は
音
の
点
、

「
紙
芝
居
」
で
は
「
う
た
て
世
」「
紙
芝
居
」
の
象
徴
及
び
イ
メ
ー
ジ
の
点
で
中

勘
助
に
と
っ
て
句
作
は
詩
作
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
前

出
先
行
論
文
④
村
山
古
郷
「
中
勘
助
の
俳
句
」『
文
人
の
俳
句
』（
桜
楓
社
、
一

九
六
五
）
及
び
⑥
清
見
北
斗
「
中
勘
助
」〈
鑑
賞
・
文
人
の
俳
句
・
10
〉『
ゆ
く

春
』〈
七
〇
・
四
〉（
一
九
九
七
・
四
）
の
指
摘
で
あ
る
、
夏
目
漱
石
の
影
響
を
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考
慮
に
入
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
中
勘
助
は
一
高
に
続
き
、
東
京
帝
国
大
学
英
文

科
に
お
い
て
、
漱
石
の
「
文
学
論
」
授
業
を
受
講
し
た
学
生
で
あ
っ
た
。
漱
石

の
「
文
学
論
」
の
冒
頭
（
第
一
編
第
一
章
は
「
文
学
的
内
容
の
形
式
（
Ｆ
＋
ｆ
）」

（
Ｆ
は
焦
点
的
印
象
又
は
観
念
、
ｆ
は
こ
れ
に
付
着
す
る
情
緒
を
意
味
す
る
）

の
解
説
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
中
勘
助
の
俳
句
が
Ｆ
焦
点
的
印
象
で
あ
る
な
ら

ば
、
中
勘
助
の
詩
は
Ｆ
に
付
着
す
る
情
緒
ｆ
を
言
葉
で
表
現
し
Ｆ
に
加
え
た
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
短
歌
二
首
を
一
連
、
二
連
に
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の

詩
に
し
た
）
1
（

「
わ
が
庵
に
花
は
な
け
れ
ど
」（『
琅
玕
』）
例
が
あ
る
の
で
、
今
後
、

俳
句
・
短
歌
・
詩
を
比
較
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

七
　
お
わ
り
に

　

塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
に
関
し
て
、
塩
田
章
氏
の
詞
書
及
び
あ
と

が
き
が
素
直
に
状
況
を
語
っ
て
い
る
が
、
最
後
に
当
時
の
中
勘
助
の
塩
田
章
氏

再
会
時
の
回
顧
を
記
す
。
一
九
四
八
年
五
月
六
日
付
島
田
豊
子
・
秀
子
宛
書
簡

に
「
ボ
ル
ネ
オ
帰
り
、
マ
ラ
リ
ヤ
、
デ
ン
グ
熱
そ
の
他
の
病
気
あ
げ
く
と
栄
養

失
調
、南
洋
ぼ
け
等
で
瘦
せ
衰
へ
へ
ん
に
黒
く
ふ
ら
ふ
ら
に
な
つ
て
ゐ
た
。（
中

略
）
俳
句
は
先
方
が
数
十
年
の
先
輩
だ
が
見
せ
た
ら
兜
を
ぬ
い
だ
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
直
筆
句
稿
は
中
勘
助
に
と
っ
て
自
信
作
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。

　

そ
の
俳
句
は
新
堀
氏
に
よ
っ
て
四
種
に
分
類
さ
れ
そ
の
特
徴
は
明
ら
か
と

な
っ
た
。
木
内
の
解
題
に
よ
り
、
作
句
が
中
勘
助
の
詩
作
に
与
え
た
音
、
象
徴
、

イ
メ
ー
ジ
に
お
け
る
影
響
が
確
認
で
き
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
論
「
一
は
じ
め
に
」
に
記
し
た
通
り
、「
沼
の
ほ

と
り
」「
し
づ
か
な
流
」
等
の
日
記
体
随
筆
作
品
に
収
録
さ
れ
た
中
勘
助
の
短

歌
に
関
す
る
論
考
に
つ
い
て
も
触
れ
、
中
勘
助
短
詩
型
文
全
体
と
し
て
確
認
し

て
い
く
こ
と
を
挙
げ
る
。

注（
1
）  

木
内
英
実
「
戦
中
・
戦
後
の
教
科
書
教
材
と
し
て
の
中
勘
助
作
品
の
位
置
づ
け
」『
東

京
都
市
大
学
人
間
科
学
部
紀
要
』〈
第
一
二
号
〉（
二
〇
二
一
・
三
）

引
用
・
参
考
文
献

・
稲
森
道
三
郎
『
服
織
の
中
勘
助
』（
私
家
版
、
一
九
五
六
・
一
二
）

・
稲
森
道
三
郎
『
一
座
建
立　

中
勘
助
の
手
紙
』（
六
興
出
版
、
一
九
八
七
・
七
）

・
稲
森
道
三
郎
『
随
筆
集　

花
追
い
』（
ア
イ
デ
ア
、
一
九
九
八
・
一
二
）

・
赤
羽
淑
『
中
勘
助
の
俳
句
』『
文
芸
研
究
』〈
第
四
三
集
〉（
一
九
六
五
・
三
）

・
角
川
源
義
「
中
勘
助
さ
ん
の
俳
句
」『
俳
句
』〈
十
四
巻
六
号
〉（
一
九
六
五
・
六
）

・
村
山
古
郷
「
中
勘
助
の
俳
句
」『
文
人
の
俳
句
』（
桜
楓
社
、
一
九
六
五
）

・
石
塚
友
二
編
『
文
人
俳
句
歳
時
記
』（
生
活
文
化
社
、
一
九
七
〇
・
四
）

・
清
見
北
斗
「
中
勘
助
」〈
鑑
賞
・
文
人
の
俳
句
・
⒑
〉『
ゆ
く
春
』〈
七
〇
・
四
〉（
一
九
九

七
・
四
）

・
新
堀
邦
司
「
中
勘
助
と
俳
句
（
１

）」『
日
矢
』（
二
〇
一
七
・
一
）

・
新
堀
邦
司
「
中
勘
助
と
俳
句
（
２

）」『
日
矢
』（
二
〇
一
七
・
二
）

・
新
堀
邦
司
「
中
勘
助
と
俳
句
（
３

）」『
日
矢
』（
二
〇
一
七
・
三
）

・『
漱
石
全
集
』〈
第
一
八
巻　

文
学
論
〉（
岩
波
書
店
一
九
七
九
・
八
）

・
和
辻
哲
郎
『
古
寺
巡
礼
』〈
岩
波
文
庫
〉（
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
）

・
鈴
木
範
久
『
中
勘
助
せ
ん
せ
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
・
一
二
）

・『
中
勘
助
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
〜
一
九
九
一
）

・『
中
勘
助
全
集
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
一
〜
一
九
六
五
）

謝
辞

　

塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
句
稿
の
翻
刻
に
関
し
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
ご
遺
族
の
塩
田
惠

氏
及
び
北
村
順
氏
、
塩
田
章
氏
旧
蔵
中
勘
助
句
稿
写
真
資
料
を
提
供
く
だ
さ
い
ま
し
た
静
岡

市
文
化
振
興
課
宮
崎
係
長
、
共
に
二
〇
二
一
年
四
月
に
静
岡
市
よ
り
招
集
さ
れ
た
塩
田
章
氏

旧
蔵
中
勘
助
句
稿
静
岡
市
受
け
入
れ
審
査
委
員
で
あ
り
、
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
本
資
料



（ 22 ）

に
関
し
新
堀
氏
及
び
木
内
に
よ
る
研
究
調
査
を
許
諾
く
だ
さ
い
ま
し
た
細
川
光
洋
氏
及
び
奥

山
和
子
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
巻
末
表
２

に
お
け
る
季
語
に
よ
る
分
類
に
関
し
て
は
新
堀
邦
司
氏
及
び
紅
書
房
社

長
菊
池
洋
子
氏
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
ま
す
。
両
氏
に
加
え
表
１

及
び
表
２

の
編
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
杉
崎
美
和
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
研
究
は
科
研
費
二
〇
一
九
年
度 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
１

９

Ｋ
０

０

３

２

９

の
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

塩
田
家
宿
帳

1

季
語
な
し
１

０

７

こ
の
友
と
汲
め
ば
や
母
の
ち
ち
ぶ
酒

昭
二
四
・
三
・
三
〇

2

春
１

０

２

囀
り
や
雀
の
宿
の
宝
子
ら

昭
二
四
・
三
・
三
〇

3

越
辺
川
梅
さ
く
岸
の
草
の
や
は

昭
二
四
・
三
・
三
〇
初
出

4

よ
き
人
す
ま
す
こ
し
生
の
里

昭
二
四
・
三
・
三
〇
初
出

春
の
部

No

季
語

中
勘
助
句

岩
波
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』

と
の
照
合

1

時候

春

亡
き
人
の
琴
の
そ
ら
音
や
夜
半
の
春

⑨
２

２

３

⑭
藁
科

2

還
暦
の
春
に
酒
な
し
冴
え
か
へ
る

⑨
２

６

４

3

興
亡
の
春
ほ
の
ぼ
の
と
霞
み
け
り

⑨
２

６

６

4

日
輪
を
讃
す
れ
ば
春
湧
き
き
た
る

⑨
３

２

７

5

鶯
に
小
袖
か
さ
ば
や
春
夜
寒

⑨
３

４

１

⑪
１

７

６

⑭
藁
科

6

亡
き
人
の
か
た
み
の
珊
瑚
春
あ
さ
し

⑨
３

９

９

⑭
藁
科

7

春
の
星
む
か
し
西
施
が
ふ
く
み
玉

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

8

玉
を
煮
て
仙
薬
を
と
る
飢
餓
の
春

⑩
１

６

9

飢
ゑ
も
春
の
ど
か
に
鳥
の
話
を
か
く

⑩
２

６

10

鳥
な
い
て
春
の
た
ま
り
し
山
わ
か
な

⑩
３

７

11

春
一
日
お
日
を
た
た
へ
て
過
し
け
り

⑩
４

０

12

時候

春

さ
す
ら
ひ
の
春
を
う
づ
ら
の
雑
煮
か
な

⑩
１

５

７

13

ゐ
づ
つ
め
と
別
る
る
春
の
霰
か
な

⑪
１

４

14

山
里
の
春
ほ
ろ
に
が
し
蕗
の
薹

⑪
６

６

15

白
鹿
に
寿
老
め
き
た
り
古
稀
の
春

⑪
１

３

０

16

春
く
ぞ
と
ふ
れ
来
し
甘
鯛
奴
か
な

⑪
１

６

７

17

雪
国
の
椎
茸
ぬ
く
し
け
さ
の
春

⑪
１

７

１

18

仏
前
の
く
わ
ゐ
に
お
け
や
春
の
露

⑪
１

７

７

19

う
ら
ぶ
れ
の
春
を
う
づ
ら
の
雑
煮
哉

⑮
４

１

４

昭
二
二
・
一
・
二
石
井
正
之
助
宛

20

梅
の
里
鶴
を
た
づ
ね
て
春
ひ
と
日

⑬
５

２

21

古
稀
の
春
筑
紫
の
鰺
や
灘
の
酒

⑯
４

２

９

昭
二
九
・
二
・
一
三
稲
森
道
三
郎
他
宛

22

わ
ら
し
な
に
霞
を
流
せ
御
代
の
春

⑩
３

６

０

23

春
浅
し

ふ
と
ふ
れ
し
鬢
の
か
を
り
や
春
浅
し

⑨
１

９

９

⑭
藁
科

24

春
寒
し

春
寒
し
椎
茸
を
や
く
納
屋
住
居

⑩
２

７

25

春
立
つ

春
た
つ
日
庵
に
ま
づ
く
る
鳥
は
誰
そ

⑨
２

５

８

26

裸
木
に
鳥
い
く
羽
き
て
春
立
ち
ぬ

⑪
２

７

27

た
つ
春

た
つ
春
の
く
れ
な
ゐ
浅
し
ひ
の
菜
漬

⑪
３

３

６

28

春
日

興
亡
の
野
を
お
し
照
す
春
日
か
な

⑨
４

０

１

29

新
春

さ
す
ら
ひ
の
春
を
う
づ
ら
の
雑
煮
か
な

⑩
１

５

７

30

暮
の
春

貴
妃
が
肌
に
珊
瑚
汗
ば
む
暮
の
春

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

巻
末
表
２

「
塩
田
家
（「
雀
の
お
宿
」）
宿
帳
記
載
中
勘
助
俳
句
翻
刻
及
び
『
中
勘
助
全
集
』
等
収
録
中
勘
助
俳
句
一
覧
「
季
題
別
」

表
２

凡
例　
「『
中
勘
助
全
集
』
照
合
」
欄

「『
中
勘
助
全
集
』
照
合
」
欄　

⑨
１

９

０

・
２

９

１　

岩
波
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
第
九
巻p.190

及
びp.291

に
登
場
す
る
。
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31

時候

日
永

お
き
め
召
す
鐸
の
音
す
る
日
永
か
な

⑨
３

２

７

32

ひ
と
つ
鳥
の
啼
き
つ
づ
け
た
る
日
永
か
な

⑨
４

０

２

33

残
雪

残
雪
や
土
鍋
に
く
ゆ
る
灘
の
粕

⑯
２

４

７

昭
二
七
・
二
・
二
三
橋
本
武
宛

34

彼
岸

年
め
し
て
彌
陀
も
ゐ
ね
ぶ
る
彼
岸
ば
れ

⑬
１

７

４

35

天文

霞

鐘
の
音
や
霞
に
し
づ
む
東
大
寺

⑨
１

８

６

・
２

９

０

⑭
藁
科

36

興
亡
の
春
ほ
の
ぼ
の
と
霞
み
け
り

⑨
２

６

６

37

麦
を
ふ
ん
で
霞
を
わ
か
す
山
わ
か
な

⑩
３

５

８

38

ゐ
づ
つ
め
と
別
る
る
春
の
霰
か
な

⑪
１

４

39

わ
ら
し
な
に
霞
を
流
せ
御
代
の
春

⑩
３

６

０

40

春
風

春
風
の
野
山
を
わ
た
る
雲
の
影

⑩
１

９

６

41

春
の
嵐

阿
蘭
陀
の
か
ん
ざ
し
船
や
春
の
風

⑪
１

４

42

朧
月

飛
鳥
人
と
恋
を
せ
ん
奈
良
の
朧
月

⑨
１

８

６

・
２

９

０

⑭
藁
科

43

朧
夜

朧
夜
の
君
鸛
に
に
て
怨
じ
け
り

⑨
１

８

８

44

陽
炎

陽
炎
や
駱
駝
連
れ
ゆ
く
絹
の
道

⑪
１

７

１

45

風
光
る

み
神
楽
の
鈴
や
御
幣
や
風
光
る

⑨
４

０

１

46

こ
ち

東
風

こ
ち
吹
く
な
老
い
は
冷
た
し
野
蒜
つ
み

⑩
５

２

47

海
東
風
の
花
吹
き
あ
ぐ
る
徳
願
寺

⑩
３

７

５

48

貝
の
風

乙
姫
の
琴
爪
も
よ
せ
よ
貝
の
風

⑪
１

４

49

農
鳥

南
無
仏
と
魔
道
を
ゆ
け
ば
霾
る
や

⑨
４

０

０

⑭
藁
科

50

農
鳥
に
勇
む
や
田
子
の
粟
田
ま
き

⑨
４

０

０

⑭
藁
科

51

地理

春
の
潮

八
幡
船
押
し
あ
ぐ
る
春
の
潮
か
な

⑨
２

０

６

52

春
の
海

鯨
追
ふ
鯱
の
き
ほ
ひ
や
春
の
潮

⑪
２

０

53

春
泥

春
泥
や
群
鹿
か
け
る
え
び
す
国

⑪
１

７

７

54

生活

桜
漬

帰
る
雁
つ
と
は
越
生
の
さ
く
ら
漬

⑪
８

３

55

花
漬

花
漬
に
ほ
の
め
く
奈
良
の
か
を
り
哉

⑮
３

６

６

昭
二
一
・
五
・
六
島
田
豊
子
・
秀
子
宛

56

茶
つ
み

茶
摘
み

琴
の
音
も
そ
ふ
や
手
越
の
茶
つ
み
唄

⑩
７

５

57

ゆ
め
ち
さ
し
妹
が
は
と
り
の
茶
つ
み
笠

⑪
１

１

１

58

京
ち
か
き
日
野
は
め
で
た
き
茶
つ
み
哉

⑫
３

２

59

生活

摘
草

老
い
ら
く
の
摘
草
に
日
の
恵
み
日
の
め
ぐ
み

⑩
２

０

１

60

巣
箱

諸
悪
莫
作
な
ぞ
と
巣
箱
の
こ
が
ら
哉

⑪
１

４

９

⑫
２

１

０

61

蜆
汁

ふ
じ
明
け
て
御
殿
場
寒
し
蜆
汁

⑬
１

９

０

62

凧

不
具
の
子
の
か
細
く
あ
げ
ぬ
と
ん
び
凧

⑪
１

１

１

63

き
れ
凧
の
奈
落
に
お
つ
る
達
磨
哉

⑯
２

７

昭
二
三
・
九
・
一
七
稲
森
道
三
郎
宛

64

種
ま
き

種
ま
き
や
今
度
顔
出
す
苗
は
な
に

⑮
３

０

９

昭
一
九
・
九
・
二
小
宮
豊
隆
宛

65

土
筆
つ
む

敗
戦
の
野
に
つ
む
老
の
ほ
け
土
筆

⑪
１

３

６

66

つ
く
し

老
い
が
つ
む
小
籠
に
か
ろ
き
つ
く
し
哉

昭
二
二
・
四
・
一
三
塩
田
章
宛

67

わ
が
国
の
つ
く
し
と
お
ぼ
せ
南
無
ほ
と
け

⑩
４

１

68

菜
飯

落
人
に
菜
飯
う
め
ぼ
し
あ
ら
た
ふ
と

⑨
２

２

２

69

干
鱈

酒
を
得
て
干
鱈
を
あ
ら
ふ
筧
か
な

⑩
３

５

70

地
酒
く
ん
で
干
鱈
に
す
す
む
ひ
ば
の
飯

⑩
３

５

71

花
見

漂
浪
四
年
鬚
み
な
白
き
花
見
か
な

⑩
２

０

０

72

春
愁

春
愁
の
鶴
し
ど
け
な
き
黒
の
帯

⑪
２

１

⑭
藁
科

73

壺
焼

壺
焼
の
磊
磊
と
し
て
灘
の
酒

⑭
２

８

９

74

花
見

家
鳴
り
し
て
天
狗
花
見
に
鞍
馬
山

⑫
７

４

75

花
御
堂

小
仏
を
祝
ふ
て
あ
げ
ん
花
御
堂

⑯
３

０

昭
二
三
・
一
〇
・
二
塩
田
章
宛

76

桃
の
節
句

金
太
郎
も
ま
ぎ
れ
て
桃
の
節
句
か
な

⑯
５

２

昭
二
四
・
三
・
七
稲
森
道
三
郎
宛

77

雛

舞
の
袖
か
へ
り
て
雛
の
影
う
ご
く

⑪
１

４

78

は
ぜ
め
し
て
恋
を
か
た
ら
す
ひ
ひ
な
哉

⑪
１

９

⑭
藁
科

79

し
づ
か
な
る
雨
に
あ
し
た
の
雛
を
か
ざ
る

⑪
１

４

０

80

か
き
よ
せ
の
雛
に
ひ
し
餅
も
も
の
花

⑪
１

４

０

81

雪
の
日
を
そ
ぼ
そ
ぼ
し
ま
ふ
雛
か
な

⑪
１

４

１

82

く
つ
ろ
い
で
雛
も
め
し
ま
せ
桃
の
酒

⑯
５

１

昭
二
四
・
三
・
四
稲
森
道
三
郎
宛
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83

生活

雛
祭

雛
祭
り

春
を
堰
い
て
手
越
の
長
の
雛
ま
つ
り

⑩
３

６

８

84

雛
祭
き
さ
ご
に
細
き
姫
の
指

⑪
１

１

１

85

桃
い
け
て
病
夢
に
き
は
ふ
雛
祭

⑬
４

86

仏
生
会

む
つ
か
し
き
子
ぞ
生
れ
け
る
仏
生
会

⑩
４

９

87

灌
仏
会

灌
仏
も
伯
母
の
年
な
り
し
七
む
か
し

⑫
４

５

88

灌
仏
会
あ
ま
茶
の
風
呂
も
五
十
年

⑫
３

３

５

89

彼
岸

お
日
さ
ま
に
お
礼
申
さ
ん
ひ
が
ん
晴
れ

⑫
２

９

２

90

稲
荷
祭
り

狐
の
ぼ
り
と
ど
め
く
稲
荷
祭
か
な

⑪
１

３

91

雁
風
呂

雁
風
呂
の
薪
は
き
え
て
し
ま
ひ
け
り

⑨
１

９

９

92

雁
風
呂
や
煙
に
む
せ
ぶ
鳥
の
影

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

93

雁
風
呂
の
あ
は
れ
身
に
し
む
ぬ
く
み
哉

⑩
３

８

３

94

動物

鶯

鶯
に
小
袖
か
さ
ば
や
春
夜
寒

⑨
３

４

１

⑪
１

７

６

・
⑭
藁
科

95

鶯
の
小
袖
に
か
へ
し
納
豆
か
な

⑪
１

７

７

96

谷
か
げ
に
鶯
と
老
い
を
か
こ
た
ば
や

⑫
５

97

鶯
や
底
な
き
谷
の
み
ど
り
よ
り

⑫
３

３

３

98

雲
雀

潮
の
香
や
ひ
ば
り
声
降
る
さ
い
こ
原

⑪
１

１

１

99

小
雀

小
雀
よ
桜
の
花
が
さ
老
が
た
め

⑯
５

９

昭
二
四
・
四
・
一
六
塩
田
章
宛

100

鳥
の
巣

人
悲
し
命
命
鳥
の
巣
に
孵
り

⑨
４

０

１

101

囀
り

囀
り
や
朝
け
の
裾
野
二
千
町

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

102

囀
り
や
雀
の
宿
の
宝
子
ら

⑯
５

８

昭
二
四
・
四
・
一
四
稲
森
道
三
郎
宛

塩
田
家
宿
帳
昭
二
四
・
三
・
三
〇

103

い
ひ
蛸

い
ひ
蛸
や
こ
れ
も
蛸
そ
ろ
花
に
酒

⑩
３

５

104

栄
螺

さ
ざ
え

幻
の
さ
ざ
え
に
お
は
す
仏
か
な

⑩
２

６

105

酒
な
く
て
栄
螺
の
ふ
た
も
冴
え
か
へ
る

⑪
１

７

１

106

月
日
貝

人
は
い
さ
殻
ぞ
め
で
た
き
月
日
貝

⑨
４

０

０

107

あ
さ
り

崑
崙
の
玉
に
霊
あ
り
か
ら
あ
さ
り

⑨
１

９

０

108

蜆

つ
ぶ
つ
ぶ
と
小
笊
に
青
き
蜆
か
な

⑯
２

７

昭
二
三
・
九
・
一
七
稲
森
道
三
郎
宛

109

動物

や
ど
か
り

や
ど
か
り
の
身
に
つ
く
殻
も
な
か
り
け
り

⑨
２

０

６

110

や
ど
か
り
の
殻
に
も
名
あ
り
牛
鳴
庵

⑩
８

１

111

蛙

こ
ん
に
や
く
に
蛙
ま
し
ま
す
山
の
雨

⑩
９

８

112

檜
の
雨
に
蛙
宿
か
る
山
の
庵

⑩
２

４

９

113

水
ひ
け
ば
蛙
流
る
る
井
堰
か
な

⑩
２

６

５

114

殿
様
蛙

道
芝
に
尻
ふ
く
殿
様
か
へ
る
哉

⑪
５

８

115

虻

傘
ほ
せ
ば
ぽ
つ
ん
と
つ
き
し
小
虻
か
な

⑩
３

５

116

蜂

薬
煮
る
香
に
し
た
ひ
よ
る
小
蜂
か
な

⑨
４

０

１

117

蝶

名
な
し
草
に
し
の
ぶ
も
あ
は
れ
し
じ
み
蝶

⑩
４

９

118

植物

花

別
る
る
や
花
の
め
で
た
く
ふ
ふ
む
夜
に

⑨
７

８

・
２

８

９

⑭
藁
科

119

桃
菜
の
花
千
ヶ
寺
ま
ゐ
り
鈴
の
音

⑨
４

０

０

120

夢
殿
を
花
に
埋
め
よ
あ
す
か
風

⑨
４

０

０

⑭
藁
科

121

花
み
よ
と
如
来
は
堂
に
そ
ら
寝
し
て

⑩
２

０

０

122

さ
か
な
せ
よ
十
二
神
将
花
の
宴

⑩
２

０

０

123

花
さ
く
や
千
鯛
は
ね
る
鞆
の
浦

⑪
１

５

９

124

鹿
苑
の
花
の
さ
か
り
に
灌
仏
す

⑫
４

４

125

京
は
花
あ
ま
茶
ま
ゐ
ら
ん
稚
児
ぼ
と
け

⑫
４

７

126

ぬ
れ
鷺
の
花
よ
り
た
つ
か
三
千
羽

⑫
８

２

127

花
風
や
鳩
ち
り
ま
ど
ふ
麓
寺

⑭
２

９

０

128

花
さ
く
と
ほ
ぞ
ん
を
さ
ま
せ
寺
つ
つ
き

昭
二
二
・
四
・
一
二
稲
森
道
三
郎
宛

129

花
ふ
ぶ
き

花
ふ
ぶ
き
乙
女
と
び
入
る
鐘
の
闇

⑨
２

１

２

130

ち
る
花

ち
る
花
や
伽
藍
ひ
び
か
す
魚
の
悔

⑫
１

１

131

花
ち
る

千
年
の
夢
に
花
ち
る
奈
良
の
京

⑩
３

８

３

132

花
杏
子

村
八
分
背
戸
に
ほ
ぐ
ら
き
花
杏
子

⑪
１

５

９

133

花
に
酒

い
ひ
蛸
や
こ
れ
も
蛸
そ
ろ
花
に
酒

⑩
３

５

134

桜

友
禅
や
祇
園
ざ
く
ら
の
夕
ま
ぐ
れ

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

135

桜
の
花

小
雀
よ
桜
の
花
が
さ
老
が
た
め

⑯
５

９

昭
二
四
・
四
・
一
六
塩
田
章
宛

136

梅

梅
に
雪
薬
た
び
け
り
京
の
人

⑩
３

７
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137

植物

梅

梅
見
ば
や
竹
の
細
杖
鶴
の
脛

⑩
１

６

２

138

梅
は
や
し
山
わ
は
小
鳥
炭
け
ぶ
り

⑩
３

６

１

139

梅
の
里
鶴
を
た
づ
ね
て
春
ひ
と
日

⑬
５

２

140

梅
い
け
て
古
疵
う
づ
く
余
寒
か
な

⑬
２

０

９

141

金
時
と
姥
が
酒
く
む
梅
の
春

⑫
３

１

３

142

梅
の
花

あ
れ
寺
の
仁
王
は
こ
け
て
梅
の
花

⑩
２

２

143

紅
梅

紅
梅
に
ふ
は
と
か
か
り
ぬ
昼
の
月

⑨
２

６

５

144

紅
梅
の
宿
に
も
ど
れ
ば
雛
の
客

⑨
２

７

３

145

桃

桃
い
け
て
寸
の
こ
け
し
を
愛
す

⑩
２

０

２

146

桃
い
け
て
病
夢
に
き
は
ふ
雛
祭

⑬
４

147

藤
の
花

袖
ふ
る
は
藤
の
花
か
や
奈
良
の
京

⑨
１

８

６

・
２

９

０

⑭
藁
科

148

ぼ
け

ぼ
け
咲
い
て
日
雀
小
雀
の
く
る
日
か
な

⑩
３

７

⑭
藁
科

149

こ
ぶ
し

君
が
門
こ
ぶ
し
花
さ
く
う
す
月
夜

⑨
４

０

３

150

山
姥
と
め
で
て
し
雨
の
こ
ぶ
し
哉

⑪
１

７

５

151

連
翹

連
翹
や
よ
ら
で
ぞ
す
ぐ
る
君
が
門

⑪
１

５

９

152

山
吹

山
吹
に
田
水
な
が
れ
て
筵
ば
た

⑨
３

２

３

153

柳

日
の
暈
や
柳
も
え
た
る
土
堤
の
路

⑩
４

０

154

雪
柳

き
め
こ
み
の
花
子
に
散
る
や
雪
柳

昭
二
二
・
二
・
四
稲
森
道
三
郎
宛

155

蕗
の
薹

山
里
の
春
ほ
ろ
に
が
し
蕗
の
薹

⑪
６

６

156

人
の
な
さ
け
箕
に
は
か
ら
ば
や
蕗
の
た
う

⑪
１

４

１

157

う
ど

良
寛
の
庵
は
う
ど
の
薫
り
し
て

⑩
５

２

⑭
藁
科

158

茗
荷
た
け

も
ろ
て
さ
て
な
に
を
忘
れ
ん
茗
荷
た
け

⑨
２

０

５

159

野
蒜

こ
ち
吹
く
な
老
い
は
冷
た
し
野
蒜
つ
み

⑩
５

２

160

芹

溝
川
に
芹
の
根
あ
ら
ふ
雪
解
水

⑨
２

６

７

161

み
な
か
み
は
鶴
の
乙
女
か
流
れ
芹

⑩
３

９

162

芹
よ
も
ぎ

芹
よ
も
ぎ
飢
餓
の
春
野
も
つ
み
き
れ
ず

⑩
４

９

163

を
だ
ま
き

を
だ
ま
き
の
三
輪
に
は
ひ
め
し
恋
の
酒

⑨
１

８

６

・
２

９

０

⑭
藁
科

164

木
の
芽

鼻
高
と
酒
く
ま
ん
月
の
木
の
芽
漬

⑨
１

９

９

⑭
藁
科

165

海
棠

海
棠
に
し
づ
心
な
き
尼
僧
か
な

⑪
１

１

１

夏
の
部

1

時候

夏

金
閣
寒
し
誰
が
衣
笠
に
の
こ
る
夏

⑯
３

６

８

昭
二
八
・
七
・
二
〇
塩
田
章
宛

2

初
夏

初
夏
の
廚
涼
し
き
蕗
の
風

⑨
３

２

１

3

入
梅

茶
に
晴
る
ゝ
つ
い
り
の
病
み
の
ね
ざ
め
哉

昭
二
四
・
六
・
一
五
稲
森
道
三
郎
宛

4

か
き
餅
の
黴
う
つ
く
し
き
梅
雨
か
な

⑪
１

０

５

5

短
夜

桶
仙
が
む
さ
と
お
び
え
て
明
け
や
す
き

⑨
１

１

８

・
２

９

０

⑭
藁
科

6

機
を
た
つ
や
親
子
の
え
に
し
短
夜
に

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

7

涼
し

す
ず
風
の
袂
に
入
り
し
小
蟬
か
な

⑨
１

８

９

⑭
藁
科

8

涼
し
さ
や
扇
な
げ
う
つ
瀬
田
の
橋

⑨
１

８

９

⑩
３

５

9

涼
し
さ
や
清
水
に
つ
け
し
つ
ぼ
の
籠

⑨
１

７

８

10

初
夏
の
廚
涼
し
き
蕗
の
風

⑨
３

２

１

11

涼
風
を
落
す
や
雨
後
の
檜
山

⑩
２

５

６

12

比
叡
す
ず
し
信
長
寺
を
焼
き
す
て
て

⑨
２

０

９

13

天文

夏
の
雲

牡
丹
い
け
て
夏
の
雲
わ
く
伏
屋
か
な

⑩
５

２

⑭
藁
科

14

青
嵐

青
嵐
京
は
三
千
八
百
寺

⑪
１

７

６

⑫
１

２

15

忘
れ
庵
ほ
ど
き
去
ら
れ
て
青
嵐

⑯
６

４

昭
二
四
・
五
・
二
八
稲
森
道
三
郎
宛

16

野
の
宮
や
竹
千
竿
の
青
嵐

⑫
１

３

・
９

０

17

梅
雨

つ
ゆ
曇
り
鐘
の
音
こ
も
る
円
覚
寺

⑫
１

８

８

18

つ
ゆ
の
宿
手
越
の
新
茶
麦
粉
菓
子

⑯
１

９

９

昭
二
六
・
六
・
二
五
稲
森
道
三
郎
宛

19

枇
杷
い
け
て
唐
め
く
つ
ゆ
の
書
斎
か
な

⑪
１

０

５

20

五
月
雨

さ
み
だ
れ
の
十
薬
い
け
し
白
磁
か
な

⑪
７

21

雷

い
か
づ
ち
や
千
町
白
む
蓮
の
雨

⑪
２

０

５

22

敗
戦
や
雷
の
く
づ
れ
が
へ
そ
を
売
り

⑯
１

３

８

昭
二
五
・
七
・
一
一
稲
森
道
三
郎
宛

23

目
に
青
葉
へ
そ
で
ほ
ろ
酔
ふ
小
雷

⑯
２

６

７

昭
二
七
・
六
・
一
三
稲
森
道
三
郎
宛
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24

天文

炎
天

炎
天
に
肥
煮
る
釡
の
た
ぎ
り
哉

⑩
２

７

５

⑭
藁
科

25

油
照

御
詠
歌
の
調
子
は
づ
れ
て
油
照
り

⑪
１

１

１

26

地理

夏
の
山

夏
山
を
響
か
す
こ
ま
の
叫
び
か
な

⑪
１

３

27

土
用
波

百
万
の
霊
の
せ
て
く
る
土
用
波

⑩
２

９

９

28

清
水

涼
し
さ
や
清
水
に
つ
け
し
つ
ぼ
の
籠

⑨
１

７

８

29

白
鳳
の
み
足
す
す
が
せ
苔
し
み
づ

⑪
３

１

０

30

無
仏
寺
の
蕎
麦
に
つ
め
た
き
清
水
か
な

⑪
３

１

０

31

山
だ
ち
も
と
も
に
舌
打
つ
清
水
か
な

⑪
３

１

９

32

生活

単
衣

老
尼
は
や
我
も
ひ
と
へ
の
恋
衣

⑯
３

６

８

昭
二
八
・
七
・
二
〇
塩
田
章
宛

33

麦
飯

麦
飯
に
干
鱈
た
ふ
と
き
侘
居
か
な

⑨
２

０

４

34

鮓

ま
た
逢
ふ
や
命
な
り
け
り
に
ぎ
り
寿
司

⑪
３

５

35

胡
瓜
揉
・

瓜
揉

塩
つ
よ
き
能
登
の
瓜
漬
麦
茶
づ
け

⑯
４

０

８

昭
二
八
・
一
一
・
二
八
塩
田
章
宛

36

甘
酒

あ
ま
酒
汲
む
杓
子
も
友
も
老
い
せ
ぬ
や

⑮
３

８

０

昭
二
一
・
七
・
一
九
稲
森
道
三
郎
宛

37

土
瓶
さ
げ
て
甘
酒
踊
る
か
う
ぢ
の
や

⑩
７

４

38

新
茶

つ
ゆ
の
宿
手
越
の
新
茶
麦
粉
菓
子

⑯
１

９

９

昭
二
六
・
六
・
二
五
稲
森
道
三
郎
宛

39

若
葉
し
て
命
め
で
た
き
新
茶
か
な

⑩
５

７

40

扇

三
条
や
姥
美
し
き
扇
折
り

⑯
５

４

８

昭
三
〇
・
一
〇
・
二
八
稲
森
道
三
郎
宛

41

涼
し
さ
や
扇
な
げ
う
つ
瀬
田
の
橋

⑨
２

３

４

⑩
３

５

42

走
馬
灯

走
馬
燈
な
が
め
て
更
け
し
独
居
か
な

⑪
１

４

43

田
植

田
植
ゑ
す
ん
で
音
な
き
村
に
う
す
月
す

⑩
２

５

１

44

簗

老
い
ざ
れ
し
我
や
か
か
ら
ん
く
づ
れ
や
な

⑮
３

１

２

昭
二
〇
・
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

45

麦
笛

う
ら
さ
び
し
麦
笛
ふ
か
ん
山
の
畑

⑩
２

１

０

46

行事

端
午

老
い
せ
ぬ
や
鯉
の
影
う
く
菖
蒲
湯

⑮
４

３

１

昭
二
二
・
五
・
九
稲
森
道
三
郎
宛

47

行事

端
午

木
香
に
酔
ふ
菖
蒲
人
形
の
威
勢
か
な

⑯
４

３

昭
二
四
・
一
・
二
五
稲
森
道
三
郎
宛

48

金
太
郎
は
へ
そ
で
の
む
ら
ん
鯉
節
句

⑯
５

１

１

昭
三
〇
・
五
・
六
稲
森
道
三
郎
宛

49

鯉
た
て
よ
宿
は
こ
け
し
の
初
節
句

⑩
６

２

⑭
藁
科

50

ひ
と
張
り
の
緋
鯉
に
喜
寿
の
節
句
か
な

⑫
２

８

３

51

目
に
青
葉
へ
そ
く
ふ
五
月
人
形
か
な

⑯
１

９

４

昭
二
六
・
六
・
五
稲
森
道
三
郎
宛

52

幟

深
大
寺
五
月
幟
や
水
ぐ
る
ま

⑪
３

０

９

53

動物

羽
抜
鳥

影
や
人
わ
が
名
を
し
へ
よ
羽
ぬ
け
鳥

⑨
２

３

４

54

羽
抜
鳥
一
羽
残
つ
て
た
ち
も
せ
ず

⑨
２

３

４

55

時
鳥

ほ
と
と
ぎ
す
鬼
童
が
牛
を
か
づ
く
夜
に

⑨
１

８

９

56

山
姥
の
茶
せ
よ
う
の
花
ほ
と
と
ぎ
す

⑬
６

１

57

郭
公

老
い
ら
く
の
山
に
鳴
く
か
や
閑
古
鳥

⑨
２

９

０

⑭
藁
科

58

山
荒
れ
の
石
原
ゆ
け
ば
呼
子
鳥

⑩
１

９

３

⑭
藁
科

59

山
か
げ
に
あ
れ
は
我
か
や
呼
子
鳥

⑬
１

３

９

60

虎
鶇

鬼
女
の
恋
に
お
ぢ
て
い
づ
れ
ば
ぬ
え
こ
ど
り

⑪
１

４

61

葭
切

し
ら
ぬ
旅
路
に
日
は
落
ち
か
け
て
行
行
子

⑩
５

３

62

翡
翠

紅
さ
し
て
か
は
せ
み
か
よ
ふ
島
び
さ
し

⑨
２

５

９

63

鷭

か
ら
川
の
け
ふ
は
流
れ
て
鷭
の
宿

⑩
６

３

64

鵜

鵜
の
声
を
き
き
つ
つ
さ
夜
の
ひ
と
り
風
呂

⑬
１

９

７

65

鵜
の
や
つ
こ
つ
く
ば
ひ
迎
ふ
南
柯
の
守

⑬
１

９

７

66

み
づ
舟
に
ひ
と
り
ぬ
れ
ゐ
る
荒
鵜
か
な

⑨
２

９

０

67

す
て
舟
に
ひ
と
り
濡
れ
ゐ
る
荒
鵜
か
な

⑨
１

８

７

・
２

９

０

68

水
鶏

伊
賀
の
山
の
谺
き
か
ば
や
く
ひ
な
笛

⑪
３

８

69

ゐ
ぬ
鳥
を
市
に
よ
ぶ
か
や
く
ひ
な
笛

⑪
３

３

８

70

く
ひ
な
笛
ふ
く
息
ほ
そ
し
老
の
病
み

⑪
３

８

・
３

３

６

71

こ
の
庵
を
吹
き
か
た
ぶ
け
ん
く
ひ
な
笛

⑪
３

８

72

修
羅
の
世
を
け
ふ
は
く
ひ
な
の
雑
煮
か
な

⑩
１

５

８
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73

動物

大
瑠
璃

信
濃
路
の
若
葉
に
る
り
を
き
く
日
か
な

⑨
１

８

４

・
２

８

９

⑭
藁
科

74

四
十
雀

ひ
が
ら
こ
が
ら
四
十
雀
み
な
か
は
い
ら
し

⑨
２

９

１

75

山
雀

や
ま
が
ら
の
市
に
芸
す
る
あ
は
れ
な
り

⑪
１

１

２

76

日
雀

ひ
が
ら
こ
が
ら
四
十
雀
み
な
か
は
い
ら
し

⑨
２

９

１

77

山
女

島
守
に
村
人
た
び
ぬ
あ
め
の
魚

⑪
１

１

１

78

鰹

鰹
万
貫
へ
そ
う
る
男
は
せ
あ
る
く

⑪
３

５

79

鮔

石
川
に
鮔
す
く
ふ
翁
暮
れ
に
け
り

⑨
２

９

０

80

蟹

朝
網
や
蟹
も
ま
じ
り
て
魚
し
ぐ
れ

⑨
２

０

９

⑭
藁
科

81

蟹
赤
き
さ
ら
さ
ら
川
や
芹
の
花

⑩
６

３

82

蟹
う
に
の
は
つ
酔
ひ
さ
び
し
仏
の
日

⑬
５

４

83

海
底
に
蟹
の
嘆
き
や
も
ち
の
月

⑪
１

１

１

84

火
取
虫

や
ご
と
な
き
小
忌
の
衣
や
火
と
り
虫

⑩
４

８

85

蛍

も
ら
ひ
湯
の
蛍
つ
た
め
き
山
の
風

⑩
２

９

２

86

天
牛

無
花
果
を
天
牛
の
嚙
む
閼
伽
井
か
な

⑪
２

０

87

斑
猫

斑
猫
と
つ
れ
だ
ち
帰
る
恵
心
堂

⑨
１

８

５

88

鼓
虫

ひ
と
つ
葉
に
ま
ひ
ま
ひ
隠
る
詩
仙
堂

⑫
４

８

89

ま
ひ
ま
ひ
て
仏
に
な
る
か
水
す
ま
し

⑪
１

９

90

蟬

裏
み
れ
ば
長
き
に
似
た
り
蟬
の
顔

⑪
２

０

91

か
へ
ら
じ
と
い
づ
る
わ
が
家
の
蟬
し
ぐ
れ

⑪
１

５

９

92

き
き
え
た
り
古
あ
れ
寺
の
蟬
の
声

⑫
３

９

93

す
ず
風
の
袂
に
入
り
し
小
蟬
か
な

⑨
１

８

９

⑭
藁
科

94

蟬
鳴
い
て
落
ち
て
秋
き
ぬ
忘
れ
庵

⑩
１

３

０

95

み
ん
み
ん
の
玲
瓏
と
し
て
生
ま
れ
け
り

⑮
３

１

２

昭
二
〇
・
二
・
一
三

96

蚊

長
範
も
蚊
に
さ
さ
れ
け
り
薪
能

⑪
２

０

５

97

蚤

虎
に
ね
て
豊
干
は
蚤
に
く
は
れ
け
り

⑨
１

８

９　

２

９

０

⑭
藁
科

98

羽
蟻

六
尺
の
小
庭
に
ぎ
は
ふ
羽
蟻
か
な

⑪
１

９

99

蜘
蛛

国
破
れ
て
蜘
蛛
に
宿
か
る
山
居
か
な

⑩
１

０

８

100

南
無
阿
彌
陀
蜘
蛛
に
生
れ
で
忘
れ
庵

⑩
２

７

４

101

植物

牡
丹

大
鐘
の
音
に
花
さ
く
牡
丹
か
な

⑫
２

３

102

汲
む
ほ
ど
に
杓
子
も
酔
ふ
や
牡
丹
酒

⑩
２

１

３

103

し
づ
が
や
に
貴
妃
お
と
づ
れ
し
牡
丹
か
な

⑩
５

２

104

白
き
瓶
に
臙
脂
し
た
た
る
牡
丹
か
な

⑩
４

８

105

白
藤
の
し
づ
か
に
は
べ
る
牡
丹
か
な

⑮
３

６

０

昭
二
一
・
四
・
一
六
稲
森
道
三
郎
宛

106

牡
丹
い
け
て
夏
の
雲
わ
く
伏
屋
か
な

⑩
５

２

⑭
藁
科

107

ぼ
た
ん
散
れ
真
昼
の
夢
の
し
ろ
た
へ
に

⑩
５

２

⑭
藁
科

108

若
葉
し
て
京
は
牡
丹
の
乙
女
か
な

⑯
３

６

８

昭
二
八
・
七
・
二
〇
塩
田
章
宛

109

梔
子
の
花

く
ち
な
し
に
酔
う
て
し
ど
ろ
の
夢
路
か
な

⑮
３

２

６

昭
二
〇
・
七
・
一
五
飯
尾
（
鈴
木
）
廣
子
宛

110

杏

虻
の
ね
て
音
な
き
杏
月
夜
か
な

⑨
４

０

０

⑭
藁
科
⑮
３

５

０

昭
二
一
・
三
・
五
稲
森
道
三
郎
宛

111

枇
杷

枇
杷
い
け
て
唐
め
く
つ
ゆ
の
書
斎
か
な

⑪
１

０

５

112

枇
杷
の
精
お
と
づ
れ
し
日
の
風
甘
き

⑩
２

５

２

113

若
葉

甘
酒
や
若
葉
清
水
東
山

⑯
３

６

８

昭
二
八
・
七
・
二
〇
塩
田
章
宛

114

甘
酒
や
若
葉
底
な
き
崖
の
茶
屋

⑫
５

115

春
日
若
葉
み
こ
は
白
絹
あ
ま
き
酒

⑨
１

８

６

・
２

９

０

⑭
藁
科

116

関
八
州
若
葉
に
な
び
く
鯉
幟

⑪
１

９

⑭
藁
科

117

こ
ま
鳴
く
や
く
ろ
ぼ
の
ね
ろ
は
若
葉
し
て

⑭
２

８

９

118

鹿
な
く
や
奈
良
の
若
葉
の
う
す
月
夜

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

119

信
濃
路
の
若
葉
に
る
り
を
き
く
日
か
な

⑨
１

８

４

・
２

８

９

⑭
藁
科

120

奈
良
若
葉
あ
し
び
花
さ
く
手
向
山

⑨
１

８

６

121

ひ
ら
比
叡
わ
か
葉
影
さ
す
鳰
の
海

⑨
１

８

５

⑭
藁
科

122

吹
井
し
て
若
葉
に
汗
を
拭
は
ば
や

⑫
９

２

123

み
か
ぐ
ら
や
若
葉
影
さ
す
春
日
宮

⑨
２

０

４

124

若
葉
し
て
京
は
牡
丹
の
乙
女
か
な

⑯
３

６

８

昭
二
八
・
七
・
二
〇
塩
田
章
宛
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125

植物

若
葉

若
葉
し
て
比
叡
い
つ
ぱ
い
の
日
の
光

⑨
１

８

５

・
２

８

９

⑭
藁
科

126

若
葉
し
て
命
め
で
た
き
新
茶
か
な

⑩
５

７

127

青
葉

目
に
青
葉
へ
そ
く
ふ
五
月
人
形
か
な

⑯
１

６

５

昭
二
六
・
六
・
五
稲
森
道
三
郎
宛

128

卯
の
花

う
の
花
と
ふ
り
こ
め
ら
れ
て
侘
茶
か
な

⑩
５

８

129

う
の
花
や
い
せ
を
の
巫
女
の
小
忌
衣

⑬
１

６

４

130

う
の
花
や
宇
治
芦
久
保
の
茶
の
か
を
り

⑪
３

５

131

う
の
花
や
小
鮎
さ
ば
し
る
ほ
そ
流

⑨
２

０

９

132

う
の
花
を
わ
ら
し
な
に
流
せ
青
嵐

⑩
３

８

３

133

詩
狂
し
て
世
を
う
の
花
の
仮
居
か
な

⑬
１

６

４

134

山
姥
の
茶
せ
よ
う
の
花
ほ
と
と
ぎ
す

⑬
６

１

135

桐
の
花

桐
の
花
茶
つ
み
の
人
眠
げ
な
り

⑩
５

７

136

楝
の
花

蒸
し
こ
も
る
黒
ば
え
に
さ
く
楝
か
な

⑪
５

８

137

盲
目
に
草
履
花
さ
け
楝
の
家

⑪
６

４

138

合
歓
の
花

い
は
け
な
き
恋
は
あ
や
な
し
合
歓
の
花

⑪
１

９

⑭
藁
科

139

若
竹

若
竹
に
ち
さ
き
姫
も
や
柴
屋
寺

⑨
３

４

２

⑩
２

８

140

芍
薬

わ
が
日
ぞ
と
芍
薬
い
け
て
ち
ら
し
寿
司

⑬
８

141

向
日
葵

日
車
の
ま
は
り
を
へ
た
る
夕
べ
か
な

⑪
１

０

５

142

日
車
や
喧
嘩
で
こ
い
と
軍
鶏
鬨
す

⑨
３

９

５

143

蓮
の
花

尼
君
の
あ
く
び
小
さ
き
蓮
の
朝

⑪
１

０

５

144

蓮
さ
い
て
親
子
は
夢
の
わ
か
れ
哉

⑫
１

９

１

145

蓮
万
朶
白
雨
す
ら
ん
彌
陀
の
国

⑩
１

０

４

146

百
合

人
も
愛
し
越
生
の
百
合
や
能
登
の
茄
子

昭
三
〇
・
一
二
・
二
一
加
藤
喜
美
子
宛

147

菫
の
花

菫
の
花
に
南
蛮
い
け
て
鬼
女
の
庵

⑩
３

０

７

148

筍

小
病
み
し
て
京
の
竹
の
子
山
の
蕗

⑪
４

２

149

孫
の
み
や
げ
竹
の
子
や
は
き
節
句
か
な

⑪
１

４

７

⑫
１

０

８

150

蕗

小
病
み
し
て
京
の
竹
の
子
山
の
蕗

⑪
４

２

151

白
雨
や
蕗
の
葉
か
へ
す
山
の
風

⑩
５

３

152

初
夏
の
廚
涼
し
き
蕗
の
風

⑨
３

２

１

153

植物

瓜

子
宝
や
か
ぼ
ち
や
太
郎
瓜
次
郎

⑩
９

２

154

塩
つ
よ
き
能
登
の
瓜
漬
麦
茶
づ
け

昭
二
八
・
一
一
・
二
八
塩
田
章
宛

155

夕
顔

床
に
夕
顔
厄
日
ち
か
づ
く
ざ
ん
ざ
ぶ
り

⑬
３

５

156

茄
子

人
も
愛
し
越
生
の
百
合
や
能
登
の
茄
子

昭
三
二
・
一
二
・
二
一
加
藤
喜
美
子
宛

157

茗
荷

十
五
城
を
豊
子
に
わ
た
せ
茗
荷
の
子

⑨
３

８

７

158

麦

老
い
も
ふ
け
麦
の
風
や
ら
そ
ば
の
風

⑩
６

１

159

黒
穂
ぬ
く
老
い
を
な
吹
き
そ
山
の
風

⑨
３

１

３

160

さ
す
ら
ひ
て
小
箕
よ
乙
女
よ
黒
穂
と
り

⑨
３

１

３

161

慈
雨
よ
慈
雨
山
に
ふ
り
麦
に
ふ
れ

⑨
２

５

９

162

麦
う
ま
し
雀
の
宿
の
ゆ
か
り
に
て

⑯
２

６

１

昭
二
七
・
五
・
二
二
塩
田
章
宛

163

玉
蜀
黍
の
花

韮
の
花
に
南
蛮
い
け
て
鬼
女
の
庵

⑩
３

０

７

164

草
い
き
れ

海
龍
王
寺
丈
な
す
草
の
い
き
れ
哉

⑫
３

９

165

風
蘭

風
蘭
の
病
む
子
は
遠
き
か
を
り
哉

⑪
１

８

５

166

昼
顔

ひ
る
顔
に
米
つ
き
す
ず
む
あ
は
れ
な
り

⑨
１

５

０

167

藜

た
が
た
め
に
あ
か
ざ
紅
さ
す
山
の
畑

⑨
１

５

９

・
２

８

９

168

萱
草

萱
草
の
花
に
霧
ふ
く
峠
か
な

⑨
２

０

４

169

十
薬

十
薬
の
花
も
風
情
や
つ
ゆ
の
庵

⑩
２

４

２

170

毒
だ
み
の
花
も
風
情
や
忘
れ
庵

⑮
４

３

３

昭
二
二
・
六
・
九
稲
森
道
三
郎
宛

171

黴

か
き
餅
の
黴
う
つ
く
し
き
梅
雨
か
な

⑪
１

０

５

秋
の
部

1

時候

秋

秋
の
森
に
鳴
か
ぬ
鳥
き
く
つ
ん
ぼ
哉

⑫
２

１

１

2

鐘
つ
け
や
古
仏
ま
し
ま
す
秋
の
寺

⑪
３

１

７

3

川
の
り
の
薫
る
夕
げ
や
秋
の
庵

⑩
３

０

４

4

さ
さ
が
に
の
衣
ぬ
ぎ
お
き
つ
庵
の
秋

⑩
１

１

７

5

さ
を
し
か
が
巫
女
に
恋
す
る
奈
良
の
秋

⑪
５

４

6

炮
烙
や
秋
か
ん
ば
し
く
胡
麻
を
炒
る

⑨
２

０

６
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7

時候

秋

ま
た
ひ
と
り
ど
こ
へ
ゆ
く
ら
ん
秋
の
道

⑮
３

１

３

昭
二
〇
・
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

8

百
舌
や
と
き
秋
や
は
お
そ
き
楢
林

⑨
２

０

０

9

宮
嶋
の
杓
子
に
す
く
へ
秋
の
味

昭
二
九
・
一
〇
・
二
六
稲
森
道
三
郎
宛

10

秋
白
し
笊
に
ほ
し
た
る
西
瓜
種
子

⑩
２

９

２

11

近
う
き
て
琴
の
音
を
な
け
秋
の
鳥

⑰
６

４

昭
三
二
・
一
〇
・
三
〇
今
村
小
百
合
宛

12

そ
ば
へ
き
て
琴
の
音
を
な
け
秋
の
鳥

⑰
６

０

・
６

１

昭
三
二
・
一
〇
・
一
四
庄
司
辰
雄
宛
他

13

立
秋

秋
き
て
も
笑
ふ
布
袋
の
土
仏
か
な

⑨
４

０

０

⑭
藁
科

14

秋
立
つ
や
秘
蔵
の
る
り
の
音
を
絶
え
て

⑫
２

３

４

15

蟬
鳴
い
て
落
ち
て
秋
き
ぬ
忘
れ
庵

⑩
１

３

０

16

鶴
か
う
か
う
と
夢
を
横
ぎ
れ
り
け
さ
の
秋

⑨
２

７

・
２

９

０

⑩
２

８

⑭
藁
科

17

残
暑

日
も
す
が
ら
小
屋
の
牛
鳴
き
残
暑
煮
ゆ

⑩
１

０

７

18

秋
の
朝

お
ん
お
ん
と
駝
鳥
声
さ
び
し
秋
の
朝

⑬
１

７

４

19

秋
の
暮

奥
山
の
き
の
こ
と
朽
ち
ん
秋
の
暮

⑮
３

１

３

昭
二
〇
・
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

20

こ
の
瓢
に
誰
ぞ
ゐ
ぬ
か
や
秋
の
暮

⑪
１

５

⑭
藁
科

21

な
に
と
な
く
木
の
実
か
な
し
き
秋
の
暮

⑩
３

８

３

22

冷
や
か

さ
さ
冷
え
の
庵
に
し
ら
じ
ら
う
つ
ぎ
哉

⑩
２

２

２

23

炭
な
く
て
鴨
に
な
り
た
き
老
い
の
冷
え

⑩
１

５

４

24

ふ
き
水
の
玉
ほ
と
ば
し
る
小
手
の
冷
え

⑫
１

６

25

秋
寒

鬼
に
瘤
を
と
ら
れ
し
宵
や
そ
ぞ
ろ
寒

⑪
１

３

26

朝
寒

あ
さ
寒
の
肉
桂
を
嚙
む
侘
居
か
な

⑩
３

３

８

27

夜
寒

を
さ
の
風
身
に
し
む
越
の
夜
寒
か
な

⑧
１

９

⑨
２

０

９

⑭
藁
科

28

秋
深
し

秋
ふ
け
て
土
に
こ
ろ
が
る
羽
虫
か
な

⑨
４

０

０

29

納
屋
ず
み
の
糠
味
噌
も
な
く
秋
ふ
け
ぬ

⑨
３

７

６

30

鬼
灯
の
さ
び
さ
び
あ
せ
て
秋
ふ
け
ぬ

⑬
２

５

１

31

天文

秋
の
日

雲
の
か
げ
廃
墟
を
か
け
り
秋
日
刺
す

⑨
３

７

６

32

秋
晴

秋
ば
れ
の
味
噌
桶
し
め
る
槌
の
音

⑩
３

８

３

33

天文

秋
晴

秋
晴
れ
や
わ
れ
も
野
の
人
野
の
仏

⑬
９

７

34

秋
日
和
南
柯
印
な
り
猫
老
い
ぬ

⑬
１

７

４

35

す
し
の
香
や
客
待
つ
朝
の
秋
日
和

⑪
１

１

８

36

鳩
虫
は
土
に
こ
ろ
げ
て
秋
日
和

⑪
５

９

37

秋
の
声

伯
牙
が
た
つ
絃
の
ひ
び
き
秋
の
声

⑨
２

３

４

38

み
そ
ぎ
し
て
寄
せ
く
る
秋
の
声
き
か
ん

⑨
１

７

８

・
２

９

０

⑭
藁
科

39

秋
高
し

天
高
し
九
方
皐
馬
を
見
つ
け
た
り

⑨
１

８

９

・
２

９

０

⑭
藁
科

40

月

う
き
恋
を
尼
と
か
た
ら
ん
嵯
峨
の
月

⑫
１

７

41

温
泉
に
貴
妃
ま
ど
ろ
め
り
朝
の
月

⑨
１

８

７

・
２

８

９

⑭
藁
科

42

か
ま
風
呂
の
肩
に
し
み
け
り
山
の
月

⑩
３

４

０

43

残
月
や
魚
と
化
し
た
る
夢
さ
め
て

⑩
３

３

２

44

背
戸
に
出
て
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
月
み
つ
け
た
り

⑪
３

８

45

大
海
や
日
夜
日
を
の
み
月
を
の
む

⑮
３

０

９

昭
一
九
・
九
・
二
小
宮
豊
隆
宛

46

千
町
田
の
月
の
垂
穂
の
か
を
り
哉

⑩
３

１

７

47

月
影
や
さ
よ
も
ふ
く
ろ
の
手
水
鉢

⑫
５

３

48

月
叫
ぶ
夜
は
も
あ
ら
ん
ア
ッ
ツ
島

⑨
２

５

９

49

月
に
冷
え
て
か
へ
る
山
峡
二
里
の
水

⑨
３

９

９

⑫
２

３

７

50

月
は
す
は
奈
落
に
お
ち
て
風
の
音

⑩
３

８

３

51

月
は
三
笠
い
づ
こ
に
を
は
す
香
薬
師

⑫
１

９

52

月
ひ
と
つ
わ
す
れ
か
ね
た
り
忘
れ
庵

⑩
１

１

２

53

月
や
鐘
茶
粥
に
や
す
る
奈
良
の
坊

⑨
４

０

２

⑫
２

４

⑭
藁
科

54

露
恋
を
尼
と
か
た
ら
ん
嵯
峨
の
月

⑯
３

６

８

昭
二
八
・
七
・
二
〇
塩
田
章
宛

55

日
枝
の
峯
風
ふ
き
あ
げ
し
二
日
月

⑮
３

３

７

昭
二
〇
・
一
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

56

ひ
と
つ
や
の
一
つ
砧
に
月
ひ
と
つ

⑨
１

９

０

・
２

９

１

⑭
藁
科

57

山
姥
に
蹴
ら
れ
て
で
た
り
峰
の
月

⑨
４

０

２

58

山
峡
は
月
に
あ
ふ
れ
て
鷺
の
声

⑨
３

６

・
２

９

１
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59

天文

月

山
里
の
三
坪
の
畑
の
鳴
子
か
な

⑪
１

６

６

60

ゆ
ふ
月
や
も
ら
ひ
湯
に
く
る
春
日
巫
女

⑨
１

８

６

・
２

９

０

⑫
２

４

⑭
藁
科

61

侘
び
は
て
て
野
に
三
日
月
と
く
れ
の
こ
る

⑮
３

１

３

昭
二
〇
・
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

62

名
月

海
底
に
蟹
の
嘆
き
や
も
ち
の
月

⑪
１

１

１

63

さ
し
く
る
は
普
賢
菩
薩
か
月
こ
よ
ひ

⑫
２

５

８

64

す
ほ
ん
だ
の
庵
は
南
瓜
に
望
の
月

⑩
１

２

０

65

満
月
を
庵
一
杯
の
山
居
か
な

⑩
３

１

７

66

満
月
や
誰
が
指
ふ
れ
し
椿
餅

⑩
２

９

０

67

山
ひ
と
つ
天
狗
さ
げ
こ
よ
月
こ
よ
ひ

⑬
２

６

68

十
六
夜

水
の
音
い
ざ
よ
ひ
の
ぞ
く
鷺
の
宿

⑫
２

５

９

69

宵
闇

宵
闇
や
髑
髗
経
よ
む
紀
路
の
山

⑨
２

６

４

⑭
藁
科

70

後
の
月

杓
子
庵
ど
ぶ
ろ
く
白
き
後
の
月

⑨
２

２

９

71

天
の
川

織
姫
の
歌
ふ
き
お
と
せ
秋
の
風

⑨
３

２

７

72

銀
や
ぐ
ら
崩
れ
て
白
し
天
の
川

⑨
４

０

０

⑭
藁
科

73

秋
風

織
姫
の
歌
ふ
き
お
と
せ
秋
の
風

⑨
３

２

７

74

金
閣
に
月
ふ
き
い
れ
よ
秋
の
風

⑪
２

０

２

75

信
濃
路
や
三
千
余
峰
秋
の
風

⑬
６

２

76

天
童
の
笛
ふ
き
そ
む
る
秋
の
風

⑯
２

４

４

昭
二
七
・
二
・
一
八
稲
森
道
三
郎
宛

77

亡
き
つ
ぐ
の
薬
の
す
す
き
秋
の
風

⑬
２

２

４

78

吹
き
ふ
き
て
蟬
の
殻
ふ
く
や
秋
の
風

⑨
１

８

９

・
２

９

０

⑭
藁
科

79

吹
く
風
を
友
か
や
秋
に
生
き
の
こ
る

⑨
２

０

６

80

忘
れ
庵
秋
風
に
蜘
蛛
成
仏
す

⑩
３

１

３

81

わ
ら
し
な
や
秋
を
流
し
て
篠
の
風

⑩
２

９

４

82

山
姥
の
木
の
葉
の
こ
ろ
も
秋
の
風

⑨
４

０

１

83

野
分

釣
鐘
の
野
分
に
う
な
る
峰
の
寺

⑩
１

５

２

84

万
頃
の
竹
ふ
き
た
む
る
野
分
か
な

⑨
２

１

２

85

天文

秋
の
雨

秋
雨
の
人
こ
そ
み
え
ね
藁
科
砧

⑨
４

０

１

86

霧

萱
草
の
花
に
霧
ふ
く
峠
か
な

⑨
２

０

４

87

霧
雨
の
障
子
さ
さ
れ
て
藁
科
砧

⑪
２

０

88

露

た
を
た
を
と
竹
を
ひ
き
ゆ
く
や
露
の
朝

⑨
４

５

・
２

９

１

⑭
藁
科

89

盗
ま
れ
て
南
瓜
涼
し
き
朝
の
露

⑨
３

７

３

90

地理

秋
の
水

鴛
鴦
の
影
う
つ
し
け
り
秋
の
水

⑨
１

８

６

91

秋
の
川

秋
川
に
な
げ
る
投
網
の
光
か
な

⑩
４

８

92

秋
の
川
魚
と
ん
で
白
み
そ
め
け
り

⑩
４

８

93

生活

濁
り
酒

杓
子
庵
ど
ぶ
ろ
く
白
き
後
の
月

⑨
２

２

９

94

零
余
子
飯

わ
び
し
世
を
誰
に
あ
わ
も
り
む
か
ご
飯

⑩
３

８

３

95

柚
味
噌

柚
味
噌
も
ら
う
て
た
く
や
五
勺
の
ひ
と
り
飯

⑨
４

１

２

96

干
柿

ほ
し
柿
の
へ
た
を
残
し
て
脱
落
す

⑨
２

４

０

97

新
蕎
麦

い
ざ
共
に
新
そ
ば
く
は
ん
釈
迦
如
来

⑯
４

７

５

昭
二
九
・
一
〇
・
一
四
稲
森
道
三
郎
宛

98

添
水

猪
は
こ
ず
つ
ん
ぼ
驚
く
添
水
か
な

⑫
５

０

99

鳴
子

山
里
の
わ
び
し
さ
は
こ
れ
よ
引
板
の
音

⑪
２

０

100

藁
科
塚

藁
科
塚
が
化
け
て
寒
山
和
尚
か
な

⑩
１

６

２

101

砧

御
霊
住
む
沖
縄
に
ひ
び
け
藁
科
砧

⑩
２

３

２

102

竹
伐
る

峡
深
し
竹
き
る
音
幽
な
り

⑨
１

８

８

⑭
藁
科

103

豆
引
く

大
豆
ひ
き
流
離
の
宿
の
小
慰
み

⑩
１

５

３

104

胡
麻
刈
る

畑
十
歩
一
握
の
胡
麻
も
お
ん
宝

⑨
３

７

９

105

草
市

生
き
の
こ
り
草
市
買
う
て
戻
り
け
り

⑮
３

１

２

昭
二
〇
・
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

106

身
う
ち
み
な
仏
に
な
り
て
草
の
市

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

107

盂
蘭
盆
会

瓜
の
馬
流
し
て
千
鳥
き
く
日
か
な

⑩
９

２

108

野
の
露
は
み
な
君
に
供
へ
ん
魂
ま
つ
り

⑨
１

７

７

・
２

９

０

⑭
藁
科

109

鬼
灯
さ
げ
て
宗
匠
き
ま
す
魂
祭
り

⑫
２

７

９

110

門
火

苧
殻
た
く
傘
に
音
す
る
小
雨
か
な

⑩
６

２

⑭
藁
科

111

お
く
り
火
の
き
え
て
後
生
も
な
か
り
け
り

⑨
１

７

９

・
２

９

０

⑭
藁
科
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112

動物

鹿

う
き
恋
を
夢
野
の
鹿
と
語
ら
ば
や

⑮
３

２

０

昭
二
〇
・
五
・
二
九
飯
尾
（
鈴
木
）
廣
子
宛

113

さ
を
し
か
が
巫
女
に
恋
す
る
奈
良
の
秋

⑪
５

４

114

鹿
な
い
て
月
に
浮
ぶ
か
東
大
寺

⑮
３

３

３

昭
二
〇
・
一
一
・
一
五
松
原
君
子
宛

115

月
に
吠
ゆ
る
雄
鹿
た
く
ま
し
法
華
堂

⑨
１

８

５

⑫
２

４

116

渡
り
鳥

浅
間
は
け
む
り
蓼
科
は
雲
鳥
わ
た
る

⑨
２

０

４

117

星
満
天
雁
わ
た
る
べ
き
道
も
な
し

⑨
１

９

０

118

鵙

百
舌
の
朝
鉈
と
ぐ
砥
の
匂
か
な

⑨
２

２

５

119

も
ず
笛
も
叫
ぶ
や
う
ら
ら
二
月
堂

⑪
１

１

５

120

百
舌
や
と
き
秋
や
は
お
そ
き
楢
林

⑨
２

０

０

121

山
か
げ
の
柿
照
る
村
や
百
舌
日
和

⑩
３

３

０

122

鶫

苔
寺
や
つ
ぐ
み
の
宿
は
ど
こ
や
ら
ん

⑯
２

２

３

昭
二
六
・
一
〇
・
三
一
坂
村
真
民
宛

123

山
茶
花
や
つ
ぐ
み
苔
は
ぐ
寺
の
庭

⑨
２

０

５

124

四
五
十
羽
山
わ
を
め
ぐ
る
鶫
か
な

⑩
３

７

125

鵯

ひ
よ
鳴
い
て
庵
に
ぎ
は
ふ
つ
る
し
柿

⑨
２

２

６

126

ひ
よ
鳥
と
の
ぞ
い
て
き
た
り
柴
屋
寺

⑨
２

３

６

⑭
藁
科

127

ひ
よ
鳥
の
熟
柿
を
つ
つ
く
し
づ
か
な
り

⑨
２

２

８

128

鵯
ひ
た
き
鳥
に
に
ぎ
は
ふ
粟
穂
庵

⑨
２

５

８

129

麦
ふ
む
や
鵯
さ
わ
ぐ
山
の
畑

⑩
３

６

130

鶲

徳
願
寺
の
山
茶
花
い
か
に
鶲
殿

⑨
２

３

８

131

日
ご
と
き
て
ひ
た
き
馴
染
み
ぬ
栗
穂
庵

⑮
３

１

２

昭
二
〇
・
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

132

ひ
た
き
き
て
山
茶
花
苔
に
ち
る
日
か
な

⑬
１

３

９

133

鵯
ひ
た
き
鳥
に
に
ぎ
は
ふ
粟
穂
庵

⑨
２

５

８

134

山
寺
の
石
の
苔
は
む
ひ
た
き
哉

⑨
４

０

２

135

鶺
鴒

せ
き
れ
い
に
生
れ
て
き
し
は
誰
や
ら
ん

⑨
４

６

136

啄
木
鳥

木
つ
つ
き
の
孔
み
ま
は
る
や
島
ご
も
り

⑨
２

５

９

137

動物

鴫

朝
堤
ふ
み
た
つ
る
鴫
の
羽
音
か
な

⑩
３

３

８

138

山
風
を
つ
ん
ざ
く
鴫
の
羽
音
か
な

⑪
２

０

139

雁

は
つ
雁
か
ぬ
け
ゆ
く
普
化
の
鈴
の
音
か

⑨
２

９

１

140

鰍

貝
や
き
の
鰍
煮
て
く
む
独
り
酒

⑨
２

０

６

141

鰡

と
こ
し
へ
に
鯔
と
ぶ
加
古
の
入
江
か
な

⑫
８

１

142

鶍

ひ
と
り
ゐ
の
松
の
実
せ
せ
る
い
す
か
哉

⑨
４

０

１

143

秋
刀
魚

兄
の
日
は
し
ぐ
れ
て
秋
刀
魚
く
さ
団
子

⑬
１

７

５

144

兄
の
日
や
さ
ん
ま
供
へ
て
釣
談
議

⑪
１

１

８

145

鮭

さ
け
叫
ぶ
誰
か
み
す
て
し
雨
の
夜
に

⑩
２

２

０

⑭
藁
科

146

秋
の
蟬

わ
が
庵
に
老
い
を
忘
れ
よ
秋
の
蟬

⑩
３

８

４

147

蜩

蜩
の
声
に
戸
を
さ
す
忘
れ
庵

⑩
２

８

７

148

螽
蟖

亡
き
母
が
添
乳
す
る
夜
や
き
り
ぎ
り
す

⑨
３

２

０

149

猫
化
け
の
行
燈
暗
し
き
り
ぎ
り
す

⑨
４

０

１

150

轡
虫

秋
千
騎
寄
せ
く
る
音
か
轡
虫

⑩
１

３

０

151

南
瓜
く
れ
し
童
女
に
や
ら
ん
轡
虫

⑩
２

９

４

152

敗
戦
の
野
に
う
ら
淋
し
轡
虫

⑩
１

０

１

153

螇
蚸

里
の
子
は
ば
つ
た
に
に
た
り
簑
帽
子

⑭
４

１

３

154

蝗

親
や
子
や
飢
う
ら
ん
雨
の
蝗
と
り

⑬
１

０

４

155

ひ
と
り
ゆ
く
山
田
ざ
ざ
め
く
蝗
か
な

⑨
２

３

４

156

茶
立
虫

茶
た
て
虫
猫
魔
が
棺
を
ね
ら
ふ
夜
に

⑨
２

７

３

⑭
藁
科

157

植物

木
犀

朝
戸
出
の
木
犀
靄
に
む
せ
こ
も
る

⑨
３

８

３

158

藤
の
実

山
寺
の
藤
の
実
の
と
ぶ
炉
辺
か
な

⑪
１

７

１

159

柿

う
れ
柿
を
烏
も
ち
去
る
時
雨
か
な

⑨
２

２

７

⑭
藁
科

160

寺
に
病
ん
で
柿
に
ま
か
せ
し
命
か
な

⑪
２

０

５

161

一
つ
家
の
小
庭
に
ぎ
は
ふ
柿
野
鵐

⑩
３

３

０

162

ひ
よ
鳥
の
熟
柿
を
つ
つ
く
し
づ
か
な
り

⑨
２

２

８

163

ひ
よ
鳴
い
て
庵
に
ぎ
は
ふ
つ
る
し
柿

⑨
２

２

６

164

豆
柿
を
ひ
た
き
占
め
ゐ
る
峠
か
な

⑨
２

３

８

165

山
か
げ
の
柿
照
る
村
や
百
舌
日
和

⑩
３

３

０
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166

植物

柿

山
寺
や
猿
が
柿
折
る
音
す
な
り

⑨
４

０

０

167

栗

木
の
実
ほ
し
椎
に
は
し
ば
み
く
る
み
栗

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

168

無
花
果

無
花
果
を
天
牛
の
嚙
む
閼
伽
井
か
な

⑪
２

０

169

胡
桃

木
の
実
ほ
し
椎
に
は
し
ば
み
く
る
み
栗

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

170

古
稀
ち
か
く
胡
桃
の
長
者
と
な
り
に
け
り

⑪
１

２

６

171

さ
す
ら
ひ
の
伏
屋
に
寒
夜
の
胡
桃
を
わ
る

⑩
３

４

５

172

冬
山
の
画
仙
の
た
び
し
く
る
み
か
な

⑪
１

２

６

173

榠
樝
の
実

戞
然
と
く
わ
り
ん
の
落
つ
る
霜
夜
か
な

⑨
１

８

４

174

く
わ
り
ん
落
る
音
に
お
ど
ろ
く
霜
夜
か
な

⑪
２

０

175

照
葉

照
葉
老
い
て
こ
こ
に
も
る
か
や
石
い
く
つ

⑫
１

７

176

柿
紅
葉

笠
よ
杖
す
は
こ
そ
嵯
峨
は
柿
も
み
ぢ

⑬
３

５

177

木
の
実

木
の
実
ほ
し
椎
に
は
し
ば
み
く
る
み
栗

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

178

猿
こ
猿
こ
布
子
と
か
へ
ん
木
の
実
酒

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

179

な
に
と
な
く
木
の
実
か
な
し
き
秋
の
暮

⑩
３

８

３

180

古
寺
に
木
の
実
た
の
し
む
つ
ん
ぼ
哉

⑪
３

１

８

181

椎
の
実

木
の
実
ほ
し
椎
に
は
し
ば
み
く
る
み
栗

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

182

子
に
か
へ
り
椎
の
実
ひ
ろ
は
ん
榧
の
実
ひ
ろ
は
ん

⑨
２

９

１

183

椎
お
つ
る
人
な
き
朝
の
鎮
守
か
な

⑪
２

０

184

鵯
ぐ
も
り
鎮
守
の
森
に
椎
を
ひ
ろ
ふ

⑩
３

３

０

185

団
栗

朝
し
づ
の
ど
ん
栗
落
る
音
す
な
り

⑨
１

９

９

⑭
藁
科

186

ど
ん
栗
が
背
く
ら
べ
し
た
ら
か
は
い
か
ろ

⑨
１

８

９

187

ど
ん
栗
の
落
る
ば
か
り
ぞ
泣
く
な
人

⑫
３

２

６

188

ど
ん
栗
の
猪
口
を
か
ぶ
り
て
踊
ら
ば
や

⑨
１

８

９

・
２

９

１

189

ど
ん
栗
の
ま
ろ
び
お
ち
た
る
筧
か
な

⑨
４

０

１

⑭
藁
科

190

楝
の
実

棟
の
実
ぬ
く
ぬ
く
さ
が
る
寒
の
凪

⑩
３

５

１

191

榧
の
実

う
ま
ぶ
ね
に
眠
り
し
子
の
日
榧
を
い
る

⑪
６

１

192

榧
い
り
て
異
教
の
祭
ほ
が
ば
や
な

⑪
６

１

193

榧
の
実
の
ほ
ど
よ
く
炒
れ
し
ま
と
ゐ
哉

⑯
３

１

５

昭
二
八
・
一
・
三
一
稲
森
道
三
郎
宛

194

植物

榧
の
実

か
や
の
実
や
月
の
よ
か
は
の
狸
酒

⑪
１

６

６

・
３

２

９

195

子
に
か
へ
り
椎
の
実
ひ
ろ
は
ん
榧
の
実
ひ
ろ
は
ん

⑨
２

９

１

196

こ
の
尉
に
榧
の
実
く
よ
や
自
在
天

⑬
２

５

１

197

ま
ど
ゐ
し
て
雪
白
河
の
榧
い
る
や

⑪
６

６

198

炉
さ
か
ん
に
雪
白
河
の
榧
炒
る
や

⑯
３

１

５

昭
二
八
・
一
・
三
一
稲
森
道
三
郎
宛

199

銀
杏

疎
開
の
伏
屋
霜
夜
に
銀
杏
を
い
る

⑪
６

５

200

榛
の
実

木
の
実
ほ
し
椎
に
は
し
ば
み
く
る
み
栗

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

201

葉
鶏
頭

咸
陽
の
焰
さ
び
し
や
葉
鶏
頭

⑬
９

７

202

鬼
灯

鬼
灯
さ
げ
て
宗
匠
き
ま
す
魂
祭
り

⑫
２

７

９

203

菊

し
ぐ
れ
し
て
納
豆
に
ぎ
は
ふ
菊
の
宿

⑪
１

２

１

204

南
瓜

落
人
に
か
ぼ
ち
や
た
ま
は
る
隣
か
な

⑨
１

８

８

205

か
ん
す
け
の
か
ぼ
ち
や
な
つ
た
ぞ
畑
十
坪

⑨
３

７

３

206

子
宝
や
か
ぼ
ち
や
太
郎
瓜
次
郎

⑩
９

２

207

南
瓜
く
れ
し
童
女
に
や
ら
ん
轡
虫

⑩
２

９

４

208

す
ほ
ん
だ
の
庵
は
南
瓜
に
望
の
月

⑩
１

２

０

209

塵
は
い
て
か
ぼ
ち
や
の
け
得
ぬ
老
の
腕

⑮
４

１

３

昭
二
一
・
一
二
・
三
〇
塩
田
章
宛

210

ぬ
す
ま
れ
し
南
瓜
肥
ゆ
ら
ん
け
さ
の
雨

⑨
３

６

７

211

盗
ま
れ
て
南
瓜
涼
し
き
朝
の
露

⑨
３

７

３

212

の
ふ
ぞ
う
な
南
瓜
か
か
へ
て
笑
ふ
か
な

⑨
１

８

８

・
２

９

１

213

筵
お
る
伏
屋
が
軒
の
南
瓜
か
な

⑨
１

８

８

214

瓢

落
ち
お
ち
て
一
つ
と
ま
り
し
瓢
か
な

⑪
２

０

215

こ
の
瓢
に
誰
ぞ
ゐ
ぬ
か
や
秋
の
暮

⑪
１

５

⑭
藁
科

216

雀
去
つ
て
ひ
さ
ご
音
す
る
お
宿
か
な

⑫
２

８

217

瓢
負
う
て
河
童
味
噌
買
ふ
手
越
か
な

⑯
４

７

４

昭
二
九
・
一
〇
・
一
四
稲
森
道
三
郎
宛

218

み
や
こ
人
に
ち
よ
と
囀
れ
な
り
ひ
さ
ご

⑫
２

８

219

わ
が
呼
べ
ば
お
と
こ
た
へ
そ
な
ふ
く
べ
哉

⑨
２

０

４
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220

植物

牛
蒡

山
居
し
ぐ
れ
て
け
づ
る
牛
蒡
の
か
を
り
哉

⑨
２

２

３

⑭
藁
科

221

紫
蘇
の
実

謙
信
の
つ
と
は
紫
蘇
の
実
か
ら
す
瓜

⑬
１

０

４

222

稲

稲
わ
け
て
月
の
そ
ひ
く
る
田
路
か
な

⑨
１

８

７

・
２

９

０

223

秋
草

粉
茶
入
れ
よ
秋
草
た
び
し
山
の
客

⑯
１

４

８

昭
二
五
・
九
・
二
二
塩
田
章
・
玉
宛

224

草
の
実

木
枯
に
草
の
実
ほ
け
て
と
び
に
け
り

⑨
４

１

４

225

草
の
実
を
御
慶
の
つ
と
や
山
の
客

⑪
４

０

226

荻

川
ぐ
ま
や
白
帆
し
わ
む
る
荻
の
風

⑨
４

０

０

227

野
菊

刺
し
と
ほ
す
鎧
の
下
の
野
菊
か
な

⑨
１

８

９

228

曼
珠
沙
華

裸
に
て
焰
と
化
す
や
曼
珠
沙
華

⑨
２

０

６

⑭
藁
科

229

蛇
わ
た
る
野
川
の
岸
や
曼
珠
沙
華

⑨
１

３

３

⑭
藁
科

230

秋
の
の
げ
し

（
つ
ん
ぼ
草
）

つ
つ
ゐ
づ
つ
あ
の
子
は
い
づ
く
つ
ん
ぼ
草

⑩
１

２

３

231

つ
ん
ぼ
草
う
き
別
れ
ゆ
く
や
忘
れ
庵

⑩
１

２

３

232

露
草

つ
ゆ
草
の
な
か
に
む
す
ば
ん
小
き
庵

⑨
２

１

０

233

烏
瓜

謙
（
兼
）
信
の
つ
と
は
紫
蘇
の
実
か
ら
す
瓜

⑬
１

０

４

234

茸

狼
の
お
く
る
山
路
や
月
夜
茸

⑨
１

７

０

⑭
藁
科

235

奥
山
の
き
の
こ
と
朽
ち
ん
秋
の
暮

⑮
３

１

３

昭
二
〇
・
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

236

椎
茸
の
あ
と
味
よ
ろ
し
忘
れ
庵

⑪
９

７

237

椎
茸
の
い
で
て
う
れ
し
き
伏
屋
か
な

⑩
２

６

238

椎
茸
の
笠
き
て
踊
れ
枝
蛙

⑩
６

３

・
２

２

１

⑭
藁
科

239

椎
茸
や
天
城
の
村
は
雲
に
ぬ
れ

⑪
５

９

冬
の
部

1

時候

立
冬

山
茶
花
の
さ
き
つ
つ
散
り
つ
つ
冬
き
た
る

⑪
２

０

５

2

小
春

山
茶
花
を
孝
女
た
び
け
り
小
春
凪

⑩
１

４

３

3

ぽ
か
り
ぽ
か
り
小
春
木
か
げ
の
檜
薪
わ
り

⑩
３

３

８

4

冬
至

冬
至
来
と
雀
に
柚
子
を
も
ら
ひ
け
り

⑪
１

２

７

5

師
走

甘
酒
や
師
走
の
寺
の
夜
を
寒
み

⑯
５

８

０

昭
三
一
・
一
二
・
二
五
稲
森
道
三
郎
宛

6

時候

師
走

榧
の
実
を
炒
り
て
師
走
の
夜
を
ふ
け
ぬ

⑪
６

０

7

耳
な
が
と
な
ら
ば
や
師
走
か
や
の
酒

⑪
１

６

６

8

年
の
暮

年
の
瀬
に
侘
助
ゑ
み
て
恋
し
け
り

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

9

大
寒

大
寒
の
越
生
の
そ
ば
を
か
く
夜
か
な

⑪
１

７

０

10

寒

さ
す
ら
ひ
の
伏
屋
に
寒
夜
の
胡
桃
を
わ
る

⑩
３

４

５

11

短
日

短
日
の
芋
を
洗
ひ
て
暮
れ
に
け
り

⑨
４

０

０

12

冬
の
夜

冬
の
夜
の
狐
は
親
の
な
く
や
ら
ん

⑨
２

２

４

⑭
藁
科

13

冴
ゆ

鐘
を
献
じ
て
冴
え
き
る
除
夜
の
声
き
か
ん

⑨
１

９

０

・
２

９

１

⑭
藁
科

14

天文

冬
の
月

し
た
ひ
よ
る
猫
の
捨
子
や
冬
の
月

⑪
１

１

１

15

冬
凪

楝
の
実
ぬ
く
ぬ
く
さ
が
る
寒
の
凪

⑩
３

５

１

16

寒
凪
ぎ
の
せ
き
れ
い
つ
ぐ
む
谷
の
石

⑩
１

８

６

17

凩

木
枯
に
草
の
実
ほ
け
て
と
び
に
け
り

⑨
４

１

４

18

木
枯
に
吹
落
さ
れ
し
杓
子
か
な

⑩
１

４

８

19

木
枯
に
干
さ
ば
や
う
き
世
か
く
れ
蓑

⑨
４

２

０

20

木
枯
の
ひ
と
村
ゆ
ゆ
し
大
根
注
連

⑩
３

４

４

21

木
枯
や
子
ら
ゐ
ぬ
村
の
冬
砧

⑩
１

６

22

木
枯
や
日
暮
れ
て
白
き
干
大
根

⑩
１

５

１

23

木
が
ら
し
や
山
ま
た
山
を
吹
き
枯
ら
す

⑨
４

０

１

24

寒
風

う
き
我
の
胸
ふ
き
ぬ
け
る
寒
の
風

⑩
１

６

２

25

な
ぎ
の
木
に
雀
ち
ぢ
か
む
寒
の
風

⑩
１

８

０

26

時
雨

兄
の
日
は
し
ぐ
れ
て
秋
刀
魚
く
さ
団
子

⑬
１

７

５

27

山
居
し
ぐ
れ
て
け
づ
る
牛
蒡
の
か
を
り
哉

⑨
２

２

３

⑭
藁
科

28

し
ぐ
れ
し
て
納
豆
に
ぎ
は
ふ
菊
の
宿

⑪
１

２

１

29

鯛
殿
も
笠
き
て
わ
せ
り
ひ
と
時
雨

⑪
１

５

８

30

人
の
世
を
し
ぐ
れ
て
や
れ
し
旅
の
笠

⑨
２

２

９

⑭
藁
科

31

冬
の
雨

死
の
影
や
老
い
を
こ
ご
ら
す
寒
の
雨

⑬
３

32

冬
の
雨
ぎ
ん
な
ん
も
ろ
て
抱
く
こ
ん
ろ

⑬
２

２

６

33

竹
千
竿
す
ず
め
か
く
る
る
氷
雨
か
な

⑩
１

０

４

34

霰

お
と
づ
れ
し
清
女
が
傘
の
霰
か
な

⑨
４

０

１
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35

天文

霰

河
童
な
く
と
人
の
い
ふ
夜
の
霰
か
な

⑨
４

０

０

⑭
藁
科

36

丁
子
か
く
祖
母
が
布
子
や
初
霰

⑨
４

０

２

37

霙

初
み
ぞ
れ
缻
の
窓
を
ふ
さ
ぐ
人

⑨
４

０

０

38

麦
寒
し
み
ぞ
れ
の
旅
の
笠
二
つ

⑩
３

５

１

39

霜

神
と
打
つ
剣
の
ひ
び
き
霜
冴
え
て

⑪
３

８

40

戞
然
と
く
わ
り
ん
の
落
つ
る
霜
夜
か
な

⑨
１

８

４

41

く
わ
り
ん
落
る
音
に
お
ど
ろ
く
霜
夜
か
な

⑪
２

０

42

け
さ
の
霜
ち
さ
き
足
あ
と
な
に
鳥
ぞ

⑩
１

８

９

43

疎
開
の
伏
屋
霜
夜
に
銀
杏
を
い
る

⑪
６

５

44

出
城
み
な
落
ち
て
霜
夜
の
か
が
り
哉

⑩
３

５

45

雪
催

雪
も
よ
ひ
芋
を
む
く
庵
し
づ
か
な
り

⑨
２

５

８

46

雪

大
雪
の
淡
竹
を
伏
せ
て
納
豆
汁

⑬
４

９

47

大
雪
や
炬
燵
こ
ろ
が
き
木
幡
の
茶

⑪
１

３

１

48

大
雪
や
す
ぐ
き
た
ま
ひ
し
京
の
人

⑯
２

４

６

昭
二
七
・
二
・
二
二
石
井
正
之
助
宛

49

ひ
ひ
な
め
す
深
雪
の
越
の
ほ
し
が
れ
ひ

⑪
１

７

４

50

独
り
碁
や
笹
に
粉
雪
の
つ
も
る
日
に

⑨
２

０

４

⑫
２

４

８

⑭
藁
科

51

ま
ど
ゐ
し
て
雪
白
河
の
榧
い
る
や

⑪
６

６

52

み
ほ
は
松
風
雪
は
た
れ
ふ
る
甲
斐
の
山

⑩
２

５

・
２

８

53

雪
こ
ん
こ
ん
空
に
吹
き
あ
げ
ん
く
ひ
な
笛

⑬
５

２

54

雪
空
に
黒
鳥
ひ
と
つ
渡
り
け
り

⑨
２

６

６

55

雪
竹
の
ば
さ
と
起
き
た
る
日
向
か
な

⑨
２

０

６

56

雪
の
日
や
入
間
の
人
の
青
梅
漬

⑯
２

４

５

昭
二
七
・
二
・
二
一
塩
田
章
宛

57

雪
吹
く
や
浅
間
と
ど
ろ
と
煮
ゆ
る
夜
に

⑩
２

９

２

58

炉
さ
か
ん
に
雪
白
河
の
榧
炒
る
や

⑯
３

１

５

昭
二
八
・
一
・
三
一
稲
森
道
三
郎
宛

59

雪
女
郎

雪
女
郎
に
恋
は
あ
り
け
り
寒
椿

⑩
１

９

０

⑭
藁
科

60

風
花

風
花
の
舞
ひ
た
つ
峡
に
月
た
ま
る

⑩
１

８

６

61

天文

風
花

風
花
や
干
川
に
泥
鰌
ほ
る
人

⑨
２

５

０

62

月
た
ま
る
峡
に
ま
ひ
た
つ
風
の
花

⑮
４

１

９

昭
二
二
・
二
・
七
稲
森
道
三
郎
宛

63

吹
雪

丹
頂
の
夢
釧
路
に
氷
る
吹
雪
か
な

⑪
６

５

64

や
よ
笠
を
千
鳥
に
か
せ
や
磯
吹
雪

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

65

冬
の
雷

寒
雷
や
紅
蓮
の
氷
わ
る
る
夜
に

⑨
２

４

５

⑭
藁
科

66

地理

冬
の
山

冬
山
の
画
仙
の
た
び
し
く
る
み
か
な

⑪
１

２

６

67

雪
山
に
大
汗
は
ば
む
し
ま
き
哉

⑨
４

０

１

⑭
藁
科

68

雪
の
ふ
じ
う
ち
割
ら
ば
春
湧
き
い
で
ん

⑨
２

６

６

69

氷

鮒
舟
の
氷
わ
り
ゆ
く
沼
べ
か
な

⑨
２

９

１

70

生活

蕎
麦
掻

大
寒
の
越
生
の
そ
ば
を
か
く
夜
か
な

⑪
１

７

０

71

ひ
し
ひ
し
と
餓
鬼
つ
く
宵
や
蕎
麦
を
か
く

⑨
４

０

０

72

納
豆

し
ぐ
れ
し
て
納
豆
に
ぎ
は
ふ
菊
の
宿

⑪
１

２

１

73

障
子

霧
雨
の
障
子
さ
さ
れ
て
藁
科
砧

⑪
２

０

74

大
根
干
す

木
枯
や
日
暮
れ
て
白
き
干
大
根

⑩
１

５

１

75

干
菜

好
き
し
父
を
偲
び
て
む
せ
ぶ
干
葉
の
飯

⑮
３

６

０

昭
二
一
・
四
・
一
六
稲
森
道
三
郎
宛

76

藁
科
仕
事

一
足
は
仏
に
つ
く
る
藁
科
草
履

⑪
６

４

77

泥
鰌
掘
る

風
花
や
干
川
に
泥
鰌
ほ
る
人

⑨
２

５

０

78

風
は
な
や
干
川
に
泥
鰌
ほ
る
翁

⑮
３

１

２

昭
二
〇
・
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

79

日
向
ぼ
こ

唐
丸
の
ど
う
ど
う
と
鳴
く
日
向
か
な

⑨
１

８

９

⑭
藁
科

80

無
為
に
し
て
化
す
も
の
も
な
し
日
向
ぼ
こ

⑨
３

２

０

81

山
羊
ひ
げ
に
ひ
た
き
み
と
れ
る
日
向
ぼ
こ

⑯
４

３

昭
二
四
・
一
・
二
五

82

行事

追
儺

う
ち
あ
て
ゝ
鬼
笑
は
せ
ん
老
の
豆

⑯
１

７

０

昭
二
六
・
二
・
二
稲
森
道
三
郎
宛

83

小
鬼
ら
に
蜜
柑
ふ
る
ま
へ
鬼
は
内

⑨
２

６

４

84

豆
打
つ
て
追
ふ
鬼
も
な
き
侘
居
か
な

⑪
２

５

85

わ
が
た
め
に
撒
く
影
も
あ
る
追
儺
か
な

⑩
３

５

９
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86

行事

除
夜
の
鐘

芋
版
の
琵
琶
は
彫
り
た
り
除
夜
の
鐘

⑪
６

４

87

鐘
を
献
じ
て
冴
え
き
る
除
夜
の
声
き
か
ん

⑨
１

９

０

・
２

９

１

⑭
藁
科

88

除
夜
の
鐘
越
路
は
雪
ぞ
永
平
寺

⑬
６

７

89

そ
ば
が
き
に
喜
寿
を
迎
へ
て
除
夜
の
鐘

⑬
２

０

８

90

絶
え
か
け
し
命
一
つ
を
除
夜
の
鐘

⑫
２

２

３

91

漱
石
忌

銀
の
匙
に
麦
粉
そ
な
へ
ん
漱
石
忌

⑨
１

８

９

・
２

９

１

⑭
藁
科

92

動物

狐

冬
の
夜
の
狐
は
親
の
な
く
や
ら
ん

⑨
２

２

４

⑭
藁
科

93

蓑
笠
は
太
郎
狐
か
山
の
畑

⑮
３

１

３

昭
二
〇
・
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

94

横
川
闇
狐
狸
の
叫
び
も
き
き
わ
か
ず

⑫
８

３

95

狸

ク
ル
ス
の
燈
籠
狸
火
と
も
せ
あ
な
か
し
こ

⑫
５

２

96

極
重
悪
人
狸
と
く
ら
す
恵
心
堂

⑨
４

２

０

97

諸
行
無
常
茶
釡
は
一
夜
狸
な
り

⑨
１

８

９

・
２

９

１

98

僧
逝
き
て
狸
こ
ひ
し
き
横
川
寺

⑬
４

99

狸
な
く
夜
を
夢
に
笑
ふ
か
恵
心
堂

⑨
４

０

２

⑫
７

３

⑭
藁
科

100

ま
き
の
戸
も
さ
さ
で
狸
の
恵
心
堂

⑫
８

３

101

山
越
の
彌
陀
も
く
み
ま
せ
狸
酒

⑨
４

０

１

⑫
７

３

102

横
川
闇
狐
狸
の
叫
び
も
き
き
わ
か
ず

⑫
８

３

103

兎

鉄
斎
も
兎
と
相
撲
へ
高
山
寺

⑫
８

６

104

梟

壕
ね
ぶ
た
し
ほ
つ
ほ
と
修
羅
に
な
く
梟

⑨
３

２

８

105

耳
し
ひ
の
ふ
と
き
き
得
た
る
梟
か
な

⑮
３

６

５

昭
二
一
・
五
・
六
島
田
豊
子
・
秀
子
宛

⑮
３

６

７

昭
二
一
・
五
・
二
〇
塩
田
章
宛

106

木
菟

と
ほ
り
雨
み
み
づ
く
恋
に
な
く
夜
な
り

⑩
５

６

107

み
み
づ
く
の
恋
に
鳴
く
夜
や
と
ほ
り
雨

昭
二
十
一
・
五
・
六

108

鷦
鷯

暮
る
る
野
の
篠
に
か
く
る
る
さ
ざ
き
哉

⑩
１

９

３

109

鶴

鶴
千
羽
あ
さ
日
に
ま
ひ
て
明
け
ぬ
夢

⑪
１

５

２

110

白
鳥

鵠
な
く
哲
人
レ
ン
ズ
み
が
く
夜
に

⑩
３

５

111

動物

寒
苦
鳥

幻
の
夜
を
声
つ
ん
ざ
く
や
寒
苦
鳥

⑮
３

３

３

昭
二
〇
・
一
一
・
一
五
松
原
君
子
宛

112

壊
の
劫
の
里
に
き
て
鳴
け
寒
苦
鳥

⑨
１

７

７

・
２

９

０

⑭
藁
科

113

魴
鮄

ほ
う
ぼ
う
は
目
に
角
立
て
て
焼
か
れ
け
り

⑨
１

８

９

・
２

９

１

114

鰤

伊
豆
の
海
す
は
や
寒
鰤
五
千
貫

⑨
２

６

４

115

禁
断
の
灘
な
つ
か
し
き
巻
ぶ
り
や

⑬
２

４

６

116

鮟
鱇

あ
ら
た
ま
の
火
を
呑
ん
で
鮟
鱇
老
い
せ
ぬ
や

⑪
３

０

２

117

鮟
鱇
が
ふ
ぐ
に
恋
す
る
小
泥
海

⑨
４

０

１

⑭
藁
科

118

河
豚

そ
の
籠
の
河
豚
た
び
た
ま
へ
観
世
音

⑨
４

０

３

119

寂
滅
の
ふ
ぐ
提
燈
に
光
あ
り

⑨
１

９

９

120

ひ
よ
こ
と
浮
く
河
豚
の
怒
り
の
お
ぼ
つ
か
な

⑨
４

０

０

121

植物

寒
椿

寒
椿
わ
れ
も
か
く
す
と
こ
ろ
な
し

⑯
３

１

６

昭
二
八
・
二
・
六
稲
森
道
三
郎
宛

122

雪
女
郎
に
恋
は
あ
り
け
り
寒
椿

⑩
１

９

０

⑭
藁
科

123

侘
助

年
の
瀬
に
侘
助
ゑ
み
て
恋
し
け
り

⑨
４

０

３

⑭
藁
科

124

ま
た
の
客
に
世
を
侘
助
の
ゑ
ま
ひ
哉

⑫
４

３

125

山
茶
花

石
の
こ
ろ
も
に
山
茶
花
ち
り
ぬ
地
蔵
尊

⑨
４

０

２

126

山
茶
花
の
さ
き
つ
つ
散
り
つ
つ
冬
き
た
る

⑪
２

０

５

127

山
茶
花
は
し
ぐ
れ
の
散
ら
す
花
に
そ
ろ

⑪
３

８

128

山
茶
花
や
つ
ぐ
み
苔
は
ぐ
寺
の
庭

⑨
２

０

５

129

山
茶
花
を
孝
女
た
び
け
り
小
春
凪

⑩
１

４

３

130

徳
願
寺
の
山
茶
花
い
か
に
鶲
殿

⑨
２

３

８

131

ひ
た
き
き
て
山
茶
花
苔
に
ち
る
日
か
な

⑬
１

３

９

132

山
寺
や
さ
ゞ
ん
か
ふ
ゝ
む
雲
の
な
か

⑮
３

２

６

昭
二
〇
・
七
・
一
五
飯
尾
（
鈴
木
）
廣
子
宛

133

蜜
柑

小
鬼
ら
に
蜜
柑
ふ
る
ま
へ
鬼
は
内

⑨
２

６

４

134

柿
落
葉

柿
の
落
葉
雨
に
ぬ
れ
て
病
熱
た
か
し

⑪
１

２

１

135

冬
木

冬
木
立
は
ね
を
す
ぼ
め
て
う
つ
る
鳥

⑨
２

３

４

136

満
月
の
ほ
う
と
の
ぼ
り
ぬ
冬
木
立

⑩
１

５

３
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137

植物

水
仙

斎
宮
の
お
ん
ゑ
み
浄
し
水
仙
花

⑨
４

２

２

⑭
藁
科

138

葱

黒
土
に
よ
き
句
か
か
ば
や
葱
の
筆

⑩
４

０

新
年
の
部

1

時
候

元
日

な
に
も
な
き
元
日
も
よ
し
日
向
ぼ
こ

⑨
２

４

９

2

元
旦
・
初
日
の
出

元
旦
の
海
か
た
ぶ
け
て
初
日
の
出

⑩
１

５

８

3

生
活

雑
煮

さ
す
ら
ひ
の
春
を
う
づ
ら
の
雑
煮
か
な

⑩
１

５

７

4

初
夢
・
屠
蘇

初
夢
を
ほ
う
と
忘
れ
て
屠
蘇
二
日

⑪
２

０

5

植
物

福
寿
草

山
鳴
つ
て
な
ゐ
ふ
る
野
ベ
や
福
寿
草

⑪
２

７

無
季

1

さ
す
ら
ふ
や
恋
に
も
古
き
奈
良
の
京

⑨
１

８

６

⑫
２

５

⑭
藁
科

2

住
み
わ
び
ぬ
暮
山
の
雲
と
な
ら
ば
や
な

⑨
１

０

６

・
２

９

１

3

飯
煮
ゆ
る
音
も
ゆ
ゆ
し
き
山
居
か
な

⑨
１

８

９

⑭
藁
科

4

ふ
か
ふ
か
と
鵺
の
流
る
る
闇
夜
か
な

⑨
１

８

９

・
２

９

０

⑭
藁
科

5

尭
の
牛
鼻
の
み
な
め
て
ゐ
た
り
け
り

⑨
１

８

９

・
２

９

１

⑭
藁
科

6

雲
に
入
る
鳥
に
わ
か
れ
の
独
り
か
な

⑨
１

９

９

⑭
藁
科

7

戸
隠
や
小
栗
鼠
小
走
る
朴
並
木

⑨
１

９

９

8

あ
ま
水
に
大
根
の
芽
の
沈
み
け
り

⑨
２

０

４

9

夜
が
ら
し
や
う
ぶ
め
さ
ま
よ
ふ
山
の
町

⑨
２

０

４

⑭
藁
科

10

千
年
を
泣
き
つ
づ
け
た
る
埴
輪
か
な

⑨
２

０

６

⑭
藁
科

11

こ
け
し
に
は
親
兄
弟
も
な
か
り
け
り

⑨
２

０

６

⑭
藁
科

12

米
足
ら
ず
蕎
麦
ひ
く
臼
の
重
さ
か
な

⑨
２

１

２

⑭
藁
科

13

よ
き
人
の
骨
を
す
く
は
ん
貝
杓
子

⑨
２

１

７

14

別
れ
ゆ
く
影
ふ
き
け
す
な
川
の
風

⑨
２

３

１

15

霹
靂
と
な
ら
ば
ア
ッ
ツ
落
つ
る
夜
に

⑨
２

３

４

16

山
か
げ
に
伏
せ
貝
ひ
と
つ
柴
屋
寺

⑨
２

３

６

・
４

０

３

17

荒
潮
や
し
ば
し
入
日
を
ふ
き
か
へ
す

⑨
２

５

８

⑭
藁
科

18

入
道
が
ふ
ぐ
り
を
つ
か
む
山
湯
か
な

⑨
２

７

３

19

わ
が
骨
に
独
鈷
も
ら
う
て
別
る
る
や

⑨
２

７

３

⑭
藁
科

20

黒
潮
か
血
し
ほ
岸
を
打
つ
硫
黄
島

⑨
３

２

０

21

わ
ら
し
な
や
夢
を
流
し
て
石
の
音

⑨
３

２

７

⑫
２

３

７

22

笊
を
な
か
に
我
も
豆
む
く
ま
ど
ゐ
哉

⑨
３

３

１

23

焼
跡
の
兜
お
こ
せ
ば
子
の
髑
髗

⑨
３

５

０

24

大
海
に
亀
を
は
な
ち
て
浮
寝
か
な

⑨
３

７

０

⑩
２

８

25

た
め
さ
る
る
あ
う
ら
冷
た
き
踏
絵
か
な

⑨
３

３

９

⑭
藁
科

26

お
ん
お
ん
と
伽
藍
ひ
び
か
す
魚
の
悔

⑨
４

０

１

27

八
十
の
嫗
薬
ほ
る
山
の
く
ま

⑨
４

０

１

28

風
に
ち
れ
む
そ
ぢ
の
砂
絵
青
や
赤

⑨
４

０

２

29

凶
凶
と
闇
に
叫
べ
鷺
は
と
り
山

⑨
４

０

２

30

湖
に
鐘
つ
き
お
と
す
比
叡
の
寺

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

31

大
雨
や
恒
河
に
な
が
す
仏
陀
の
夢

⑨
４

０

２

32

う
き
雲
の
袖
ふ
る
夢
の
別
れ
か
な

⑨
４

０

２

⑭
藁
科

33

粕
や
い
て
鳥
の
話
を
書
く
夜
か
な

⑩
３

８

34

ひ
く
汐
に
こ
ろ
げ
て
ゆ
き
し
小
貝
か
な

⑩
４

８

⑭
藁
科

35

飢
餓
の
春
に
父
の
す
き
け
ん
干
葉
の
飯

⑩
４

８

⑭
藁
科

36

毒
を
は
い
て
後
生
明
る
き
ふ
ぐ
提
燈

⑩
７

６

37

こ
ざ
け
汲
む
杓
子
も
友
も
老
い
せ
ぬ
や

⑩
８

１

38

う
た
た
寝
の
天
狗
を
投
げ
て
さ
め
に
け
り

⑩
９

２

39

魚
追
ふ
足
の
細
さ
よ
老
い
の
網

⑩
９

３

40

わ
ら
し
な
を
君
こ
え
く
ら
ん
雲
の
影

⑩
１

０

３

41

鱮
つ
り
ホ
ソ
に
似
か
よ
ふ
兄
の
脛

⑩
１

３

３

42

犬
神
が
人
く
ひ
し
夜
の
の
つ
と
哉

⑩
１

５

３

43

有
明
や
流
離
の
窓
の
夢
の
影

⑩
１

６

１

44

亡
国
の
畑
に
靖
節
の
鍬
を
打
つ

⑩
１

６

２

45

居
ぬ
ぞ
よ
と
烏
屋
根
を
は
ぐ
山
の
庵

⑩
２

６

４

46

忘
れ
庵
檜
風
松
風
し
だ
の
か
ぜ

⑩
２

６

８

47

山
の
庵
に
雑
木
白
く
さ
き
に
け
り

⑩
２

６

８
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48

山
や
ま
に
覆
わ
き
た
つ
峡
の
春

⑩
３

６

０

49

殻
赤
き
玉
子
を
が
め
ば
入
日
舞
ふ

⑩
３

６

９

⑫
２

９

１

50

こ
の
花
ち
つ
て
難
波
さ
び
し
き
木
の
頭

⑩
３

７

０

51

暮
れ
の
こ
る
さ
い
こ
な
か
し
む
河
原
か
な

⑩
３

８

３

52

や
ま
里
の
鳥
み
な
黒
く
く
れ
に
け
り

⑩
３

８

３

53

生
垣
の
路
地
に
声
よ
き
め
う
り
哉

⑪
１

３

54

の
ぼ
る
日
に
燃
ゆ
る
海
な
り
立
羽
だ
ち

⑪
２

０

55

貘
の
屁
や
痴
人
の
夢
の
は
て
ど
こ
ろ

⑪
２

１

⑭
藁
科

56

老
い
ぬ
れ
ば
白
く
小
さ
し
夢
の
花

⑪
２

３

57

松
風
も
き
き
え
ぬ
老
い
の
侘
茶
か
な

⑪
２

５

58

缶
風
呂
や
が
う
な
身
に
つ
く
殻
を
得
た
り

⑪
３

６

59

土
風
や
九
曜
か
が
や
く
果
羅
の
道

⑪
３

８

60

老
い
の
日
の
お
か
め
小
豆
よ
山
の
つ
と

⑪
５

９

61

百
足
の
草
履
に
老
ゆ
る
め
し
ひ
哉

⑪
６

４

62

彩
ら
れ
て
年
の
と
ら
れ
ぬ
こ
け
し
哉

⑪
１

０

５

63

う
き
こ
と
は
風
に
ま
か
せ
て
鳥
を
き
く
や

⑪
１

０

５

64

貝
つ
り
に
水
も
り
い
で
し
田
舟
か
な

⑪
１

１

１

65

土
笛
の
か
つ
こ
と
よ
ば
る
庵
か
な

⑪
１

２

５

66

千
万
の
人
柱
立
て
て
国
倒
る

⑪
１

６

６

67

京
な
ま
り
う
す
れ
て
淋
し
嵯
峨
御
室

⑬
４

68

鞍
ず
れ
に
老
馬
の
悩
む
つ
づ
ら
を
り

⑬
２

３

69

ま
た
一
つ
命
ひ
ろ
う
て
初
音
か
な

⑬
７

０

70

風
神
の
わ
す
れ
て
ゆ
き
し
鬼
燈
か
な

⑬
９

６

71

わ
が
恋
は
ひ
と
め
し
の
ぶ
の
車
海
老

⑬
１

１

９

72

侘
び
は
て
て
天
狗
ち
ぢ
ま
る
土
鈴
か
な

⑬
２

３

９

73

仏
ゐ
ぬ
ま
に
鶏
と
そ
ば
く
ふ
深
大
寺

⑪
３

０

９

74

深
大
寺
ほ
と
け
お
は
す
ぞ
馬
に
鞍

⑪
３

１

６

75

ま
た
き
た
と
我
を
弾
く
な
角
大
師

⑪
３

１

７

76

武
蔵
野
に
白
鳳
の
釈
迦
お
は
し
け
り

⑪
３

１

８

77

人
去
つ
て
三
門
さ
び
し
白
河
女

⑫
９

78

は
に
か
み
も
嵯
峨
の
童
よ
竹
の
蔭

⑫
１

４

79

庵
ぬ
し
は
旅
に
で
ら
れ
て
蓑
と
笠

⑫
１

４

80

祇
王
寺
や
わ
く
井
音
す
る
庵
の
く
ち

⑫
１

６

81

金
剛
杵
よ
り
蜂
が
怖
う
て
見
ぬ
ほ
と
け

⑫
２

２

82

大
別
の
栗
鼠
の
詩
く
ら
き
茶
室
か
な

⑫
４

１

83

山
鳩
や
ふ
る
里
と
ほ
き
鹿
苑
寺

⑫
４

１

84

朝
日
さ
し
金
閣
の
鳳
た
た
ん
と
す

⑫
４

４

85

杖
か
り
て
老
い
の
波
そ
ふ
詩
仙
堂

⑫
４

７

86

い
と
せ
め
て
ひ
え
の
鳥
き
く
曼
珠
院

⑫
５

２

87

は
り
ま
野
に
高
麗
の
鐘
な
る
鶴
林
寺

⑫
７

８

88

旅
人
に
鐸
ゆ
り
な
ら
せ
灘
の
風

⑫
７

８

89

段
十
段
む
く
犬
守
護
す
禅
居
庵

⑫
１

９

０

90

朽
ち
は
て
て
鳩
の
豆
ま
く
杓
子
か
な

⑫
１

９

２

91

御
社
や
あ
の
子
は
い
ん
で
鳩
曇
り

⑫
１

９

２

92

彌
陀
仏
や
か
の
い
ろ
く
づ
も
慈
悲
の
網

⑫
１

９

３

93

古
奈
の
宿
温
泉
や
は
く
恋
に
に
て

⑫
２

５

８

94

笙
の
音
に
に
た
る
旅
愁
や
伊
豆
の
宿

⑫
２

５

９

95

千
段
の
琴
ひ
く
山
の
禅
寺
か
な

⑫
２

６

１

96

病
魔
さ
れ
清
正
こ
こ
に
御
在
宿

⑫
２

８

２

97

亡
き
鳥
の
落
羽
か
ぞ
へ
る
涙
か
な

⑫
３

２

３

98

サ
イ
パ
ン
島
人
死
に
は
て
て
静
な
り

⑮
３

０

９

昭
一
九
・
九
・
二
小
宮
豊
隆
宛

99

あ
の
入
日
う
ち
わ
ら
ば
何
が
生
る
ら
ん

⑮
３

０

９

昭
一
九
・
九
・
二
小
宮
豊
隆
宛

100

天
狗
風
こ
ん
に
や
く
折
り
て
ゆ
き
に
け
り

⑮
３

１

２

昭
二
〇
・
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

101

河
童
煮
る
ふ
ご
を
唐
箕
が
く
ふ
夜
哉

⑮
３

３

６

昭
二
〇
・
一
二
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

102

戸
隠
や
一
里
香
を
ふ
く
朴
並
木

⑮
３

７

５

昭
二
一
・
六
・
九
小
宮
豊
隆
宛

103

わ
が
声
を
風
と
き
く
ら
ん
死
出
の
山

⑮
３

８

４

昭
二
一
・
七
・
二
九
小
宮
豊
隆
宛

104

干
河
童
が
盥
に
う
け
る
俄
雨

⑮
４

１

５

昭
二
二
・
一
・
五
稲
森
道
三
郎
宛

105

願
成
つ
て
目
を
白
黒
の
達
磨
か
な

⑮
４

１

７

昭
二
二
・
一
・
一
六
稲
森
道
三
郎
宛

137

植物

水
仙

斎
宮
の
お
ん
ゑ
み
浄
し
水
仙
花

⑨
４

２

２

⑭
藁
科

138

葱

黒
土
に
よ
き
句
か
か
ば
や
葱
の
筆

⑩
４

０

新
年
の
部

1

時
候

元
日

な
に
も
な
き
元
日
も
よ
し
日
向
ぼ
こ

⑨
２

４

９

2

元
旦
・
初
日
の
出

元
旦
の
海
か
た
ぶ
け
て
初
日
の
出

⑩
１

５

８

3

生
活

雑
煮

さ
す
ら
ひ
の
春
を
う
づ
ら
の
雑
煮
か
な

⑩
１

５

７

4

初
夢
・
屠
蘇

初
夢
を
ほ
う
と
忘
れ
て
屠
蘇
二
日

⑪
２

０

5

植
物

福
寿
草

山
鳴
つ
て
な
ゐ
ふ
る
野
ベ
や
福
寿
草

⑪
２

７

無
季

1

さ
す
ら
ふ
や
恋
に
も
古
き
奈
良
の
京

⑨
１

８

６

⑫
２

５

⑭
藁
科

2

住
み
わ
び
ぬ
暮
山
の
雲
と
な
ら
ば
や
な

⑨
１

０

６

・
２

９

１

3

飯
煮
ゆ
る
音
も
ゆ
ゆ
し
き
山
居
か
な

⑨
１

８

９

⑭
藁
科

4

ふ
か
ふ
か
と
鵺
の
流
る
る
闇
夜
か
な

⑨
１

８

９

・
２

９

０

⑭
藁
科

5

尭
の
牛
鼻
の
み
な
め
て
ゐ
た
り
け
り

⑨
１

８

９

・
２

９

１

⑭
藁
科

6

雲
に
入
る
鳥
に
わ
か
れ
の
独
り
か
な

⑨
１

９

９

⑭
藁
科

7

戸
隠
や
小
栗
鼠
小
走
る
朴
並
木

⑨
１

９

９

8

あ
ま
水
に
大
根
の
芽
の
沈
み
け
り

⑨
２

０

４

9

夜
が
ら
し
や
う
ぶ
め
さ
ま
よ
ふ
山
の
町

⑨
２

０

４

⑭
藁
科

10

千
年
を
泣
き
つ
づ
け
た
る
埴
輪
か
な

⑨
２

０

６

⑭
藁
科

11

こ
け
し
に
は
親
兄
弟
も
な
か
り
け
り

⑨
２

０

６

⑭
藁
科

12

米
足
ら
ず
蕎
麦
ひ
く
臼
の
重
さ
か
な

⑨
２

１

２

⑭
藁
科

13

よ
き
人
の
骨
を
す
く
は
ん
貝
杓
子

⑨
２

１

７

14

別
れ
ゆ
く
影
ふ
き
け
す
な
川
の
風

⑨
２

３

１

15

霹
靂
と
な
ら
ば
ア
ッ
ツ
落
つ
る
夜
に

⑨
２

３

４

16

山
か
げ
に
伏
せ
貝
ひ
と
つ
柴
屋
寺

⑨
２

３

６

・
４

０

３

17

荒
潮
や
し
ば
し
入
日
を
ふ
き
か
へ
す

⑨
２

５

８

⑭
藁
科

18

入
道
が
ふ
ぐ
り
を
つ
か
む
山
湯
か
な

⑨
２

７

３
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106

菰
か
ぶ
り
一
本
の
値
打
如
何

⑮
４

４

７

昭
二
二
・
九
・
一
六
稲
森
道
三
郎
宛

107

こ
の
友
と
汲
め
ば
や
母
の
ち
ち
ぶ
酒

⑮
５

８

昭
二
四
・
四
・
一
四
稲
森
道
三
郎
宛

塩
田
家
宿
帳
昭
二
四
・
三
・
三
〇

108

雪
き
え
て
庵
は
駿
河
の
玉
ぬ
る
む

⑯
１

７

３

昭
二
六
・
三
・
二
稲
森
道
三
郎
宛

109

紅
雀
も
睦
む
す
ゞ
め
の
お
宿
か
な

⑯
１

９

１

昭
二
六
・
五
・
二
二
稲
森
道
三
郎
宛

110

苔
寺
の
苔
に
落
る
葉
し
づ
か
な
り

⑯
３

３

９

昭
二
八
・
五
・
一
三
小
宮
豊
隆
宛

111

亡
き
人
の
伊
賀
の
茶
碗
の
薄
茶
か
な

⑯
４

２

２

昭
二
九
・
一
・
一
九
塩
田
章
宛

112

古
稀
の
宴
友
あ
り
酒
あ
り
若
返
る

⑯
４

５

１

昭
二
九
・
五
・
二
七
稲
森
道
三
郎
宛

113

お
日
待
ち
は
豆
腐
で
の
む
と
河
童
か
く

⑯
４

７

４

昭
二
九
・
一
〇
・
一
四
稲
森
道
三
郎
宛

114

満
ち
足
れ
る
旅
や
る
せ
な
き
愁
ひ
か
な

⑰
５

９

昭
三
二
・
一
〇
・
一
四
庄
司
辰
雄
宛

115

杉
の
森
禅
の
音
こ
も
る
龍
沢
寺

⑰
５

９

昭
三
二
・
一
〇
・
一
四
庄
司
辰
雄
宛

116

雀
烏
わ
れ
も
う
れ
し
き
垂
穂
か
な

⑨
２

１

２

117

国
破
れ
て
山
の
香
は
あ
り
苔
の
汁

⑩
２

９

６

118

ひ
と
声
は
小
石
も
な
け
や
る
り
の
墳

⑫
２

５

７


